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は
じ
め
に

親
鸞
の
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
『
教
行
信
証
』）
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
近
代
以
降
に
限
っ
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
近
代
の
『
教
行
信
証
』
研
究
、
特
に
江
戸
宗
学
の
「
本
典
講
録
」

に
倣
っ
て
こ
の
大
著
全
体
に
わ
た
る
解
説
を
試
み
た
も
の
を
概
観
す
れ
ば
、「
化

身
土
巻
末
」
と
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
の
分
量
が
甚
だ
し
く
少
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
化
身
土
巻
末
」
が
文
献
学
的
研
究
の
対
象
テ
キ
ス
ト
と
し
て
軽
視
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
大
正
期
の
山
邊
習
学
・
赤
沼

智
善
に
よ
る
『
教
行
信
證
講
義
』（
山
邊
・
赤
沼
﹇
一
九
五
一
﹈
に
再
版
）
に
も

説
か
れ
る
よ
う
に
、「
外
道
の
邪
僞
を
碎
き
、
佛
道
の
正
眞
を
明
し
給
う
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
化
身
土
巻
末
」
が
、『
教
行
信
証
』
の
中
心
テ
ー
マ
で
は
な
い

と
判
断
さ
れ
て
き
た
こ
と
、「
化
身
土
巻
末
」
自
体
が
、
冒
頭
の
御
自
釈
一
文
を

除
き
、
他
は
す
べ
て
他
経
論
釈
か
ら
の
引
文
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
伝
統
的
に
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
「
化
身
土
巻
末
」
で
あ
る
が
、
近

年
は
こ
れ
を
主
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
察
を
加
え
る
研
究
が
相
当
数
現
れ
て
い
る
。

従
来
「
化
身
土
巻
末
」
研
究
は
、
親
鸞
の
神
祇
観
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
、
親
鸞

の
経
典
引
用
意
図
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
、
の
二
点
に
の
み
関
心
が
限
ら
れ
て
来

た
が
、「
化
身
土
巻
末
」
著
述
の
意
義
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
研
究
が
現
れ
る

に
至
っ
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
お
い
て
、
引
文
原
典
の
意
図
と
親
鸞
の
引
用
と
を
詳
細
に
比
較
検
討
さ
れ
た
論

考
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
ま
た
、
親
鸞
自
身
に
と
っ
て
の
「
仏
教
宇
宙
論
」

「
仏
教
的
世
界
観
」
の
捉
え
方
を
通
じ
て
の
「
化
身
土
巻
末
」
の
意
義
を
論
じ
た
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も
の
に
つ
い
て
も
、
従
来
研
究
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
親

鸞
思
想
を
仏
教
思
想
史
の
潮
流
か
ら
隔
絶
し
た
も
の
と
捉
え
る
視
点
や
、
引
文
原

典
の
意
図
を
軽
視
す
る
こ
と
―
あ
る
い
は
引
文
の
意
味
が
既
に
自
明
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
―
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筑
紫
女
学
園
大
学
仏
教
学
研
究
室
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
従
来
研
究
の
問
題
点

を
解
消
す
べ
く
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
「
化
身
土
巻
末
研
究
会
」
が
開
始
さ
れ

た
。
本
研
究
会
の
目
的
は
以
下
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

（
1
）
親
鸞
が
「
化
身
土
巻
末
」
に
お
い
て
展
開
す
る
、
世
界
観
、
宇
宙
論
を

明
ら
か
に
す
る
。

（
2
）
親
鸞
の
捉
え
た
現
象
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
彼
の
宗
教
観
を
明

ら
か
に
す
る
。

上
記
の
（
2
）
親
鸞
の
「
宗
教
観
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
研
究
に
お
い
て
も
大

い
に
意
識
さ
れ
て
来
た
視
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
化
身
土
巻
末
」
に
説
か
れ
る

諸
々
の
神
的
存
在
を
イ
ン
ド
の
衆
生
観
と
比
較
し
た
上
で
、
親
鸞
が
前
提
と
す
る

仏
教
の
世
界
認
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
引
文
原
典

に
見
ら
れ
る
世
界
観
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
親
鸞
が
行
っ
た
「
取
捨
選
択
」

に
彼
の
独
自
性
を
見
い
だ
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
研
究
会
で
は
、

「
化
身
土
巻
末
」を
対
象
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、可
能
な
限
り
原
典
読
解
に
注
力
し
、

伝
統
宗
学
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
新
し
い
視
点
か
ら
親
鸞
思
想
の
再
評
価
を
試
み
た

い
。な

お
本
稿
は
、
本
研
究
会
に
お
け
る
作
業
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
研
究
会
は
未
だ
継
続
中
で
あ
り
、
本
稿
が
最
終
的
な
成
果
と
し
て
の
公
表
で
は

な
い
こ
と
を
注
記
し
て
お
き
た
い
。

以
下
、
本
稿
で
は
、「
化
身
土
巻
末
」
を
適
宜
区
切
り
、【
本
文
】【
訓
読
】【
出

典
】【
親
鸞
用
語
例
】【
講
録
】
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
を
検
討
し
、
検
討
内
容
を
〔
コ

メ
ン
ト
〕
と
し
て
提
示
し
て
い
く
形
式
で
論
を
進
め
る
。
な
お
各
コ
メ
ン
ト
に
は

個
人
名
を
（

）
内
に
示
し
た
。

【
本
文
】
は
坂
東
本
を
底
本
と
し
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
忠
実
に
示
し
た
。
諸
異

本
と
の
詳
細
な
校
異
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
（
末
）」

校
異
」（
尾
崎
他
﹇
一
九
八
八
﹈）
や
『
教
行
信
証
』
翻
刻
（
翻
）
等
の
綿
密
な
先

行
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
譲
っ
た
。

【
訓
読
】
は
可
能
な
限
り
坂
東
本
の
訓
点
に
従
っ
て
読
ん
だ
結
果
を
示
し
た
が
、

以
下
の
点
に
お
い
て
改
変
を
行
っ
た
。

・
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

・
振
り
仮
名
は
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。

・
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。

【
出
典
】
に
つ
い
て
は
、
梵
本
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
あ
る
も
の
は
出
拠
を
示
し
て

原
文
を
提
示
し
、
現
代
語
訳
を
付
し
た
。
ま
た
漢
訳
の
経
論
に
つ
い
て
は
、
大
正

蔵
経
に
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
示
し
、
対
応
す
る
国
訳
を
示
し
た
。

【
親
鸞
用
語
例
】
で
は
、
本
文
中
の
重
要
な
語
句
に
つ
い
て
、
親
鸞
が
『
教
行
信

証
』
や
そ
の
他
の
著
作
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
を
網
羅
的
に
拾
い
、
用

語
例
と
し
て
掲
げ
た
。
表
記
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
（
二
刷
）』（
浄
）
よ
り
、

欠
落
箇
所
等
に
つ
い
て
は
異
本
に
従
う
場
合
が
あ
る
。

【
講
録
】
で
は
、
宗
学
者
に
よ
る
代
表
的
な
講
録
の
見
解
を
、
必
要
に
応
じ
て
紹

介
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

二



顯
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六

愚
禿
釋
親
鸞集

「
御
自
釈
」

【
本
文
】

カ
ム

ハ

夫
テ二

諸
ノ

修
多
羅
ニ一

勘
二

決
シ
テ

眞
僞
ヲ一

敎
二

誡
セ

外
敎
邪
僞
ノ

異
執
ヲ一

者

【
訓
読
】

そ

も
ろ
も
ろ

し
ゅ
た

ら

よ

し
ん
ぎ

か
ん
け
つ

げ
き
ょ
う
じ
ゃ
ぎ

い
し
ゅ
う

き
ょ
う
か
い

夫
れ
諸
の
修
多
羅
に
拠
り
て
、
真
偽
を
勘
決
し
て
、
外
教
邪
偽
の
異
執
を
教
誡

せ
ば
、

【
親
鸞
用
語
例
】

（
一
）
修
多
羅

①「
行
巻
・
大
行
釈
・
引
文

浄
土
論
」（
浄
二
・
二
五
、
真
二
・
一
三
、
定
一
・

三
二
、
翻
・
四
七
、
大
正
（№
1524

）
二
六
・
二
三
〇
下
）

我
依
テ二

修
多
羅
眞
實
功
德
相
ニ一、
說
テ二

願
偈
ス
ベ
テ
總
持
ヲ一

與
ト二

佛
敎
一

相
應
セ
リ
ト
。

②「
浄
土
文
類
聚
鈔
・
三
法
列
釈
・
引
文

浄
土
論
」（
浄
二
・
二
六
三
、
真
二
・

四
四
四
、
定
二
漢
・
一
三
三
）

ヨ

ト

ゲ
ソ
ウ

ト

我
レ

依
テ二

修
多
羅
眞
實
功
德
相

ニ一、
說
ク二

願
偈
總
持

ヲ一、

與
二

佛
敎
一

相
應

セ
リ。

③
「
愚
禿
鈔
上
・
引
証
成
義
・
引
文

浄
土
論
」（
浄
二
・
二
九
〇
、
真
二
・
四

六
一
〜
四
六
二
、
定
二
漢
・
一
六
〜
一
七
）ト

ト

我
レ

依
テ二

修
多
羅

眞
實
功
德
相
ニ一

說
ク二

願
偈
總
持
ヲ一

與
二

佛

敎
一

相
應

セ
リ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ

。

④
「
尊
号
真
像
銘
文
・
引
文

浄
土
論
」（
浄
二
・
六
一
六
、
真
二
・
五
八
四
、

定
三
和
・
八
五
）

が

え
し
ゅ
た

ら

し
ん
じ
ち
く
ど
く
そ
う

せ
ち
ぐ
わ
ん
げ
そ
う
ぢ

よ

け
う
さ
う
お
う

我
依
修
多
羅

眞
實
功
德
相

說
願
偈
總
持

與
佛
敎
相
應

⑤
「
行
巻
・
大
行
釈
・
引
文

論
註
」（
浄
二
・
二
七
〜
二
八
、
真
二
・
一
六
、

定
一
・
三
六
〜
三
七
、
翻
・
五
五
、
大
正
（№

1819

）
四
〇
・
八
二
七
下
）

我
依
修
多
羅
眞
實
功
德
相
說
願
偈
總
持
與
佛
敎
相
應

ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
ト

。
ハ

乃至
何
レ
ノ

所
ニ
カ

依
ル、

何
ノ

故
ニ
カ

依
ル、

云
何
ガ

依
ル
ト。

何
所
依
者
、
依
ル
ナ
リ

二

修

ハ

多
羅
ニ一。
何
故
依
者
、
以
ノ二

如
來
卽
眞
實
功
德
ノ

相
ナ
ル
ヲ

一

故
ニ。
云
何
依

ハ

ハ

者
、
修
シ
テ

二

五
念
門
ヲ一

相
應
セ
ル
ガ

故
ニ
ト。
乃至
修
多
羅
者
十
二
部
經
ノ

中
ノ

直
說
ノ

ノ

フ
ウ
ム

者
ヲ

名
ク二

修
多
羅
ト一。
謂
ク

四
阿
含
・
三
藏
等
ノ

外
カ
ノ

大
乘
ノ

諸
經
ヲ

亦
名
ク二

イ

ハ

修
多
羅

ト一。
此
ノ

中
ニ

言
フ二

依
修
多
羅
ト一

者
、
是
三
藏
ノ

外
ノ

大
乘
修
多
羅

ナ
リ、

非
ル二

阿
含
等
ノ

經
ニ
ハ

一

也
。

⑥
「
尊
号
真
像
銘
文
・
本
（
広
本
）」（
浄
二
・
六
一
八
〜
六
一
九
、
真
二
・
五
八

五
、
定
三
和
・
八
七
〜
八
八
）

が

え
し
ゅ
た

ら
し
ん
じ
ち
く
ど
く
さ
う

が

て
ん
じ
ん
ろ
ん
じ
ゅ

「
我
依
修
多
羅
眞
實
功
德
相
」
と
い
ふ
は
、「
我
」
は
天
親
論
主
の
わ
れ
と

三



み

え

し
ゅ
た

ら

な
の
り
た
ま
へ
る
御
こ
と
ば
也
。「
依
」
は
よ
る
と
い
ふ
、
修
多
羅
に
よ
る

し
ゅ
た

ら

て
ん
ぢ
く

き
や
う
て
ん

ぶ
ち
け
う

と
な
り
。「
修
多
羅
」
は
天
竺
の
こ
と
ば
、
佛
の
經
典
を
ま
ふ
す
也
。
佛
敎

だ
い
じ
ょ
う

せ
う
じ
ょ
う

し
ゅ
た

ら

し
ゅ
た

ら

に
大
乘
あ
り
、
ま
た
小
乘
あ
り
。
み
な
修
多
羅
と
ま
ふ
す
。
い
ま
修
多
羅

だ
い
じ
ょ
う

せ
う
じ
ょ
う

ぶ

き
や
う
て
ん

だ
い

と
ま
ふ
す
は
大
乘
な
り
、
小
乘
に
は
あ
ら
ず
。
い
ま
の
三
部
の
經
典
は
大

じ
ょ
う
し
ゅ
た

ら

さ
む
ぶ
だ
い
じ
ょ
う

乘
修
多
羅
也
、
こ
の
三
部
大
乘
に
よ
る
と
な
り
。

⑦
「
行
巻
・
正
信
偈
」（
浄
二
・
六
二
、
真
二
・
四
五
、
定
一
・
八
八
、
翻
・
一

四
一
）依

テ二

修
多
羅
ニ一

顯
シ
テ

二

眞
實
ヲ一

光
二
ヒ
ラ
ク
闡
ス

橫
超
ノ

大
誓
願
ヲ一

⑧
「
浄
土
文
類
聚
鈔
・
念
仏
正
信
偈
」（
浄
二
・
二
六
九
、
真
二
・
四
四
九
、
定

二
漢
・
一
四
二
）

ヨ
テ

シ
ン

ク
ワ
ウ

セ
ン
シ
ワ
ウ
テ
ウ
ノ

依
二

修
多
羅
ニ一

ア
ラ
ワ
ス

顯
二

眞
實
ヲ一

光
二
―

闡
橫
超
大
弘
誓
ヲ一

⑨
「
真
仏
土
巻
・
真
仏
土
釈
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
六
〇
、
真
二
・
一

二
四
、
定
一
・
二
三
五
、
翻
・
四
〇
六
〜
四
〇
七
、
大
正
（№

374
）
十
二
・
四

四
九
上
、
大
正
（№

375

）
十
二
・
六
九
一
上
）

從
レ

佛
出
ス二

十
二
部
經
ヲ一、
從
二

十
二
部
經
一

出
ス二

修
多
羅
ヲ一、
從
二

修

多
羅
一

出
ス二

方
等
經
ヲ一、
從
二

方
等
經
一

出
ス二

般
若
波
羅
蜜
ヲ一、
從
二

般

若
波
羅
蜜
一

出
二

大
涅
槃

ヲ一。
猶
如
シ二

醍
醐

ノ一。

⑩
「
化
身
土
巻
本
・
小
経
隠
顕
」（
浄
二
・
一
九
九
、
真
二
・
一
五
七
、
定
一
・

二
九
四
、
翻
・
五
一
三
）

コ
ノ

ハ

ノ

斯
『
經
』
大
乘
修
多
羅
中
之
无
問
自
說
經
也
。

⑪「
入
出
二
門
偈
頌
」（
浄
二
・
三
一
五
、
真
二
・
四
八
〇
、
定
二
漢
・
一
一
二
）

ヨ
テ

シ
ュ
タ

ラ

世
親
菩
薩
依
二

大
乘

修
多
羅
眞
實
功
德
ニ一

ジ
ン

一
心
ニ

歸
二―

命
シ
タ
マ
ヘ
リ

盡
十
方

不
可
思
議
光
如
來
ニ一

〔
コ
メ
ン
ト
〕
天
親
造
『
浄
土
論
』
の
「
我
依
修
多
羅

眞
實
功
徳
相
」
中
の
「
修

多
羅
」
と
い
う
語
（
①
〜
④
）
を
、
曇
鸞
は
「
大
乗
修
多
羅
」
と
理
解
し
（
⑤
）、

親
鸞
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
（
⑥
）。
な
お
、『
涅
槃
経
』
で
は
、「
仏
↓
十
二
部

経
↓
修
多
羅
↓
方
等
経
↓
般
若
波
羅
蜜
↓
大
涅
槃
」
と
い
う
順
に
仏
説
が
熟
成
・

凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
牛
乳
が
醍
醐
に
変
化
す
る
こ
と
に
喩
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
著
名
な
「
五
味
相
生
の
喩
え
」
を
親
鸞
も
引
用
し
て
お
り
（
⑨
）、
大

乗
に
優
位
性
を
持
た
せ
る
『
涅
槃
経
』
の
考
え
方
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。『
涅
槃
経
』
本
文
に
お
け
る
「
修
多
羅
」
は
、
大
乗
の
教
え
を
生
み
出

し
う
る
「
経
典
一
般
」（
小
乗
も
含
む
）
を
指
す
で
あ
ろ
う
が
、
曇
鸞
・
親
鸞
が

依
拠
す
る
「
修
多
羅
」
は
明
確
に
「
大
乗
修
多
羅
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
親

鸞
自
身
が
「
化
身
土
巻
末
」
に
お
い
て
依
拠
す
る
「
修
多
羅
」
も
、
所
謂
「
大
乗

経
典
」
一
般
を
意
図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
、「
化
身
土
巻
末
」
の

諸
引
文
は
、大
乗
以
降
の
経
典
・
典
籍
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。た
だ
し
、一
箇
所
、

そ
れ
ら
の
大
乗
の
経
典
と
は
明
ら
か
に
趣
を
異
に
す
る
『
論
語
』
を
「
化
身
土
巻

末
」
中
に
親
鸞
が
引
用
し
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
親
鸞
の
『
論
語
』

引
用
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
の
考
察
の
中
で
検
討
し
た
い
。（
小
山
・

宇
野
・
小
林
）

四



（
二
）
真
偽
（
真
・
偽
）

①
「
信
巻
・
追
釈
・
真
仏
弟
子
釈
」（
浄
二
・
九
八
、
真
二
・
七
五
、
定
一
・
一

四
四
、
翻
・
二
三
四
）ハ

言
二

眞
佛
弟
子
ト一

者
、
眞
ノ

言
ハ

對
シレ

僞
ニ

對
ス
ル

レ

假
ニ

也
。

②
「
信
巻
・
追
釈
・
真
仏
弟
子
釈
・
仮
偽
弁
釈
」（
浄
二
・
一
〇
四
、
真
二
・
八

〇
、
定
一
・
一
五
三
、
翻
・
二
四
九
〜
二
五
〇
）

ハ

言
レ

僞
ト

者
、
則
六
十
二
見
・
九
十
五
種
之
邪
道
是
也
。

③
「
化
身
土
巻
本
・
観
経
隠
顕
」（
浄
二
・
一
九
七
、
真
二
・
一
五
五
、
定
一
・

二
八
九
〜
二
九
〇
、
翻
・
五
〇
五
〜
五
〇
六
）

シ
テ於

二

安
養
淨
刹
ニ一

入
聖
證
果
ス
ル
ヲ

名
二

淨
土
門
ト一、
云
ヘ
リ

二

易
行
道
ト一。

就
二

此
ノ

門
ノ

中
ニ一、

有
ル二

橫
出
・
橫
超
、
假
・
眞
、
漸
・
頓
、
助
正
・

雑
行
、
雑
修
・
專
修
一

也
。

④
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
五
一
、
眞
二
・
一

九
九
、
定
一
・
三
七
六
、
翻
・
六
五
八
〜
六
五
九
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五

四
九
下
）

コ
ウ

ソ
ウ

ベ
シ

カ
ヘ
シ

イ
ツ
ワ
リ

公
卿
・
百
官
・
侯
王
・
宗
室
、
宜
シ
ク

二

反
レ

僞
ヲ

就
ツ
キ

レ

眞
ニ、

捨
テレ

邪
ヲ

入
ル一レ

正
ニ。

⑤
「
愚
禿
鈔
下
・
二
河
譬
釈
」（
浄
二
・
三
〇
四
、
真
二
・
四
七
五
、
定
二
漢
・

四
四
）

眞
ノ

言
ハ

對
シレ

假
ニ

對
スレ

僞
ニ

⑥「
行
巻
・
追
釈
・
一
乗
海
釈
・
二
教
二
機
対
」（
浄
二
・
五
七
〜
五
八
、
真
二
・

四
一
、
定
一
・
八
〇
〜
八
二
、
翻
・
一
二
七
〜
一
三
〇
）

ム
カ
ウ

カ
リ
ナ
リ

然
ニ

就
テレ

敎
ニ

念
佛
諸
善
比タ

ク
ラ
ブ

ケ
ウ校
對
論

ス
ル
ニ

、
有
リ二

難
易
對
・
・
・
眞
假

ト
ホ
ル

對
・
・
・
報
化
對
一。
・
・
・
然
ニ

按
ズ
ル
ニ

二

本
願
一
乘
海

ヲ一、
圓
融
滿

タ
ル

ト
シ

ゼ
チ

足
極
速
无

絶
對
不
二
之
敎
也
。

亦
就
テレ

機
ニ

對
論

ス
ル
ニ

、
有
リ二

信
疑
對
・
・
・
眞イ

ツ
ワ
ル

グ
ヰ僞
對
・
・
・
明
闇

對
一。
・
・
・
然
ニ

按
ズ
ル
ニ

二

一
乘
海
之
機
ヲ一、
金
剛
ノ

信
心
ハ

絶
對
不
二
之

機
也
、
可
シレ

知
ル。

⑦
「
愚
禿
鈔
上
・
一
乗
機
教
」（
浄
二
・
二
八
八
、
真
二
・
四
六
〇
、
定
二
漢
・

一
四
）二

機
對

一
乘
圓
滿
ノ

機
ハ

他
力
ナ
リ

漸
敎
迴
心
ノ

機
ハ

自
力
ナ
リ

信
疑
對

賢
愚
對

善
惡
對

正
邪
對

是
非
對

實
虛
對

眞
僞
對

淨
穢
對

好
醜
對

妙
麤
對

利
鈍
對

奢
促
對

希
常
對

強
弱
對

上
上
下
下
對

勝
劣
對

直
入
迴
心
對

明
闇
對

⑧
「
化
身
土
巻
本
・
総
釈
・
要
門
釈
・
説
意
出
願
」（
浄
二
・
一
八
三
、
真
二
・

一
四
三
、
定
一
・
二
六
九
、
翻
・
四
六
五
）

五



ノ

ダ

ク

ノ

マ
レ

イ
ツ
ハ
ル

ノ

ノ

眞
ナ
ル

者
ハ

甚
以
難
、
實
ナ
ル

者
ハ

甚
以
テ

希
ナ
リ。
僞
ナ
ル

者
ハ

甚
以
テ

多
ク、
虛
ナ
ル

者
ハ

シ
ゲ

甚
ダ

以
テ

滋
シ。

⑨
「
化
身
土
巻
本
・
観
経
隠
顕
・
引
文

安
楽
集
」（
浄
二
・
一
九
五
、
真
二
・

一
五
三
、
定
一
・
二
八
七
、
翻
・
五
〇
〇
〜
五
〇
一
、
大
正
（№

1958

）
四
七
・

一
八
下
）

ル

コ
ノ
カ
タ

ツ
ネ
ニ

ズ

マ
ヌ

オ
ツ
オ
ツ

未ダ
レ

滿
タ二

一
萬
劫
ヲ一

已
來
ハ

恆
未ダ
レ

勉
カ
レ

二

火
宅

ヲ一、
顚
倒

ツ
イ墜

墮
ス
ル
ガ

イ
ウ
ク
ウ

ウ
ル

ヘ
ツ
ラ
ウ

故
ニ。

各
用
功
ハ

至
テ

重
ク、

獲
報
ハ

僞
也

ト。

⑩
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
五
一
、
真
二
・
一

九
九
、
定
一
・
三
七
六
、
翻
・
六
五
七
〜
六
五
八
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五

四
七
上
）

ナ
ヲ

ス
デ

ア
ヤ
マ
リ

然
ニ

修
靜
爲
ス
コ
ト

レ

目
、
已
ニ

是
グ
ヰ
ナ
リ

大
僞
。

今
『
玄
都
録
』
復
是
僞
中

イ
ツ
ワ
ル

之
僞
ナ
リ

矣
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
末
の
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
る
唯
一
の
「
御
自
釈
」
は
、

こ
れ
よ
り
後
に
掲
げ
ら
れ
る
引
文
全
体
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
教
・
行
・
信
・
証
の
前
五
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
「
顕
浄
土
真
実
〇
〇
文

類
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
化
身
土
巻
の
み
が
「
顕
浄
土
方
便
化

身
土
文
類
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
方

便
化
身
土
」
と
は
「
真
仏
土
」
に
対
す
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
「
方
便
」
は
「
真

実
で
な
い
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
仮
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ま

た
真
実
に
導
く
た
め
の
誘
引
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
が
化
身
土
巻
の
前
半
、
即

ち
「
化
身
土
巻
本
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
化
身
土
巻
末
」
は
、
仮
と
称
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
仏
教
以
外
の
教
え
を
、
偽
な
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

く
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
偽
な
る
も
の
は
、
真
実
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

も
の
と
し
て
全
否
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
如
来
の
本
願
は
、
偽
な
る
も
の

を
含
め
た
一
切
衆
生
に
及
ぶ
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、

「
真
偽
を
勘
決
」
し
「
外
教
邪
偽
の
異
執
を
教
誡
」
し
よ
う
と
す
る
親
鸞
の
意
図

を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
・
②
は
、
真
の
仏
弟
子
に
つ
い
て
述
べ
た
一
連
の
文
で
あ
る
。
親
鸞
は
①
に

お
い
て
「
眞
の
佛
弟
子
と
言
ふ
は
、
眞
の
言
は
僞
に
對
し
假
に
對
す
る
也
」
と
述

べ
、
②
で
は
こ
れ
を
受
け
て
「
假
と
言
ふ
は
、
卽
ち
是
れ
聖
道
の
諸
機
、
淨
土
の

定
散
の
機
也
…
…
僞
と
言
ふ
は
、
則
ち
六
十
二
見
・
九
十
五
種
の
邪
道
是
れ
也
」

と
言
う
。
即
ち
「
真
・
仮
・
偽
」
の
教
判
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
仏
教
以
外
の
教

え
を
偽
と
し
、
仏
教
の
中
の
聖
道
門
の
教
え
と
、
浄
土
門
中
に
あ
っ
て
も
定
散
の

善
を
修
め
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
教
え
を
仮
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
③
も
同
じ
く
、
此
土
入
聖
を
目
指
す
聖
道
門
に
対
し
て
、
浄
土
門
は
浄
土
に

往
生
し
て
証
果
を
得
る
道
で
あ
る
と
し
、
そ
の
浄
土
門
の
中
に
も
真
・
仮
の
別
が

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
梁
の
武
帝
が
外
道
を
棄
て
て
仏
教
に
帰

す
る
こ
と
を
誓
い
、
家
臣
た
ち
に
も
偽
な
る
外
道
か
ら
真
な
る
仏
道
に
入
れ
と
勧

め
る
文
で
あ
る
。
同
じ
く
仏
教
以
外
の
九
十
五
種
の
外
道
を
偽
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
⑤
は
『
観
経
疏
』
に
説
か
れ
る
二
河
白
道
に
関
す
る
説
明
で
「
无

人
空
迥
の
澤
」と
は
善
知
識
に
遇
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
、「
善

知
識
は
悪
知
識
に
対
す
る
也
」
と
言
い
、「
悪
知
識
」
を
「
仮
の
善
知
識
」「
偽
の

六



善
知
識
」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
上
、
①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
の
用
例
は
す
べ
て
、

「
偽
」
と
は
単
な
る
誤
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
真
・
仮
・
偽
」
と
い
う
教

判
に
則
っ
て
仏
教
と
仏
教
以
外
の
教
え
と
を
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き

る
。一

方
、
⑥
は
仏
説
に
二
乗
・
三
乗
の
別
が
あ
る
か
の
よ
う
に
理
解
す
る
立
場
に

対
し
て
、
釈
尊
一
代
の
説
法
は
如
来
の
本
願
を
説
く
一
仏
乗
に
極
ま
る
と
い
う
立

場
を
「
一
乗
海
」
と
言
う
表
現
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
念
仏
と
諸

善
と
を
対
比
す
る
中
で
、
教
に
つ
い
て
は
真
仮
対
を
挙
げ
る
が
、
機
に
つ
い
て
は

真
偽
対
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑦
も
ま
た
、
教

に
関
し
て
は
本
願
一
乗
海
を
真
実
と
し
、
定
散
二
善
を
方
便
仮
門
と
し
て
真
仮
対

が
あ
る
と
し
た
後
に
、
機
に
つ
い
て
は
「
漸
教
廻
心
の
機
は
自
力
也
」
と
述
べ
、

こ
れ
を
「
一
乘
圓
滿
の
機
は
他
力
也
」
と
対
比
し
て
「
真
偽
対
」
あ
り
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
用
例
に
示
さ
れ
る
「
偽
」
は
、
仏
教
以
外
の
外
教
を
信
奉
す
る
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仏
道
を
歩
み
な
が
ら
自
力
に
と
ど
ま
る
も
の
を

偽
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑧
は
方
便
教
と
さ
れ
る
『
観
経
』・『
小
経
』
が
何
故

説
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
述
べ
る
も
の
で
、
真
実
の
道
を
歩
む
者
は
少
な

く
、偽
な
る
者
は
甚
だ
多
い
か
ら
、釈
迦
牟
尼
仏
は
群
生
海
を
誘
引
す
る
た
め
に
、

阿
弥
陀
如
来
は
諸
有
海
を
普
く
化
す
る
た
め
に
方
便
教
を
説
か
れ
た
と
述
べ
る
も

の
で
あ
る
が
、「
乃
し
九
十
五
種
の
邪
道
を
出
で
て
半
滿
・
權
實
の
法
門
に
入
る

と
雖
も
」
に
続
く
一
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
仏
教
に
帰
依
す
る
者
の
中

に
「
虚
」
即
ち
「
虚
仮
」
な
る
も
の
と
偽
な
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
仏
説
と
し
て
の
教
に
は
偽
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
が
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
者
（
機
）
に
於
い
て
は
偽
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
す
べ
て
の
衆
生
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
円
融
無
礙

な
る
教
と
し
て
、
本
願
一
乗
海
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。こ

れ
に
対
し
て
⑨
・
⑩
の
用
例
は
、
い
わ
ゆ
る「
真
・
仮
・
偽
」の
教
判
に
従
っ

て
示
さ
れ
る
「
偽
」
で
は
な
く
、「
偽
り
」
と
い
う
ほ
ど
の
一
般
的
な
意
味
で
用

い
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
⑨
は
、
此
土
に
お
い
て
一
万
劫
に
満

た
な
い
修
行
を
し
て
も
火
宅
を
出
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
修
行
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
果
報
は
真
実
の
仏
果
で
は
な
い
こ
と
を
偽
と
言
っ
た
も
の
。⑩
は『
玄
都
録
』

と
い
う
道
教
目
録
に
仏
教
に
ま
さ
る
数
の
文
献
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
陸
修
静

の
目
録
に
依
る
と
言
う
が
、
陸
修
静
の
目
録
に
は
正
本
が
な
い
以
上
、『
玄
都
録
』

の
言
う
こ
と
は
全
く
信
用
で
き
な
い
偽
り
で
あ
る
、
と
の
意
味
で
あ
る
。（
小
山
）

（
三
）
勘
決
・
教
誡
・
外
教

①「
化
身
土
巻
本
・
聖
道
釈
・
二
門
通
塞
」（
浄
二
・
二
一
一
、
真
二
・
一
六
七
、

定
一
・
三
一
一
、
翻
・
五
四
五
）

ヨ

ヒ

ツ
タ
ウ

然
ニ

據
テ二

正
眞
ノ

敎
意
ニ一

披
ク二

古
德
ノ

傳
說

ヲ。一顯
二

開
シ
テ

聖
道
・
淨
土
ノ

眞

カ
イ
ス

イ
ツ
ワ
ル

カ
ム
ガ
フ
サ
ダ
ム

假
ヲ一

敎
二
イ
マ
シ
ム

誡

邪
僞
異
執
ノ

外
敎
。ヲ一
カ
ム勘

二

決
シ
テ

如
來
涅
槃
之
時
代
ヲ一

開
二

ム
ネ
キ
ワ

示
ス

正
像
末
法
ノ

旨シ

際
ヲ一。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

○
「
勘
決
」
に
つ
い
て

「
勘
決
」
と
い
う
語
は
、「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
、
当
該
箇

七



所
お
よ
び
右
記
の
「
化
身
土
巻
本
」
の
二
例
が
見
い
だ
せ
る
。
親
鸞
は
「
化
身
土

巻
本
」
に
お
い
て
、「
勘
決
」
の
「
勘
」
に
「
カ
ム
カ
フ
」、「
決
」
に
「
サ
タ
ム
」

と
左
訓
し
て
お
り
、「
勘
決
」
と
い
う
語
を
「
考
え
た
上
で
決
定
す
る
」
と
理
解

し
て
い
る
。
な
お
、「
化
身
土
巻
本
」
で
は
「
如
来
涅
槃
之
時
代
」、「
化
身
土
巻

末
」
で
は
「
真
偽
」
が
「
勘
決
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
勘

決
」
の
対
象
は
対
概
念
（「
真
偽
」
な
ど
）
に
限
ら
れ
ず
、
二
者
択
一
的
な
決
定

と
は
言
い
が
た
い
。「
化
身
土
巻
本
」
で
は
、
仏
滅
年
代
を
考
察
し
て
決
定
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、「
化
身
土
巻
本
」で
は
右
記
の
の
ち
、『
安

楽
集
』『
末
法
燈
明
記
』
等
を
引
用
し
て
、
仏
滅
年
代
に
つ
い
て
充
分
な
考
察
を

加
え
て
決
定
し
た
上
で
、
正
像
末
の
時
代
観
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
「
勘
決
」
と
い
う
語
は
、
印
度
撰
述
の
漢
訳
経
典
内
に
は
用
例
を
見
い
だ

せ
な
い
が
、
日
本
撰
述
の
偽
経
と
さ
れ
る
『
十
王
経
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』（
新
纂
続
蔵
（№

20
）
一
・
四
〇
七
上
）

依
二

前
三
王
處
斷（
一
）、

勘（
二
）決
兩
舌
之
罪
一

善
因
惡
縁
求
二

於

生
縁
一。

こ
れ
は
十
王
の
第
七
太
山
王
の
項
に
該
当
し
、
第
四
・
五
・
六
の
諸
王
の
処
断

を
承
け
て
両
舌
の
罪
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
と
い
う
こ
と
を
意
す
る
。
な
お
、
院

政
期
（
一
〇
〜
一
二
世
紀
）
の
所
領
を
め
ぐ
る
訴
訟
審
理
に
お
い
て
、「
勘
決
」

が
い
わ
ゆ
る「
判
決
」と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
向
井
﹇
一
九
八
〇
﹈
を
参
照
せ
よ
。（
宇
野
・
毛
利
）

○
「
教
誡
」
に
つ
い
て

親
鸞
は
、「
教
誡
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
、
当
該
箇
所
お
よ
び
右
記
の
「
化

身
土
巻
本
」
に
お
い
て
の
み
使
用
し
て
い
る
。「
誡
」
と
い
う
字
に
は
「
イ
マ
シ

ム
」
と
い
う
左
訓
を
施
し
て
お
り
、
字
義
通
り
に
と
れ
ば
「
教
誡
」
は
「
教
え
い

ま
し
め
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
二
度
現
れ
る
「
教
誡
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
従
来
研
究
で
は
教
誡
の
対

象
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
伝
統
的
に
は
、
二
つ
の
教
誡

い
ず
れ
も
が
、「
化
身
土
巻
末
に
現
れ
る
仏
以
外
に
帰
依
す
る
外
道
」
に
対
す
る

「
い
ま
し
め
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
言
葉
の
上
で
は
「
邪
偽
異
執

の
外
教
」「
外
教
邪
偽
の
異
執
」
と
両
者
に
相
違
が
あ
る
が
、
教
誡
そ
の
も
の
は

「
化
身
土
巻
末
」
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
江

﹇
一
九
八
四
﹈、
岡
本
﹇
一
九
九
七
﹈、
井
上
﹇
二
〇
〇
三
﹈
な
ど
で
あ
る
。

「
教
誡
」
と
い
う
語
を
特
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
安
藤
﹇
一
九
九
〇
﹈
を
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
も
二
つ
の
教
誡
の
対
象
の
相
違
は
判

然
と
し
な
い
。「
化
身
土
巻
本
」
で
は
「
真
仮
」、「
化
身
土
巻
末
」
で
は
「
真
偽
」

が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
教
誡
の
対
象
と
し
て
は
前
者

が
「
聖
道
門
」、
後
者
が
「
邪
道
」
と
示
唆
す
る
も
の
の
、
対
比
的
に
明
言
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
両
者
を
通
じ
て
「
化
身
土
巻
」
全
体
の
主

題
が
、「「
浄
土
真
宗
」
の
伝
持
・
伝
承
に
か
か
わ
っ
て
の
具
体
的
問
題
」
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
二
つ
の
教
誡
を
明
確
に
区
別
す
る
研
究
も
散
見
さ
れ
る
。
信
楽﹇
二

〇
〇
六
﹈
で
は
、「
化
身
土
巻
」
に
説
か
れ
る
方
便
に
は
、
肯
定
的
方
便
と
否
定

的
方
便
の
二
種
が
あ
り
、
前
者
が
「
方
便
聖
道
教
」、
後
者
が
「
邪
偽
外
教
」
で

八



あ
る
と
説
か
れ
る
。
前
者
は
教
誡
の
の
ち
真
宗
念
仏
に
誘
引
さ
れ
、
後
者
は
誘
引

さ
れ
る
こ
と
な
く
廃
捨
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
場﹇
二

〇
一
一
﹈
も
、
両
者
を
「
二
つ
の
教
誡
」
と
し
て
明
確
に
区
別
す
る
解
釈
を
提
示

し
て
い
る
。
藤
場
は
、
第
一
の
教
誡
対
象
を
「
と
て
も
仏
弟
子
と
は
呼
べ
な
い
代

物
」
つ
ま
り
聖
道
仏
教
と
し
、
教
誡
の
目
的
は
「
仏
弟
子
を
名
告
る
こ
と
の
根
拠

と
は
何
か
」を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
言
う
。
ま
た
、
第
二
の
教
誡
に
お
い
て
は
、

具
体
的
な
対
象
で
は
な
く
、「
仏
教
と
は
か
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
独
善
的
に

考
え
る
「
異
執
」
が
誡
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
帰
依
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の

を
問
う
こ
と
が
、
こ
の
第
二
の
教
誡
の
主
題
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
藤

原
﹇
二
〇
一
三
﹈﹇
二
〇
一
四
﹈
も
「
二
つ
の
教
誡
」
説
を
取
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
の
教
誡
は
、
既
に
五
濁
の
世
と
な
り
時
を
失
し
た
聖
道
の
教
え
を
誡
め
る
こ

と
を
指
す
。
そ
し
て
、
第
二
の
教
誡
は
、
こ
の
語
の
直
後
に
引
用
さ
れ
る
『
大
般

涅
槃
経
』に
示
さ
れ
る
よ
う
な
仏
以
外
の
も
の
に
帰
依
し
て
い
く
あ
り
方
を「
偽
」

と
勘
決
し
て
誡
め
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
教
誡
」
の
対
象
が
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

「
真
仮
偽
」
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
考
え
方
や
「
化
身
土
巻
末
」
の
著
述
意
図
、
す

な
わ
ち
本
研
究
全
体
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
二
つ
の
「
教
誡
」
が
同
じ
く
「
外
教
」
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
伝
統
説
と
、

別
の
教
誡
対
象
を
持
つ
と
い
う
「
二
つ
の
教
誡
」
説
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

く
に
留
め
て
お
き
た
い
。（
宇
野
）

○
「
外
教
」
に
つ
い
て

「
外
教
」
と
い
う
語
の
使
用
例
も
、「
化
身
土
巻
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。「
化
身

土
巻
末
」
は
伝
統
的
に
「
外
教
釈
」
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
外
教
」
が
何

を
指
示
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
多
く
の
論
考
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
従
来

研
究
で
は
、「
外
教
」
は
「
偽
」
に
相
当
し
、
親
鸞
が
信
巻
に
言
う
「
六
十
二
見

九
十
五
種
之
邪
道
」
こ
そ
が
「
外
教
」
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
出
発
点
と
な
る
。

井
上
﹇
二
〇
〇
三
﹈
は
、「
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
点
で
外
教
の
思
想
自
体
を
問

題
に
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
仏
教
と
関
連
づ
け
る
方
向
の
中
で
問
題
視
し

た
」
と
述
べ
、
単
な
る
「
仏
教
外
の
教
え
」
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
常
識
で
あ

る
「
神
祇
」
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
宮
島
﹇
二
〇
〇
六
﹈
は
、
化
身
土
巻
末

を
「
仏
教
者
の
「
外
道
化
」
と
い
う
内
在
的
批
判
」
と
捉
え
、
親
鸞
が
「
外
道
」

の
誘
惑
を
引
き
起
こ
す
衆
生
の
煩
悩
を
内
在
的
な
批
判
対
象
と
し
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
岡
本
﹇
一
九
九
七
﹈
は
、「
外
教
邪
偽
の
異
執
」
の
「
異
執
」
と
い
う
語

に
着
目
し
、
こ
の
語
が
「
聖
道
門
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
内
実
を
外
道
に
奪
わ
れ
て

い
る
あ
り
さ
ま
」
を
指
す
と
理
解
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
は
、
こ
こ
に
言
う
「
外
教
」
が
単
純
に
「
仏
教
外
の
教
え
」
を
指
す
と
は
捉

え
な
い
。

ま
た
、「
二
つ
の
教
誡
」
説
に
立
つ
藤
場
﹇
二
〇
一
一
﹈
は
、「
化
身
土
巻
本
」

の
「
外
教
」
を
仏
弟
子
を
名
告
っ
て
い
る
「
似
非
者
」
と
捉
え
て
い
る
。
藤
原
﹇
二

〇
一
三
﹈
は
、「
化
身
土
巻
本
」
の
「
外
教
」
は
時
を
失
し
た
聖
道
の
教
え
で
あ

り
、「
化
身
土
巻
末
」
で
は
「
そ
の
執
持
す
べ
き
で
な
い
教
え
に
な
お
執
着
し
て

い
こ
う
と
す
る
心
」
を
「
異
執
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
に
お
い
て
も
、

「
外
教
」
は
単
な
る
「
仏
教
外
の
教
え
」
と
理
解
さ
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
親
鸞
自
身
が
「
外
教
」
を
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
六
十
二
見
」
や

「
九
十
五
種
」
の
外
道
の
み
を
想
定
し
て
い
た
と
は
言
え
ず
、「
化
身
土
巻
末
」

が
親
鸞
在
世
時
の
「
仏
教
の
あ
り
方
」
を
課
題
と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
間

九



違
い
な
い
。
本
研
究
会
に
お
い
て
も
、「
化
身
土
巻
末
」
に
お
け
る
「
外
教
」「
外

道
」が「
仏
教
外
の
教
え
」を
指
す
と
す
る
こ
と
は
短
絡
的
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

親
鸞
が
前
提
と
し
た
「
仏
教
的
世
界
観
」「
仏
教
的
宇
宙
観
」
と
い
う
視
点
を
持
っ

た
上
で
、
こ
の
「
外
教
」
が
何
を
指
す
か
、「
偽
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
考
察

を
加
え
た
い
。
先
述
し
た
「
教
誡
」
と
共
に
、
今
度
の
課
題
と
し
た
い
。（
宇
野
）

（
四
）
邪
偽

①「
行
巻
・
追
釈
・
一
乗
海
釈
」（
浄
二
・
五
五
〜
五
六
、
真
二
・
三
九
、
定
一
・

七
八
〜
七
九
、
翻
・
一
二
四
〜
一
二
五
）

ハ

ズ

ヤ
ド

カ
バ
ネ

願
海
者
不
レ

宿
サ二

二
乘
雜
善
ノ

中
下
ノ

屍
骸
。ヲ一

何
ニ

況
ヤ

宿
ム二

人
天
ノ

虛
假

イ
ツ
ワ
ル

ヤ

邪
僞
ノ

善
業
、
雜
毒
雜
心
ノ

屍
骸
ヲ一

乎
。

②「
信
巻
・
大
信
釈
・
引
文

散
善
義
」（
浄
二
・
七
一
、
真
二
・
五
一
、
定
一
・

一
〇
二
、
翻
・
一
六
二
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
七
〇
下
〜
二
七
一
上
）

エ

ヱ

イ
カ
ル

不
レレ

得
三

外
ニ

現
コ
ト
ヲ

二

賢
善
精
進
之
相
、ヲ一

内
ニ

ウ
ダ
イ
テ

懷
二

虛
假
、ヲ一ム

サ
ボ
ル貪

瞋
・
邪

イ
ツ
ワ
ル
イ
ツ
ワ
リ
イ
ツ
ワ
ル

ハ
シ

シ

シ
ム

ジ
ャ

ム
シ

ス

グ
ヰ僞
・
カ
ム奸
サ
反詐
百
端
ニ
シ
テ

惡
性
難
レ

ヤ
メ侵

、
事
同
ジ二

蛇
カ
チ
ニ
蝎
。一
雖
レ

起ス
ト二

三
業
ヲ一

名
テ

爲
二

雜
毒
之
善
、ト一

亦
名
ク二

虛
假
之
行
、ト一

不
ルレ

名
二

眞
實
ノ

業
ト一

也
。

③「
愚
禿
鈔
下
・
略
標
疏
文
・
至
誠
心
釈
」（
浄
二
・
二
九
三
〜
二
九
四
、
真
二
・

四
六
四
、
定
二
漢
・
二
〇
）

エ

不
レレ

得
三

外
ニ

現
ズ
ル
コ
ト
ヲ

二

賢
善
精
進
之
相
、ヲ一

内
ニ

懷
レ
バ
ナ
リ

二

虛
假
。ヲ一

貪

シ

ヤ
メ

瞋
・
邪
僞
・
奸
詐
百
端

ニ
シ
テ

、
惡
性
難
レ

侵
。
事
同
ジ二

蛇
蝎
。ニ一

④
「
信
巻
・
三
一
問
答
・
字
訓
釈
」（
浄
二
・
八
〇
、
真
二
・
五
九
、
定
一
・
一

一
六
、
翻
・
一
八
七
〜
一
八
八
）

ク
ン
ヲ

シ
テ

今
按
ズ
ル
ニ

二

三
心
ノ

字
オ
シ
ヘ
コ
ヽ
ロ
ト
イ
フ

訓
、一

眞
實
ノ

心
ニ

而
虛
假
无
シレ

雜
コ
ト、
正
直
ノ

心
ニ

シ
テ而

邪
僞
无
シレ

雜
コ
ト。

眞
ト
ニ

知
、ヌ

疑
蓋
无
キ
ガ

二

間
雜
一

故
、ニ

是
ヲ

名
ク二

信
樂
。ト一

⑤
「
化
身
土
巻
本
・
小
経
隠
顕
」（
浄
二
・
二
〇
〇
、
真
二
・
一
五
七
、
定
一
・

二
九
四
、
翻
・
五
一
三
）

テ
ウ

是
ヲ

以
テ

四
依
弘
經
ノ

大
士
、
三
朝
淨
土
ノ

宗
師
、
開
テ二

眞
宗
念
佛
、ヲ一

導
チ
ビ
ク

二

濁
世
ノ

邪
イ
ツ
ハ
ル

僞
。ヲ一

⑥「
浄
土
文
類
聚
鈔
・
問
答
分
」（
浄
二
・
二
七
五
、
真
二
・
四
五
四
、
定
二
漢
・

一
五
一
）ゲ

シ
ュ
シ

シ
ン
シ
ュ
ヲ

ヂ
ョ
ク
ノ
ジ
ャ
ギ
ヰ
ヲ

論
家
・
宗
師
、
開ラ
キ二

淨
土
眞
宗
、一

ミ
チ
ビ
カ
ム
ト
ナ
リ

導
二

濁
世
邪
僞
。一

⑦
「
正
像
末
和
讃
・
悲
歎
述
懐
讃
」（
浄
二
・
五
一
八
、
真
二
・
五
二
七
、
定
二

和
・
二
〇
八
）

ぐ
ゑ
ぎ

け
ん
ぜ
ん
し
や
う
じ
ん
げ
ん

外
儀
の
す
が
た
は
ひ
と
ご
と
に

賢
善
精
進
現
ぜ
し
む

と
む
じ
ん

じ
や
ぐ
ゐ

か
む
さ

み

貪
瞋
・
邪
僞
お
ほ
き
ゆ
へ

奸
詐
も
ゝ
は
し
身
に
み
て
り

⑧
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

薬
師
経
」（
浄
二
・
二
四
〇
、
真
二
・
一

九
一
、
定
一
・
三
五
七
〜
三
五
八
、
翻
・
六
二
九
、
大
正
（№

450

）
十
四
・
四

〇
八
上
）

一
〇



マ
ド
イ

タ
ウ

シ
テ

ツ
イ
ニ

シ

愚
癡
迷
惑
シ
テ

信
ジレ

邪
、ヲ

倒
見

ス
イ遂
ニ

令
メ二

橫
死
、セ一

入
テ二

於
地
獄
ニ一

マ
ツ

無
ケ
ム

レ

有
コ
ト

二

出
期
。一

⑨
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
五
一
、
真
二
・
一

九
九
、
定
一
三
七
六
、
翻
・
六
五
八
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五
四
九
下
）

シ
ウ
コ
ウ

コ
ウ

シ
テ

ナ
ス

老
子
・
周
公
・
孔
子
等
、
雖
モ二

是
如
來
ノ

弟
子
ト

而
爲
ト一レ

化
ヲ

旣
ニ

邪
ナ
リ。

タ
ヾ

ヘ
ダ
テ
ヽ

止
是
世
間
之
善
ナ
リ、

不
レ

能
二

隔
レ

凡
成
コ
ト

一レ

聖
。ト

公
卿
・
百

コ
ウ

ソ
ウ

カ
ヘ
シ

イ
ツ
ワ
リ

ツ
キ

官
・
侯
王
・
宗
室
、

ベ
シ宜

シ
ク

二

反
レ

僞ヲ

就
レ

眞
、ニ

捨
テレ

邪
ヲ

入
ル一レ

正
ニ。

⑩
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
五
一
、
真
二
・
二

〇
〇
、
定
一
・
三
七
七
、
翻
・
六
五
八
〜
六
五
九
、
大
正
（№
2110

）
五
二
・
五

四
九
下
）

ハ

リ

ア
カ
ケ
ガ
レ
カ
サ
ナ
ル

言
レ

淸
ト

者
、
淸
ハ

是
表

ウ
ラ裏
倶
ニ

淨
、ク

垢
穢
惑
累
皆
盡
、ス

信
ハ

是
信
ジ
テ

レ

ヒ
ト
シ
ク

正
ヲ

不
ルレ

邪
ナ
ラ

故
ニ

言
フ二

淸
信
佛
弟
子
。ト一

其ノ

餘
等
皆
邪
見
ナ
リ、
不
ルレ

得
レ

稱
コ
ト
ヲ

二

淸
信
ト一

也
。

⑪
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

法
事
讃
」（
浄
二
・
二
五
一
〜
二
五
二
、

真
二
・
二
〇
〇
、
定
一
・
三
七
七
、
翻
・
六
六
〇
〜
六
六
一
、
大
正
（№

1979

）

四
七
・
四
三
四
下
）

ツ
カ
ヘ

ア
カ

爲
メ
ナ
リ

下

娑
婆
ノ

十
惡
・
五
逆
多
ク

疑
謗
、シ

信
ジレ

邪
ヲ

事
レ

鬼
ニ、
餧
シ
メ
テ

二

神

ミ
ダ
リ
ニ

ワ
ザ
ワ
イ
ワ
ザ
ワ
イ

ウ
タ
ヽ
イ
ヨ
イ
ヨ

魔
、ヲ一

妄
想
テ

求
テレ

恩
ヲ

謂
モ
ヘ
バ

レ

有
ラ
ム
ト

レ

福

ク
ワ

、
災
障
禍
橫
マ
ニ

轉
彌

ユ
カ
マ
ク
ラ
ニ

ミ
ヽ
シ
ヒ
メ
シ
ヒ
ア
シ
オ
レ
テ
ヒ
キ
オ
ル

ジ
ョ
ウ

多
、シ

連
年
ニ

臥
ス二

病
ノ

於
牀
枕
、一
聾
盲
脚
折
手
攣

、
ウ
ケ
ツ
カ
ヘ

承
二

事
シ
テ

神
明
ニ一

得
ル
モ
ノ
ヽ

中

此
ノ

報
。ヲ上

〔
コ
メ
ン
ト
〕

①
は
大
海
が
死
骸
を
宿
さ
な
い
と
い
う
比
喩
を
用
い
て
本
願
の
は
た
ら
き
を
述

べ
る
文
脈
で
、
如
来
の
本
願
は
声
聞
・
縁
覚
の
為
す
雑
善
を
さ
え
宿
す
こ
と
が
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
人
天
の
為
す
虚
仮
邪
偽
の
善
業
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
邪
僞
」
は

「
虛
假
」
と
並
ん
で
、
真
実
に
対
す
る
真
実
な
ら
ざ
る
も
の
を
指
す
言
葉
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
人
天
の
虛
假
邪
僞
」
と
い
う
表
現
は
、
行
巻
・
大

行
釈
に
引
か
れ
る
『
論
註
』
に
、「
眞
實
功
德
相
と
は
、
二
種
の
功
德
あ
り
。
一

つ
に
は
有
漏
の
心
よ
り
生
じ
て
法
性
に
順
ぜ
ず
。い
は
ゆ
る
凡
夫
、人
天
の
諸
善
、

人
天
の
果
報
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、
皆
是
れ
顚
倒
す
、
皆
是
れ
虛
僞
な
り
。
是

の
故
に
不
實
の
功
德
と
名
づ
く
。
二
つ
に
は
菩
薩
の
智
慧
淸
淨
の
業
よ
り
起
り
て

佛
事
を
莊
嚴
す
。
法
性
に
依
り
て
淸
淨
の
相
に
入
れ
り
。
こ
の
法
顚
倒
せ
ず
。
虛

僞
な
ら
ず
、
眞
實
の
功
德
と
名
づ
く
」（
浄
二
、
二
八
）
と
あ
る
文
に
依
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
の
成
就
し
た
功
徳
は
真
実
の
功
徳
で
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
て
人
間
の
為
す
行
為
は
真
実
な
ら
ざ
る
が
故
に
「
虛
僞
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
を
受
け
て
、「
虛
假
・
邪
僞
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
言
う
邪
偽
は
必
ず
し
も
外
教
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ

れ
が
「
雜
毒
・
雜
心
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
②
に
示
さ
れ
る
「
雜
毒

之
善
、
虛
假
之
行
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

②
・
③
は『
観
経
疏
』散
善
義
の
至
誠
心
釈
の
引
文
で
、
原
文
は「
外
に
向
か
っ

て
賢
善
精
進
の
相
を
現
し
な
が
ら
、
内
に
貪
瞋
等
の
煩
悩
を
懐
く
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
親
鸞
は
訓
点
を
付
け
替
え
る

一
一



こ
と
に
よ
り
、「
内
心
に
煩
悩
を
捨
て
ら
れ
な
い
身
で
あ
る
の
に
、
外
側
を
賢
そ

う
に
見
せ
か
け
て
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
意
味
に
読
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
用
い

ら
れ
て
い
る
「
邪
偽
」
は
、
貪
、
瞋
、
奸
詐
、
悪
性
等
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
て
お

り
、
仏
教
と
外
教
と
の
教
相
の
相
違
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
煩
悩
に
満
ち
た

人
間
の
内
面
を
邪
偽
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
は
、
②
・
③
の
用
例
と
は
逆
に
、
本
願
に
示
さ
れ
る
三
心
と
は
如
来
の
真
実

心
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
虚
仮
も
邪
偽
も
雑
じ
る
こ
と
が
な
い
と
述
べ
た
も

の
。
こ
れ
に
続
く
信
巻
・
至
心
釈
に
は
「
一
切
の
群
生
海
、
无
始
よ
り
已
來
乃
至

今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
惡
汚
染
に
し
て
淸
淨
の
心
な
し
、
虛
假
諂
僞
に
し
て

眞
實
の
心
な
し
。
是
を
以
て
如
來
、
一
切
苦
惱
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思

議
兆
載
永
劫
に
於
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ひ
し
時
、
三
業
の
所
修
、
一
念
一

刹
那
も
淸
淨
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
」（
浄
二
、
八
〇
）
と
あ
り
、
ま
た
信
巻
・
信

楽
釈
に
は
「
一
切
凡
小
、
一
切
の
中
に
、
貪
愛
の
心
常
に
能
く
善
心
を
汚
し
、
瞋

憎
の
心
常
に
能
く
法
財
を
燒
く
。
急
作
急
修
し
て
頭
燃
を
灸
ふ
が
如
く
す
れ
ど

も
、
衆
て
雜
毒
雜
修
の
善
と
名
づ
く
。
亦
た
虛
假
諂
僞
の
行
と
名
づ
く
」（
浄
二
、

八
三
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
衆
生
の
心
に
清
浄
心

は
無
く
、
そ
の
為
す
善
は
雑
毒
雑
修
の
善
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
「
虛
假
諂
僞
」
と

言
っ
て
い
る
。

⑤
・
⑥
は『
阿
弥
陀
経
』の
説
示
に
隠
顕
の
義
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
で
、

本
願
他
力
の
念
仏
を
「
真
宗
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
道
を
「
邪
偽
」
と
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。
⑦
は
②
・
③
に
引
か
れ
る
「
散
善
義
」
の
文
を
も
と
に
作
ら
れ
た
和

讃
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
親
鸞
自
身
が
自
ら
煩
悩
を
か
か
え
な
が
ら
外
見
を
繕
っ
て

い
る
こ
と
を
厳
し
く
内
省
し
懺
悔
す
る
告
白
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て

く
れ
ば
、
①
〜
⑦
の
用
例
に
見
え
る
「
邪
偽
」
は
、
真
・
仮
・
偽
の
教
相
に
つ
い

て
言
う
「
偽
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、「
真
実
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
い
う
広

い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
⑧
以
下
は
す
べ
て
、
こ
れ
よ
り
後
の
化
身
土
巻
末
に
引
用
さ

れ
る
『
本
願
薬
師
経
』
お
よ
び
『
弁
正
論
』
に
お
け
る
「
邪
」
の
用
例
で
あ
る
。

こ
の
内
、
⑧
は
魔
等
の
妄
説
を
信
じ
、
卜
占
や
呪
詛
を
行
い
、
魍
魎
を
呼
び
出
し

て
福
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
を
地
獄
に
堕
ち
る
べ
き
「
邪
」
と
し
て
厳
し
く
誡
め

た
も
の
。
⑨
は
老
子
の
教
え
は
単
に
世
間
に
お
け
る
善
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と

し
、
こ
れ
を
「
偽
」、「
邪
」
と
呼
ん
で
「
真
」、「
正
」
な
る
仏
教
に
帰
せ
よ
と
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
⑩
は
『
成
実
論
』
に
説
く
「
淸
信
佛
弟
子
」
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
で
、「
正
を
信
じ
て
邪
な
ら
ざ
る
故
に
淸
信
佛
弟
子
」
と
言
う
の
で

あ
り
、
そ
う
で
な
い
者
は
「
邪
見
」
で
あ
る
か
ら
清
信
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
す
る
。
こ
こ
で
も
仏
教
の「
正
見
」に
対
し
て
そ
れ
以
外
の
教
え
を「
邪
見
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
⑪
は
、
ほ
ぼ
⑧
に
同
じ
く
、
鬼
に
つ
か

え
て
福
を
求
め
て
も
果
報
は
得
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
災
い
を
招
く
も
の
で
あ
る
か

ら
「
邪
」
で
あ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
「
邪
」
は
、

仏
教
以
外
の
教
え
が
す
な
わ
ち
「
偽
」
な
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を

前
提
に
し
て
、
そ
の
「
偽
」
な
る
も
の
を
「
邪
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。（
小
山
）

（
五
）
異
執

①
「
化
身
土
巻
本
・
観
経
隠
顕
・
引
文

散
善
義
」（
浄
二
・
一
九
一
、
真
二
・

一
五
〇
、
定
一
・
二
八
一
、
翻
・
四
八
九
、
大
正（№

1753

）三
七
・
二
七
一
中
）

一
二



ハ

又
深
心
ノ

深
信
ト

者
決
定
シ
テ

建
二

立
シ
テ

自
心
、ヲ一

順
ジ
テ

レ

敎
ニ

修
行
、シ

永
ク

除
テ二

疑

ア
ヤ
マ
ル

錯
ヲ、一不
ル下

爲
ニ二

一
切
ノ

別
解
・
別
行
・
異
學
・
異
見
・
異
執
之
一

カ
タ
ブ
ク

所
レ中

退
失ク

ヰ
ヤ
ウ

傾
動
セ上

也
。ト

②
「
愚
禿
鈔
下
・
二
河
譬
釈
」（
浄
二
・
三
〇
四
、
真
二
・
四
七
五
、
定
二
漢
・

九
八
）群

賊
者
、
別
解
・
別
行
・
異
見
・
異
執
・
惡
見
・
邪
心
・
定
散

自
力
之
心
也

③
「
愚
禿
鈔
下
・
深
心
釈
」（
浄
二
・
二
九
八
、
真
二
・
四
六
九
、
定
二
漢
・
八

五
）

ハ

自
利
信
心

就
二

第
七
ノ

又
深
心
深
信
一

者
、
決
定
シ
テ

建
二

立
ス
ル
ニ

自
心
、ヲ一

有
リ二

二

別
・
三
異
・
一
問
答
一

ハ

二
別
ト

者

一
ニ

別
解

二
ニ

別
行

ハ

三
異
ト

者

一
異
學

二
異
見

三
異
執
ナ
リ

一
問
答
ノ

中
ニ

有
リ二

四
別
・
四
信
一

④「
化
身
土
巻
本
・
聖
道
釈
・
二
門
通
塞
」（
浄
二
・
二
一
一
、
真
二
・
一
六
七
、

定
一
・
三
一
一
、
翻
・
五
四
五
）

ヨ
テ

ヒ

ツ
タ
ウ

然
ニ

據
二

正
眞
ノ

敎
意
ニ一

披
ク二

古
德
ノ

傳
說
。ヲ一

顯
二

開
シ
テ

聖
道
・
淨
土
ノ

眞

カ
イ

イ
ツ
ワ
ル

カ
ム
ガ
フ
サ
ダ
ム

假
、ヲ一

敎
二

誡
ス

邪
僞
異
執
ノ

外
敎
。ヲ一

カ
ム勘

二

決
シ
テ

如
來
涅
槃
之
時
代
ヲ一

開
二

ム
ネ

キ
ワ

示
ス

正
像
末
法
ノ
シ旨
際
。ヲ一

〔
コ
メ
ン
ト
〕

①
や
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
異
執
」
と
い
う
語
は
、「
別
解
」「
別
行
」「
異

學
」「
異
見
」
と
い
う
語
と
共
に
使
用
さ
れ
る
用
例
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
嚆

矢
と
し
て
、
善
導
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
・
深
心
釈
（
浄
一
・
七
六
四
、
真
一
・

五
三
五
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
七
一
中
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

又
深
心
深
信
者
。
決
定
建
立
自
心
。
順
敎
修
行
。
永
除

疑
錯
。
不
爲
一
切
別
解
別
行
異
學
異
見
異
執
之
所
退
失
傾

動
也

親
鸞
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
・
深
心
釈
を
引
用
す
る
の
に
対
し
て
、
法
然
は
次

の
『
観
経
疏
』
散
善
義
・
廻
向
発
願
心
釈
（
浄
一
・
七
六
七
〜
七
六
八
、
真
一
・

五
三
八
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
七
二
中
）
を
引
用
し
て
い
る
。

此
心
深
信
由
若
金
剛
不
爲
一
切
異
見
・
異
學
・
別
解
・

別
行
人
等
之
所
動
亂
破
壞

こ
こ
で
は
、「
異
見
」「
異
学
」「
別
解
」「
別
行
」
が
列
挙
さ
れ
、「
異
執
」
に

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
信
心
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に「
異
見
」

「
異
学
」
あ
る
い
は
「
異
見
」「
異
解
」
の
二
異
を
数
え
る
場
合
と
、
③
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
三
異
を
数
え
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
親
鸞
自
身
が
『
愚
禿
鈔
』
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

就
上
々
信
心
有
五
實

二
異

一
三



五
實
者

一
眞
實
決
了
義

二
實
知

三
實
解

四
實
見

五
實
證

二
異
者

一
異
見

二
異
解
（
浄
二
・
二
九
九
、
真
二
・
四
七
〇
）

就
此
深
信
、
有
一
譬
喩
・
二
異
・
二
別
・
一
問
答
・
二
迴
向

一
譬
喩
者

此
心
深
信
、
由
若
金
剛

二
異
者

一
異
見

二
異
學
（
浄

二
・
三
〇
二
、
真
二
・
四
七
三
）

二
異
に
分
類
す
る
場
合
、「
異
執
」
が
含
ま
れ
な
い
点
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。「
異
見
」「
異
学
」
が
「
異
執
」
を
含
意
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、「
別
」
と
「
異
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
注
目
し
よ
う
。
親
鸞
は
「
異

学
」
と
「
別
解
」
に
つ
い
て
『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
念
多
念
の
あ
ら
そ
ひ
を
な
す
ひ
と
お
ば
、
異
學
・
別
解
の
ひ
と
と
ま
ふ
す

な
り
。
異
學
と
い
ふ
は
、
聖
道
・
外
道
に
お
も
む
き
て
、
餘
行
を
修
し
、
餘

佛
を
念
ず
、
吉
日
良
辰
を
え
ら
び
、
占
相
祭
祀
を
こ
の
む
も
の
な
り
、
こ
れ

は
外
道
な
り
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
へ
に
自
力
を
た
の
む
も
の
な
り
。

別
解
は
、
念
佛
を
し
な
が
ら
他
力
を
た
の
ま
ぬ
な
り
。
別
と
い
ふ
は
、
ひ
と

つ
な
る
こ
と
を
ふ
た
つ
に
わ
か
ち
な
す
こ
と
ば
な
り
。
解
は
さ
と
る
と
い

ふ
、
と
く
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
念
佛
を
し
な
が
ら
自
力
に
さ
と
り
な
す
な

り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
別
解
と
い
ふ
な
り
。（
浄
二
・
六
七
一
〜
六
七
二
、
真

二
・
六
一
三
〜
六
一
四
、
定
三
和
・
一
四
一
〜
一
四
二
）

親
鸞
に
よ
れ
ば
、
異
学
の
も
の
と
は
、
念
仏
以
外
の
行
も
行
う
聖
道
だ
け
で
は

な
く
吉
良
日
を
選
ん
で
占
相
祭
祀
を
行
う
外
道
を
も
指
し
、
異
学
に
は
仏
教
徒
以

外
も
含
ま
れ
る
。
一
方
、
親
鸞
が
「
別
」
に
つ
い
て
、
本
来
的
に
一
つ
で
あ
る
も

の
を
二
つ
に
分
け
る
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
来
一
つ
で

あ
る
仏
教
の
教
え
が
聖
道
門
と
浄
土
門
と
い
う
二
つ
に
分
け
ら
れ
、「
別
解
」
と

い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
念
仏
の
み
を
通
じ
て
さ
と
る
も
の
で
は
な
く
、
念
仏
に
加

え
て
他
の
方
法
を
通
じ
て
悟
る
も
の
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
学

に
は
仏
教
徒
以
外
も
含
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
別
解
に
は
念
仏
を
行
わ
な
い
外
道

は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法
然
が
「
別
解
」「
別
行
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
真
四
・
五
八
三
）

又
つ
ぎ
の
文
に
、「
別
解
・
別
行
の
た
め
に
や
ぶ
ら
れ
ざ
れ
」
と
い
ふ

は
、
さ
と
り
こ
と
に
行
こ
と
な
ら
ん
人
の
難
じ
や
ぶ
ら
ん
に
つ
い
て
、

念
佛
を
も
す
て
往
生
を
も
う
た
が
ふ
事
な
か
れ
と
申
す
也
。
さ
と
り
こ

と
な
る
人
と
申
す
は
、
天
台
・
法
相
等
の
諸
宗
の
學
生
こ
れ
な
り
。
行

こ
と
な
る
人
と
申
す
は
、
眞
言
止
觀
等
の
一
切
の
行
者
、
こ
れ
な
り
。

こ
れ
ら
は
み
な
聖
道
門
の
解
行
也
。
淨
土
門
の
解
行
に
こ
と
な
る
が
ゆ

へ
に
別
解
・
別
行
と
は
な
づ
け
た
り
。

『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
真
四
・
七
五
四
）

又
別
解
別
行
に
や
ぶ
ら
れ
ざ
れ
と
申
候
は
、
さ
と
り
こ
と
に
、
行
こ
と

な
ら
ん
人
の
、
い
は
ん
事
に
つ
い
て
、
念
佛
を
も
す
て
、
往
生
を
も
う

た
が
ふ
事
な
か
れ
と
申
候
也
。
さ
と
り
こ
と
な
る
人
と
申
は
、
天
台
・

法
相
等
の
八
宗
の
學
生
、こ
れ
也
。行
こ
と
な
る
人
と
申
す
は
、眞
言
・

止
観
等
の
一
切
の
行
者
、こ
れ
也
。こ
れ
ら
は
み
な
聖
道
門
の
解
行
也
。

一
四



淨
土
門
の
解
行
に
こ
と
な
る
が
ゆ
へ
に
別
解
・
別
行
と
な
づ
く
る
な

り
。

こ
こ
で
、
法
然
は
「
別
解
」
に
よ
っ
て
、
さ
と
り
が
異
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち

天
台
宗
、
法
相
宗
の
も
の
を
指
し
、「
別
行
」
に
よ
っ
て
、
行
が
異
な
る
も
の
、

つ
ま
り
真
言
宗
な
ど
の
行
者
を
指
す
も
の
と
述
べ
て
い
る
。「
別
解
」「
別
行
」
と

は
聖
道
門
の
も
の
た
ち
を
指
し
、
仏
法
に
従
わ
な
い
外
道
は
意
図
さ
れ
て
い
な

い
。御

自
釈
に
「
外
教
邪
偽
の
異
執
を
教
誡
」
と
述
べ
ら
れ
、
④
に
は
「
邪
偽
異
執

の
外
教
を
教
誡
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
外
教
を
信
じ
る
も
の
が
も
っ
て
い
る
異

な
る
も
の
に
対
す
る
執
着
、
あ
る
い
は
異
執
を
有
し
て
い
る
外
教
を
信
じ
る
も

の
、
と
い
う
よ
う
に
外
教
を
信
じ
る
も
の
に
は
異
執
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。
先
に
、
異
学
に
は
、
聖
道
と
外
道
が
含
ま
れ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
特

に
外
道
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
川
尻
）

【
講
録
】

本
派
の
僧
鎔
『
一
渧
録
』
は
「
真
偽
」
の
解
釈
に
つ
い
て
「
二
重
」
の
意
味
、

す
な
わ
ち
、
仏
教
全
般
（
聖
道
・
浄
土
の
別
な
く
）
を
真
、
外
教
を
偽
と
す
る
も

の
と
、
仏
教
・
外
教
の
別
な
く
「
正
見
」
で
あ
る
か
否
か
を
基
準
と
す
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
。
後
者
の
意
味
で
と
っ
た
場
合
、「
内
外
に
拘
ら
ず
た
ゞ
正
見
を
真

と
す
、
外
教
の
所
明
で
さ
へ
正
見
な
れ
ば
採
用
す
べ
し
」
と
い
い
、
そ
の
上
で
、

「
簡
決
真
偽
」
の
文
に
は
二
重
の
意
味
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
。
同
じ
本
派
の
善
譲『
敬
信
記
』も
こ
の
僧
鎔
の
見
解
を
踏
襲
し
、

僧
叡
『
隨
聞
記
』
は
こ
の
問
題
を
更
に
詳
細
に
検
討
し
、
密
教
経
典
中
の
「
諸
天

鬼
神
ノ
真
言
」「
撰
レ

日
撰
レ

地
」
等
の
説
が
あ
る
の
は
「
邪
偽
ヲ
邪
偽
テ
育
テ
、

誘
引
シ
テ
。
真
正
ノ
法
ニ
帰
ス
ル
」た
め
の「
摂
受
門
」で
あ
る
旨
を
説
明
す
る
。

大
派
鳳
嶺
（
頓
慧
）
の
『
講
義
』
は
「
外
教
邪
偽
異
執
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
は

聖
道
門
の
こ
と
で
は
な
く
あ
く
ま
で
専
修
念
仏
の
門
下
に
お
い
て
「
天
神
地
祇
を

祭
る
」
等
の
行
為
を
問
う
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
、
智
暹
『
樹
心
録
』
に
挙
げ
る

七
類
「
祭
天
神
地
祇
」「
事
妖
鬼
怪
神
」「
信
外
邪
異
術
」「
勤
卜
吉
凶
」「
撰
歳
日

時
方
」「
物
忌
」「
祭
祀
」
や
『
和
語
灯
録
』
の
文
を
引
い
た
上
で
、「
今
家
の
浄

土
を
願
ふ
も
の
の
現
世
を
祈
ら
ぬ
仏
法
の
真
面
目
を
勧
め
給
ふ
」「
元
祖
」（＝

法

然
）
の
意
図
を
前
提
と
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。（
金
見
）

『
涅
槃
経
』

【
本
文
】

ハ

マ
タ

涅
槃
經
ニ

言
ハ
ク

歸
三

依
セ

於
ニ二

佛
一

者
終
ニ

不
レ
ト

三

更
歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
天

神
ニ一
略出

【
訓
読
】

ね
は
ん
き
ょ
う

の
た
ま

ぶ
つ

き

え

つ
い

ま
た
そ

よ

も
ろ
も
ろ

て
ん
じ
ん

き

え

『
涅
槃
経
』に
言
は
く
、「
仏
に
帰
依
せ
ば
、
終
に
更
其
の
余
の
諸
の
天
神
に
帰
依

せ
ざ
れ
」
と
。

【
出
典
】

○
『
大
般
涅
槃
経
』
解
題

一
五



本
経
『
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
『
涅
槃
経
』）
は
、
小
乗
の
『
大
般
涅
槃
経
』
と

区
別
す
る
た
め
『
大
乗
涅
槃
経
』
と
も
称
さ
れ
る
。『
涅
槃
経
』
漢
訳
に
は
、
主

に
以
下
の
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）
北
涼
・
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
（
大
正
（№

374

）
一
二
）

（
2
）
宋
・
慧
厳
等
編
『
大
般
涅
槃
経
』
三
十
六
巻
（
大
正
（№

375

）
一
二
）

（
3
）
東
晋
・
法
顕
訳
『
仏
説
大
般
泥

経
』
六
巻
（
大
正
（№

376

）
一
二
）

こ
れ
ら
漢
訳
の
（
1
）
お
よ
び
（
2
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
北
本
」「
南
本
」
と
言

い
習
わ
さ
れ
て
い
る
。（
2
）
南
本
は
、（
1
）
北
本
を
基
に
し
て
（
3
）
の
科
段

に
従
っ
て
編
纂
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
経
に
は
、
梵
文
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
梵
文

は
回
収
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
蔵
訳
に
は
、
少
な
く
と
も
七
つ
以
上
の
版
が
確

認
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
1
）’Phagspa

yongssu
m
ya
ngan

las’daspa
chen

po
theg

pa
chen

po’i
m
do.

(*Ā
ryam

ahāparinirvān

� am
ahāyānasūtra)

D
erge

N
o.120;Peking

N
o.788.

（
2
）’Phags

pa
yongs

su
m
ya
ngan

las
’das

pa
chen

po’i
m
do.

(*Ā
ryam

ahāparinirvān

� asūtra)D
erge

N
o.119;Peking

N
o.787.

蔵
訳
の
う
ち
（
1
）
は
、
ジ
ナ
ミ
ト
ラ
（Jinam

itra

）、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル

バ
（Jñānagarbha

）、
デ
ー
ヴ
ァ
チ
ャ
ン
ド
ラ
（D

evacandra

）
の
共
訳
と
さ

れ
て
い
る
。
一
方
（
2
）
は
、
漢
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。

『
涅
槃
経
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
成
立
事
情
を
含
め
複
雑
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
湯
山
（Y

uyam
a[1981]

）、
下
田
﹇
一
九
九
三：

xxiv-xxx

﹈、
塚
本
﹇
二
〇
〇
八：

一
三
〜
五
〇
﹈
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。（
宇

野
）

（
一
）
漢
訳

①
『
大
般
涅
槃
経
』（
北
本
）
曇
無
讖
譯
・
巻
第
八
・
如
来
性
品
第
四
之
五
（
大

正
（№
374

）
一
二
・
四
〇
九
中
〜
四
〇
九
下
）

爾
時
迦
葉
復
説
偈
言

我
今
都
不
知

歸
依
三
寶
處

云
何
當
歸
趣

無
上
無
所
畏

（
中
略
）

如
佛
之
所
説

愚
者
不
能
知

以
其
不
知
故

輪
迴
生
死
獄

假
名
優
婆
塞

不
知
眞
實
義

唯
願
廣
分
別

除
斷
我
疑
網

如
來
大
智
慧

唯
垂
哀
分
別

願
説
於
如
來

祕
密
之
寶
藏

迦
葉
汝
當
知

我
今
當
爲
汝

善
開
微
密
義

令
汝
疑
得
斷

今
當
至
心
聽

汝
於
諸
菩
薩

則
與
第
七
佛

同
其
一
名
號

歸
依
於
佛
者

眞
名
優
婆
塞

終
不
更
歸
依

其
餘
諸
天
神

歸
依
於
法
者

則
離
於
殺
害

歸
依
聖
僧
者

不
求
於
外
道

如
是
歸
三
寶

則
得
無
所
畏

②
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
慧
厳
・
慧
観
・
謝
霊
雲
譯
・
巻
第
八
・
如
来
性
品

第
十
二
（
大
正
（№

375

）
一
二
・
六
五
〇
上
〜
六
五
〇
中
）

爾
時
迦
葉
。
復
説
偈
言

我
今
都
不
知

歸
依
三
寶
處

云
何
當
歸
趣

無
上
無
所
畏

（
中
略
）

一
六



如
佛
之
所
説

愚
者
不
能
知

以
其
不
知
故

輪
迴
生
死
獄

假
名
優
婆
塞

不
知
眞
實
義

唯
願
廣
分
別

除
斷
我
疑
網

如
來
大
智
慧

唯
垂
哀
分
別

願
説
於
如
來

祕
密
之
寶
藏

迦
葉
汝
當
知

我
今
當
爲
汝

善
開
微
密
藏

令
汝
疑
得
斷

今
當
至
心
聽

汝
於
諸
菩
薩

則
與
第
七
佛

同
其
一
名
號

歸
依
於
佛
者

眞
名
優
婆
塞

終
不
更
歸
依

其
餘
諸
天
神

歸
依
於
法
者

則
離
於
殺
害

歸
依
聖
僧
者

不
求
於
外
道

如
是
歸
三
寶

則
得
無
所
畏

③
『
仏
説
大
般
泥

経
』
法
顕
・
仏
陀
跋
陀
羅
訳
・
如
来
性
品
第
十
三
（
大
正
（№

376

）
一
二
・
八
八
四
下
）

爲
優
婆
塞
法

歸
依
於
佛
者

一
切
諸
天
神

不
生
歸
依
想

爲
優
婆
塞
法

歸
依
於
法
者

不
以
害
生
法

而
爲
非
法
祠

爲
優
婆
塞
法

歸
依
於
僧
者

不
於
衆
邪
道

請
求
良
福
田

（
二
）
国
訳

①
『
大
般
涅
槃
経
』（
北
本
）（
上
記
漢
訳
①
の
国
訳
・
国
一
切
・
涅
槃
部
一
・
一

六
八
〜
一
六
九
）か

せ
ふ

ま
た
げ

爾
の
時
に
迦
葉
、
復
偈
を
説
き
て
言
さ
く
、

わ
れ
い
ま
す
べ

き

江
さ
ん
ば
う

こ
と
わ
り

い
か
ん

む
じ
や
う
む

『
我
今
都
て

歸
依
三
寶
の
處
を
知
ら
ず

云
何
が
當
に

無
上
無

し
ょ
ゐ

き
し
ゅ

所
畏
に
歸
趣
す
べ
き

（
中
略
）

ほ
と
け

し
ょ
せ
つ

ぐ
し
ゃ

ふ

ち

佛
の
所
説
の
如
き
は

愚
者
は
知
る
こ
と
能
わ
ず

其
の
不
知
を
以
て

し
や
う
じ

ご
く

り
ん
ゑ

け
み
や
う

う

ば
そ
く

し
ん
じ
つ
ぎ

の
故
に

生
死
の
獄
に
輪
廻
す

假
名
の
優
婆
塞
は

眞
實
義
を
知

ね
が

ふ
ん
べ
つ

ぎ
ま
う

ぢ
ょ
だ
ん

ら
ず

唯
願
は
く
は
廣
く
分
別
し
て

我
が
疑
網
を
除
斷
し
た
ま
へ

に
ょ
ら
い
だ
い
ち

ゑ

た
ヾ

あ
は
れ
み

ふ
ん
べ
つ

ね
が

に
ょ
ら
い

ひ
み
つ

如
來
大
智
慧

唯

哀
を
垂
れ
て
分
別
し

願
は
く
は
如
來
の

祕
密

は
う
ざ
う

の
寶
藏
を
説
き
た
ま
へ
』

か
せ
う
な
ん
ぢ
ま
さ

わ
れ
い
ま
ま
さ

な
ん
ぢ

よ

み
み
つ
ざ
う

『
迦
葉
汝
當
に
知
る
べ
し

我
今
當
に
汝
が
爲
に

善
く
微
密
藏
を

ひ
ら

た

開
き
て

汝
が
疑
を
し
て
斷
つ
こ
と
を
得
し
む
べ
し

し
し
ん

き

な
ん
ぢ
も
ろ
〳
〵

ぼ
さ
つ

だ
い
し
ち
ぶ
つ

今
當
に
至
心
に
聽
く
べ
し

汝

諸
の
菩
薩
に
於
て

則
ち
第
七
佛

そ

い
ち
み
や
う
が
う

し
ん

う

と

其
の
一
名
號
を
同
じ
う
す

ほ
と
け

き

江

も
の

佛
に
歸
依
す
る
者
を

眞
に
優

ば
そ
く

な
づ

婆
塞
と
名
く

つ
い

よ

も
ろ
〳
〵

て
ん
じ
ん

き

江

終
に
更
に

其
の
餘
の
諸
の
天
神
に
歸
依
せ
ざ
る
な
り

ほ
ふ

き

江

せ
つ
が
い

は
な

し
や
う
そ
う

き

江

法
に
歸
依
す
る
者
は

則
ち
殺
害
を
離
れ

聖
僧
に
歸
依
す
る
者

げ
だ
う

も
と

さ
ん
ば
う

む
し
ょ
ゐ

は

外
道
を
求
め
ず

是
の
如
く
三
寶
に
歸
す
れ
ば

則
ち
無
所
畏
を

得
』

②
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）（
上
記
漢
訳
②
の
国
訳
・
国
大
蔵
・
経
部
八
・
二
二

三
〜
二
二
五
）

そ

と
き

か
せ
ふ

ま
た
げ

と

ま
を

爾
の
時
に
迦
葉
、
復
偈
を
説
き
て
言
さ
く
、

わ
れ
い
ま
す
べ

き

え
さ
ん
ば
う

こ
と
わ
り

し

い
か
ん

ま
さ

む
じ
や
う
む

「
我
今
都
て
、
歸
依
三
寶
の
處
を
知
ら
ず
、
云
何
が
當
に
、
無
上
無

し
ょ
ゐ

き
し
ゅ

所
畏
に
歸
趣
す
べ
き
、

（
中
略
）

ほ
と
け

ご
と

ぐ
し
ゃ

し

あ
た

そ

ふ

ち

も
つ

佛
の
所
説
の
如
き
は
、
愚
者
は
知
る
こ
と
能
わ
じ
、
其
の
不
知
を
以
て

ゆ
ゑ

し
や
う
じ

ご
く

り
ん
ゑ

け
み
や
う
う

ば
そ
く

し
ん
じ
つ
ぎ

し

の
故
に
、
生
死
の
獄
に
輪
囘
す
、
假
名
優
婆
塞
、
眞
實
義
を
知
ら
ず
、

一
七



た
だ
ね
が

ひ
ろ

ふ
ん
べ
つ

わ

ぎ
ま
う

ぢ
ょ
だ
ん

に
ょ
ら
い
だ
い

唯
願
は
く
は
廣
く
分
別
し
て
、
我
が
疑
網
を
除
斷
し
た
ま
へ
、
如
來
大

ち

ゑ

た
だ
あ
は
れ
み

た

ふ
ん
べ
つ

ね
が

に
ょ
ら
い

ひ
み
つ

は
う
ざ
う

智
慧
、
唯
哀
を
垂
れ
て
分
別
し
、
願
は
く
は
如
來
の
、
祕
密
の
寶
藏

と
を
説
き
た
ま
へ
、」

か
せ
う
な
ん
ぢ
ま
さ

し

わ
れ
い
ま
ま
さ

な
ん
ぢ

た
め

よ

み
み
つ
ざ
う

「
迦
葉
汝
當
に
知
る
べ
し
、
我
今
當
に
汝
が
爲
に
、
善
く
微
密
藏
を

ひ
ら

な
ん
ぢ
う
た
が
ひ

た

え

い
ま
ま
さ

し
し
ん

開
き
て
、
汝
が
疑
を
し
て
斷
つ
こ
と
を
得
し
む
べ
し
、
今
當
に
至
心
に

き

な
ん
ぢ
も
ろ
も
ろ

ぼ
さ
つ

お
い

す
な
は

だ
い
し
ち
ぶ
つ

そ

い
ち
み
や
う

聽
く
べ
し
、
汝
諸
の
菩
薩
に
於
て
、
則
ち
第
七
佛
と
、
其
の
一
名

が
う

お
な

し
ん

う

ば
そ
く

な
づ

號
を
同
じ
う
す
、

ほ
と
け

き

え

も
の

佛
に
歸
依
す
る
者
、
眞
に
優
婆
塞
と
名
く
、

ほ
ふ

き

え

つ
い

さ
ら

そ

よ

も
ろ
も
ろ

て
ん
じ
ん

き

え

終
に
更
に
、
其
の
餘
の
諸
の
天
神
に
歸
依
せ
ず
、
法
に
歸
依
す
る

も
の

す
な
は

せ
つ
が
い

は
な

し
や
う
そ
う

き

え

も
の

げ
だ
う

も
と

者
、
則
ち
殺
害
を
離
れ
、
聖
僧
に
歸
依
す
る
者
、
外
道
を
求
め
ず
、

か
く

ご
と

さ
ん
ば
う

き

す
な
は

む
し
ょ
ゐ

う

是
の
如
く
三
寶
に
歸
す
れ
ば
、
則
ち
無
所
畏
を
得
、」

③
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）（
上
記
漢
訳
②
の
国
訳
・
新
国
蔵
・
涅
槃
部
一
・
三

〇
三
〜
三
〇
五
）

爾
の
時
に
、
迦
葉
は
復
た
偈
を
説
き
て
言
わ
く
、

す
べ

さ
ん
ぽ
う

き

え

こ
と
わ
り

い
か
ん

「
我
れ
は
今
、
都
て

三
宝
に
帰
依
す
る
処
を
知
ら
ず

云
何
が
当

む
し
ょ
い

き
し
ゅ

に

無
上
の
無
所
畏
に
帰
趣
す
べ
き
や

（
中
略
）

あ
た

仏
が
説
き
た
も
う
所
の
如
き
を

愚
者
は
知
る
こ
と
能
わ
ず

そ

し
ょ
う
じ

ご
く

け
み
ょ
う

其
の
知
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に

生
死
の
獄
に
輪
迴
す

仮
名
の

う

ば
そ
く

た

わ

優
婆
塞
は

真
実
義
を
知
ら
ず

唯
だ
願
わ
く
は
広
く
分
別
し
て

我

ぎ
も
う

じ
ょ
だ
ん

が
疑
網
を
除
断
し
た
ま
え

如
来
よ
、
大
智
慧
も
て

唯
だ
哀
れ
み
を

垂
れ
て
分
別
し

願
わ
く
は
如
来
の

秘
密
の
宝
蔵
を
説
き
た
ま
え
」

と
。

﹇
仏
は
言
は
く
、﹈

た
め

よ

「
迦
葉
よ
、
汝
は
当
に
知
る
べ
し

我
れ
は
今
、
当
に
汝
の
為
に

善

み
み
つ
ぞ
う

く
微
密
蔵
を
開
き
て

汝
を
し
て
疑
を
断
つ
こ
と
を
得
し
む
べ
し

今

ま
さ

ま
ご
こ
ろ

も
ろ

当
に
至
心
も
て
聴
く
べ
し

汝
は
諸
も
ろ
の
菩
薩
に
於
て

則
ち
第
七

そ

仏
と

其
の
一
名
号
を
同
じ
う
す

仏
に
帰
依
す
る
者
を

真
に
優

婆
塞
と
名
づ
く

つ
い終

に
更
に

其
の
餘
の
諸
も
ろ
の
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ

法
に
帰
依

せ
つ
が
い

し
ょ
う
そ
う

す
る
者
は

則
ち
殺
害
を
離
れ

聖
僧
に
帰
依
す
る
者
は

外
道
を

求
め
ず

是
く
の
如
く
三
宝
に
帰
す
れ
ば

則
ち
無
所
畏
を
得
ん
」

と
。

④
『
仏
説
大
般
泥

経
』（
上
記
③
の
国
訳
・
新
国
蔵
・
涅
槃
部
五
・
二
〇
〇
）

優
婆
塞
の
法
の
為
に
、
仏
に
帰
依
す
る
者
は
、
一
切
の
諸
天
神
に
帰
依

の
想
を
生
ぜ
ず
。

し
ょ
う

優
婆
塞
の
法
の
為
に
、
法
に
帰
依
す
る
者
は
、
生
を
害
す
る
法
を
以
っ

ま
つ
り

な

て
、
非
法
の
祠
を
為
さ
ず
。

お
お

優
婆
塞
の
法
の
為
に
、僧
に
帰
依
す
る
者
は
、衆
く
の
邪
道
に
於
い
て
、

し
ょ
う
ぐ

良
き
福
田
を
請
求
せ
ず
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

◯
親
鸞
と
『
涅
槃
経
』
テ
キ
ス
ト

親
鸞
に
と
っ
て
の
本
経
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
土
橋
﹇
一
九
六
〇
ａ
﹈﹇
一

九
六
〇
ｂ
﹈、
横
超
﹇
一
九
六
六
﹈、
林
（
智
）﹇
一
九
七
三
﹈
な
ど
を
参
照
さ
れ

一
八



た
い
。
土
橋
﹇
一
九
六
〇
ａ
﹈
に
よ
れ
ば
、『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
は
北
本
、『
見

聞
集
』
は
主
に
南
本
に
従
っ
て
お
り
、『
教
行
信
証
』
に
至
っ
て
こ
れ
ら
両
抜
き

書
き
か
ら
抜
粋
し
た
他
、
南
北
両
本
に
合
わ
な
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

両
抜
き
書
き
を
参
照
し
つ
つ
訂
正
を
加
え
た
箇
所
も
散
見
さ
れ
、『
教
行
信
証
』

坂
東
本
で
は
経
文
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
推
敲
・
修
正
が
意
図
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
飛
田
﹇
一
九
七
二
﹈
に
よ
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
所
引
の
『
涅

槃
経
』
が
南
北
両
本
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
は
決
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
鎌
倉

時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
旧
宋
版
」「
高
麗
版
」「
宋
版
」
の
三
種

に
つ
い
て
も
、
引
文
の
字
句
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
異
版
の
い
ず
れ
を
主

と
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
判
別
不
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。（
宇
野
）

◯
当
該
引
文
の
意
味
に
つ
い
て

当
該
引
文
が
含
ま
れ
る
「
如
来
性
品
」
は
、「
迦
葉
」（
か
し
ょ
う
）
と
呼
ば
れ

る
バ
ラ
モ
ン
が
世
尊
に
対
し
て
発
し
た
三
十
四
の
質
問
の
う
ち
、
第
十
一
問
「
云

何
作
善
業
」
お
よ
び
第
十
二
問
「
云
何
諸
菩
薩
能
見
難
見
性
」
に
世
尊
が
答
え
る

箇
所
に
相
当
す
る
。
こ
の
迦
葉
は
、
本
経
蔵
訳
で
は“’od

srung
chen

po
dang

´
rus
gcig

pa
zhes

bya
ba”

（*M
ahākāsyapaikagotra

）「
マ
ハ
ー
カ
ー
シ
ャ
パ

と
種
姓
（gotra

）
を
同
じ
く
す
る
も
の
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
仏
十
大
弟
子
の

摩
訶
迦
葉
と
は
別
人
と
設
定
さ
れ
て
い
る
（
下
田
﹇
一
九
九
三：

二
〇
八
﹈
を
参

照
せ
よ
）。
ま
た
、
本
経
内
で
は
世
尊
よ
り
「
善
男
子
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
お

り
、
比
丘
で
は
な
く
在
俗
の
バ
ラ
モ
ン
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

世
尊
は
「
如
来
性
品
」
に
お
い
て
「
作
善
」
に
つ
い
て
の
回
答
を
与
え
る
中
で
、

「
仏
性
」
に
つ
い
て
の
理
解
の
是
非
を
以
て
賢
愚
の
別
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
に

対
し
て
迦
葉
は
世
尊
に
「
三
宝
に
帰
す
」
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
を
発
す
る
。
迦

葉
に
と
っ
て
「
仏
性
」
理
解
は
困
難
で
あ
り
、「
假
名
優
婆
塞
」
で
あ
る
彼
は
「
真

実
義
」
を
知
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
彼
は
自
身
の
疑
惑
を
断
ず
る
た
め
、
世
尊
に
対

し
て
説
法
を
懇
願
す
る
。
当
該
個
所
は
、
こ
の
迦
葉
の
求
め
に
応
じ
た
世
尊
の
回

答
部
分
に
相
当
す
る
。
世
尊
の
答
え
は
、
仏
に
帰
依
す
る
者
が
「
真
名
優
婆
塞
」

で
あ
り
、
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
所
畏
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
て
の
国
訳
は
「
仏
に
帰
依
す
る
者
を
真
に
優
婆
塞

け
み
ょ
う

と
名
づ
く
」
と
読
む
が
、「
假
名
の
優
婆
塞
」
と
い
う
国
訳
と
の
対
比
を
鑑
み
る

し
ん
み
ょ
う

な
ら
ば
、「
仏
に
帰
依
す
る
者
は
真
名
の
優
婆
塞
に
し
て
…
…
」
と
読
む
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

親
鸞
が
当
該
引
文
に
お
い
て「
真
名
優
婆
塞
」と
い
う
語
を
省
略
し
た
意
図
は
、

推
し
量
り
が
た
い
。
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
お
い
て
「
真
仏
弟
子
」
の
「
真
」
と
い

う
語
を
「
偽
に
対
し
仮
に
対
す
る
な
り
」、「
弟
子
」
と
い
う
語
を
「
釈
迦
諸
仏
の

弟
子
」
と
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
弟
子
に
つ
い
て
も
真
仮
偽
を
区
別
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
雲
山
﹇
一
九
二
三
﹈
は
、
こ
の
「
真
仏
弟
子
」
と

い
う
語
と
「
化
身
土
巻
末
」
の
関
連
を
指
摘
し
た
最
初
期
の
論
考
で
あ
り
、「
天

神
」
に
妄
り
に
寿
福
を
求
め
る
態
度
を
邪
偽
と
し
、
真
仏
弟
子
で
は
な
い
と
す
る

（
た
だ
し
、「
真
名
優
婆
塞
」
の
省
略
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
な
い
）。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
親
鸞
に
と
っ
て
「
真
仮
偽
」
の
相
対
は
仏
弟
子
に
つ
い
て
も
及
ぶ
こ
と
で

あ
り
、
当
該
引
文
に
お
い
て
、「
真
名
優
婆
塞
」
と
い
う
語
を
削
除
す
る
積
極
的

な
理
由
は
見
出
し
に
く
い
。

「
真
名
優
婆
塞
」
の
省
略
に
つ
い
て
、
藤
場
﹇
二
〇
一
一：

八
九
〜
九
〇
﹈
は
、

「
帰
依
於
仏
者
」
の
「
者
」
を
「
ハ
」
と
読
む
こ
と
に
着
目
し
、「
仏
に
帰
依
す

る
こ
と
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な

一
九



わ
ち
、
親
鸞
は
、
仏
に
帰
依
す
る
「
人
」
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
帰

依
行
為
そ
の
も
の
が
「
そ
の
他
の
諸
天
神
に
帰
依
し
な
い
」
こ
と
に
帰
結
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

親
鸞
の
解
釈
は
さ
て
お
き
、『
涅
槃
経
』
の
原
意
と
し
て
は
、
三
宝
帰
依
と
い

う
行
為
に
よ
り
「
真
仮
」
の
一
応
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。「
假
名
優
婆
塞
」
で
あ
る
迦
葉
は
「
真
実
義
」
を
知
ら
ず
、
そ
れ
ゆ

え
に
「
疑
網
除
断
」
を
仏
に
願
う
。
仏
は
、
三
帰
を
持
つ
者
が
「
假
名
優
婆
塞
」

と
対
比
さ
れ
る
「
真
名
優
婆
塞
」
で
あ
る
と
説
き
、
そ
の
者
の
態
度
を
淡
々
と
説

明
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
親
鸞
の
訓
読
に
よ
れ
ば
、
本
引
文
が
禁
止
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、付
言
し
て
お
き
た
い
。迦
葉
の
質
問
は
、三
宝
へ
の
帰
依
そ
の
も
の
で
あ
っ

て
、「
三
宝
へ
帰
依
し
た
者
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
」
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
経
の
原
意
は
「
諸
の
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ
」
と
い
う
禁
止
の
意

味
は
持
た
ず
、
仏
に
帰
依
す
る
真
名
の
優
婆
塞
は
天
神
に
帰
依
す
る
こ
と
が
な

い
、と
い
う
状
況
を
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。こ
の
こ
と
は
国
訳
だ
け
で
な
く
、

蔵
訳
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
法
・
僧
に
帰
依
す
る
者
に
つ
い
て
も
「
殺
害
」
を
離

れ
、「
外
道
」を
求
め
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
命
令
や
禁
止
の
意
を
持
た
な
い
。『
新

国
訳
大
蔵
経
』
の
訳
者
が
、
法
・
僧
に
対
す
る
帰
依
の
部
分
を
単
純
な
否
定
に
訳

し
な
が
ら
、
仏
へ
の
帰
依
に
つ
い
て
は
「
せ
ざ
れ
」
と
禁
止
の
意
味
を
持
た
せ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
『
教
行
信
証
』

に
お
け
る
親
鸞
の
解
釈
に
引
き
ず
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
う
る
で
あ
ろ
う
。（
宇

野
）

（
三
）
蔵
訳

①M
PS

（
梵
文
蔵
訳
）D

(№
120)107b4-6;P

(№
788)110b4-5:

sangsrgyasla
niskyabssong

bas//

dge
bsnyen

nyid
nithob

par’gyur//

lha
rnam

sde
dag
tham

scad
ni/

de
tshe

de
yiskyabsm

a
yin
//

chosla
skyabssu

song
na
yang

//

’dirni’tshe
ba
spong

bar’gyur//

dge
’dun

la
yang

skyabssong
na
//

de
bzhin

dge
bsnyen

dag
tu
’gyur//

desna
’dilasphyirolrnam

s//

de
yiyon

gnasm
a
yin
la
//

仏
（sangs

rgyas/*buddha

）
に
帰
依
し
た
者
は
優
婆
塞
（dge

bsnyen/

*upāsaka

）
と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
か
の
い
か
な
る
神
々
に
も
彼
が
帰
依

す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
法
（chos/*dharm

a

）
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
世
に
お
い
て
殺

生
（’tshe

ba/*him

� sā

）
を
断
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
僧
（dge

’dun

/*sam

� gha

）
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
同
様
に
優
婆
塞
と
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、

こ
の
﹇
仏
教
徒
﹈
以
外
の
異
教
徒
（phyi

rol/*tīrthika

）
た
ち
を
彼
が
供

養
す
る
こ
と
は
な
い
。

②M
PS

（
漢
文
蔵
訳
）D

(№
119)120a5-6;P

(№
787
)124b1:

sangsrgyasdag
la
skyabsgsolba

//

de
niyang

dag
dge
bsnyen

te
//

二
〇



nam
du’ang

lha
rnam

sgzhan
dag
la
//

skyabsgsolbarnim
i’gyurro

//

dam
pa’ichosla

skyabsgsolna
//

’tshe
zhing

gsod
pa’isem

sdang
bral//

dge
’dun

la
niskyabsgsolna

//

m
u
stegscan

la
phyogsm

i’gyur//

諸
仏
に
帰
依
す
る
者
、
彼
は
正
し
き
（yang

dag/*sam
yak

）
優
婆
塞
で

あ
っ
て
、
い
か
な
る
時
に
も
他
の
諸
々
の
神
々
に
帰
依
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

正
法
（dam

pa’ichos/*saddharm
a

）
に
帰
依
す
る
場
合
に
は
、
傷
つ
け

殺
害
す
る
心
を
離
れ
、
僧
に
帰
依
す
る
場
合
に
は
、
異
教
徒（m

u
stegscan

/*tīrthika

）
の
側
に
立
つ
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

上
記
、
梵
文
蔵
訳
と
漢
文
蔵
訳
の
二
種
を
比
較
し
た
場
合
、
細
か
な
点
で
違
い

が
見
ら
れ
る
が
、
両
者
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
後
者
に
は
「
優
婆
塞
」
に
対
し

て
「
正
し
き
」（yang

dag

）
と
い
う
限
定
句
が
付
さ
れ
る
一
方
、
前
者
に
は
そ

れ
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
先
に
も
検
討
し
た
通
り
、
漢
訳
、
お
よ
び
そ
の
蔵

訳
で
あ
る
漢
文
蔵
訳
で
は
、「
正
し
き
優
婆
塞
」（
真
名
優
婆
塞
、yang

dag
dge

bsnyen

）
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
「
名
前
だ
け
の
優
婆
塞
」（
仮
名

優
婆
塞
、m
ing
tsam

gyinidge
bsnyen

）
と
の
対
比
で
語
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
漢
訳
者
の
解
釈
が
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、
梵
文
蔵
訳
で

は
、そ
の
対
比
は
明
確
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

当
該
箇
所
の
文
脈
の
よ
り
広
範
な
検
討
を
要
す
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
親
鸞
の
読
み
と
の
関
連
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
蔵
訳
を
見
た
場

合
、
い
ず
れ
の
訳
も
、
親
鸞
の
言
う
よ
う
な
「
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ
」
と
い
う
強

い
禁
止
を
伴
っ
た
表
現
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
蔵
訳
か
ら
は
、
仏
に

帰
依
し
、
優
婆
塞
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
仏
以
外
の
神
々
に
帰

依
し
な
く
な
る
は
ず
だ
と
い
う
自
発
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
親
鸞
が
引
用
す
る『
涅
槃
経
』中
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
仏
・

法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
し
た
場
合
、
い
か
な
る
帰
結
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
対
立
軸
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

仏

�
�

天
神

法

�
�

不
善
法
（
殺
生
な
ど
）

僧

�
�

異
教
徒

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
、『
涅
槃
経
』で
は
、
仏
・
法
・
僧
に
帰
依
す
れ
ば
、

天
神
・
不
善
法
・
異
教
徒
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
理
解

さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
涅
槃
経
』で
は
、
如
来
蔵
・
仏
性
と
の
関
わ
り
の
中
で
、「
仏

こ
そ
が
法
で
あ
り
、
サ
ン
ガ
で
も
あ
り
、
如
来
そ
の
も
の
が
三
宝
で
あ
る
」（
下

田
﹇
一
九
九
七：

二
七
八
﹈）
と
説
か
れ
て
お
り
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
は
最
終

的
に
仏
性
へ
と
集
約
さ
れ
、
三
帰
依
の
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
点
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
田
﹇
一
九
九
七：

二
七
四
〜
二
八
三
﹈
を

参
照
さ
れ
た
い
。（
楠
本
・
小
林
）

二
一



【
親
鸞
用
語
例
】

（
一
）
帰
依

①
「
行
巻
・
大
行
釈
・
引
文

安
楽
集
」（
浄
二
・
三
〇
〜
三
一
、真
二
・
十
八
、

定
一
・
四
一
、
翻
・
六
四
〜
六
五
、
大
正
（№

1958

）
四
七
・
一
六
下
）

ガ
ウ

『
大
經
ノ

贊
ニ』
云
、
若
聞
テ二

阿
彌
陀
ノ

德
號
ヲ一

歡
喜
贊
仰
、シ

心
歸
依
、ス
レ
バ

下モ

至
マ
デ

二

一
念
ニ一

得
二

大
利
。ヲ一

則
爲
ス三

具
二―

足
ス
ト

功
德
ノ

寶
。ヲ一

設
滿
ラ
ム

二

大
千
世

ズ

界
ニ一

火
、ヲ
モ

亦
應
シ三

直
ニ

過
テ

聞
ク二

佛
ノ

名
。ヲ一

聞
カ
バ

二

阿
彌
陀
ヲ一

不
二

復
退
。セ一

是
ノ

ケ
シ
ウ

故
ニ

至
シ
テ

レ

心
稽
首
禮マ

ツ
ル
ト

。

②
「
信
巻
・
明
所
被
機
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
〇
六
〜
一
〇
七
、真
二
・

八
二
、
定
一
・
一
五
六
、
翻
・
二
五
五
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
七
四
中
、

大
正
（№

375

）
十
二
・
七
一
七
中
）

時
ニ

王
答
テ

言マ
ク、
ア
キ
ラ
カ
ニ

審

能
ク

如
キレ

是
ノ

滅
二

除
セ
バ

我
ガ

罪
、ヲ一

我
ニ

シ
ト當
二

歸
依
。ス一

③
「
信
巻
・
明
所
被
機
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
〇
八
、
真
二
・
八
三
、

定
一
・
一
五
七
、
翻
・
二
五
八
、
大
正
（№
374

）
十
二
・
四
七
四
中
、
大
正
（№

375

）
十
二
・
七
一
七
中
）

時
ニ

王
答
テ

言
、ク

ア
キ
ラ
カ
ニ

審

能
ク

如
キレ

是
ノ

滅
二

除
セ
バ

我
ガ

罪
、ヲ一

我
シ
ト當

ニ二

歸
依
。ス一

④「
信
巻
・
明
所
被
機
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
一
九
〜
一
二
〇
、
真
二
・

九
三
、
定
一
・
一
七
六
、
翻
・
二
九
二
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
八
五
上
、

大
正
（№
375

）
十
二
・
七
二
八
上－

七
二
八
中
）

ナ
ン

タ
メ

ナ
ン
ゴ

諸
佛
常
ニ

語
ヲ
モ
テ

爲
ノレ

衆
ノ

故
ニ

說
キ
タ
マ
フ

レ

麤
ヲ

麤
語
及

語

ナ

イ

マ

ニ

皆
歸
セ
ム

二

第
一
義
ニ一

是
ノ

故
ニ

我
レ

今
者

歸
三

依
シ
タ
テ
マ
ツ
ル

於
二

世
尊
一

⑤
「
証
巻
・
還
相
回
向
釈
・
引
文

論
註
」（
浄
二
・
一
四
五
、真
二
・
一
一
三
、

定
一
・
二
七
四
、
翻
・
三
六
四
、
大
正
（№

1819

）
四
〇
・
八
四
二
上
）

知
ル
ハ

二

眞
實
ノ

法
身ヲ
、一
則
起
ス二

眞
實
ノ

歸
依
ヲ一

也
。

⑥
「
真
仏
土
巻
・
真
仏
土
釈
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
六
六
、
真
二
・
一

二
九
、
定
一
・
二
四
三
〜
二
四
四
、
翻
・
四
二
一
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
五

六
三
下
、
大
正
（№

375

）
十
二
・
八
一
〇
上
〜
八
一
〇
中
）

云
何
ガ

一
名
ニ

說
ク
ヤ

二

无
量
ノ

名
。ヲ一

猶
如
シ二

涅
槃
。ノ一

亦
名
ク二

涅
槃
、ト一

亦
名
ク二

无
生
、ト一

亦
名
ク二

无
出
、ト一

亦
名
二

无
作
、ト一

亦
名
二

无
爲
、ト一

亦
名
二
タ
ノ
ム
ヨ
ル
ト
モ

歸

依
、ト一

⑦
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

日
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
三
〜
二
二
四
、

真
二
・
一
七
七
、
定
一
・
三
一
一
、
翻
・
五
八
三
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
二

八
四
下
）

ノ

若
シ

有
テ二

衆
生
一

得
テレ

聞
コ
ト
ヲ

二

佛
名
ヲ一

一
心
ニ

歸
依
、セ
ム

一
切
諸
魔
、
於
テ二

彼
ノ

衆

ズ

ヲ

生
ニ一

不
レ

能
レ

加
コ
ト

レ

惡
。

⑧
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

日
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
四
、
真
二
・
一

七
七
、
定
一
・
三
一
一
、
翻
・
五
八
四
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
二
八
四
下
）

イ

マ

ニ

如
來
今
者
開
キ
タ
マ
ヘ
リ

二

涅
槃
道
。ヲ一

女
欲
モ
フ

三

往
テレ

彼
ニ

歸
二

依
セ
ム
ト

於
一
レ

佛
。

二
二



⑨
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

日
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
五
、
真
二
・
一

七
八
、
定
一
・
三
三
三
〜
三
三
四
、
翻
・
五
八
七
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
二

九
六
上
）

ツ
ミ

三
世
ノ

諸
佛
大
慈
悲

受
タ
マ
ヘ

二

我
ガ

禮
ヲ一

懺
セ
シ
ム

二

一
切
ノ

殃
ヲ一

シ
カ

ナ
シ

法
・
僧
二
寶
モ

亦
復
然
ナ
リ

至
心
歸
依
シ
タ
マ
ヘ
ル
ニ

无
レ

有
コ
ト

レ

異

願
ハ

我
レ

今
日
所ロ
ナ
リ

五

供
二

養
シ

恭
三

敬
シ

尊
四

重
シ
タ
マ
ヘ
ル

世
ノ

導
師
ヲ一

ジ

ツ
ク

諸
惡
永
ク

盡
シ
テ

不
二

復
タ

生
ゼ一

盡
ス
マ
デ

レ

壽
ヲ

歸
二

依
セ
ム
ト

如
來
ノ

法
ニ一

⑩
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

十
輪
経
」（
浄
二
・
二
四
〇
、
真
二
・
一

九
一
、
定
一
・
三
五
六
〜
三
五
七
、
翻
・
六
二
八
、
大
正
（№
411

）
十
三
・
七

五
三
下
）

『
地
藏
十
輪
經
』
言
、「
具
ニ

正
シ
ク

歸
依
、シ
テ

遠
二

離
セ
ム
モ
ノ
ハ

一
切
妄
執
吉

凶
、ヲ一

終
ニ

不
レ
ト

三

歸
二

依
セ

邪
神
・
外
道
。ニ一

」

⑪
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

法
界
次
第
」（
浄
二
・
二
五
二
、
真
二
・

二
〇
〇
、
定
一
・
三
七
七
〜
三
七
八
、
翻
・
六
六
一
、
大
正
（№

1925

）
四
六
・

六
七
〇
中
）

天
台
ノ

『
法
界
次
第
ニ』
云
、「
一
ニ
ハ

歸
二

依
ス

佛
。ニ一

『
經
ニ』
云
、ク

歸
二

依
セ
ム

ノ

於
佛
一

者
終イ
ニ

不レ
ト三

マ
タ

カ
ヘ更
テ

歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
ノ

外
天
神
ニ一

也
。
又
云
謂
、ク

歸
二

ノ

ズ

依
セ
ム

佛
ニ一

者
終
ニ

不
トレ

オ
ツ墮
二

惡
趣
ニ一

云
。ヘ
リ

二
ニ

歸
二

依
ス

法
。ニ一

謂
ク

大
聖
ノ

所

說
、
若
ハ

敎
若
ハ

理
、
歸
依
シ

修
ナ
ラ
フ習セ

ヨ
ト

也
。
三
ニ

歸
二

依
ス

僧
。ニ一

謂
ク

歸
ス
ル
ガ

二

マ
タ
カ
ヘ

心
出
デ
タ
ル

レ

家
ヲ

三
乘
正
行
之
伴
ニ一

故
。ニ

『
經
ニ』
云
、ク

永
不
ル
ナ
リ
ト

三

復
更
テ

歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
ノ

外
道
。ニ一

」

⑫
「
愚
禿
鈔
上
・
引
文

玄
義
分
」（
浄
二
・
二
八
九
〜
二
九
〇
、
真
二
・
四
六

一
、
定
二
漢
・
一
六
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
四
五
下
）

光
明
寺
和
尙
ノ
タ
マ
ハ
ク

曰

「
道
俗
時
衆
等

各
オ
コ
セ
ド
モ

發
二

無
上
ノ

心
ヲ一

ガ
タ

イ
ト

ガ
タ

ネ
ガ

生
死
甚
ダ

難
クレ

厭
ヒ

佛
法
復
難
シレ

忻
ヒ

オ
コ

共
ニ

發
シ
テ

二

金
剛
ノ

志
ヲ一

橫
ニ

超
二

斷
セ
ヨ

四
流
ヲ一

觀
二

入
シ
テ

彌
陀
界
ニ一

歸
依
シ

合
掌
シ

禮
シ
タ
テ
マ
ツ
レ

ノ

ノ
チ

エ
ン

ヒ
ト

相
應
一
念
後

果
得
二

涅
槃
ヲ一

者
」
ト
イ
ヘ
リ

文

〔
コ
メ
ン
ト
〕

①
は
『
無
量
寿
経
』（
下
巻

流
通
分

弥
勒
付
属
）
に
「
其
れ
彼
の
佛
の
名

號
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
有
り
て
、
歡
喜
踊
躍
し
て
乃
ち
一
念
に
至
る
ま
で
せ

む
。
當
に
知
る
べ
し
、
此
の
人
は
大
利
を
得
と
爲
す
。
則
ち
是
れ
無
上
の
功
德
を

具
足
す
と
。是
の
故
に
彌
勒
、設
ひ
大
火
有
り
て
三
千
大
千
世
界
に
充
滿
す
と
も
、

要
ず
當
に
此
を
過
ぎ
て
、
是
の
經
法
を
聞
き
て
歡
喜
信
樂
し
、
受
持
讀
誦
し
て
説

の
如
く
修
行
す
べ
し
。（
中
略
）
若
し
衆
生
あ
り
て
此
の
經
を
聞
く
者
は
、
無
上

道
に
於
て
終
に
退
轉
せ
ず
。」（
浄
一
・
六
九
）
と
あ
る
の
を
受
け
た
『
讃
阿
弥
陀

仏
偈
』
の
文
（
浄
一
・
五
四
一
〜
五
四
二
）
を
道
綽
が
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
無
量
寿
経
』
の
原
文
と
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
文
、
ま
た
道
綽
の
『
安
楽
集
』

の
引
用
と
の
間
に
は
字
句
に
微
妙
な
相
違
が
あ
る
が
、
帰
依
の
対
象
は
阿
弥
陀
仏

あ
る
い
は
そ
の
名
号
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二
三



②
は
殺
父
の
重
罪
に
苦
し
む
阿
闍
世
が
、
臣
の
日
月
称
か
ら
富
蘭
那
と
い
う
良

医
（
外
道
の
師
）
を
訪
ね
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
罪
が
除
滅
さ
れ
る
の

な
ら
帰
依
し
よ
う
、
と
答
え
る
『
涅
槃
経
』
の
場
面
で
あ
り
、
③
も
同
じ
く
蔵
徳

と
い
う
家
臣
か
ら
、
末
伽
梨
拘

梨
子
と
い
う
師
を
訪
ね
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
時

の
阿
闍
世
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
六
師
外
道
の
名
が
次
々
に
あ
げ

ら
れ
、
い
ず
れ
も
帰
依
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

④
は
②
・
③
と
同
じ
く
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
が
、
仏
の
巧
み
な
説
法
は
す
べ
て

第
一
義
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
仏
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
、
と
阿
闍
世
が

述
べ
る
場
面
で
、
帰
依
の
対
象
は
仏
陀
（
釈
尊
）
で
あ
る
。

⑤
は
『
浄
土
論
』
の
「
巧
方
便
回
向
」
を
釈
す
る
『
論
註
』
の
文
で
、
法
身
が

慈
悲
心
に
よ
っ
て
巧
み
な
方
便
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
衆
生
の
帰
依
心
が
起

こ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

②
・
③
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
仏
ま
た
は
そ
の
は
た
ら
き
に
帰
依
す
る
と
い
う

文
脈
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
三
宝
に
対
す
る
三
帰
依
と
い
う
仏
教
の
伝

統
に
即
し
つ
つ
も
、
僧
に
対
す
る
帰
依
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
は
「
涅
槃
」
の
語
に
種
々
の
異
名
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
『
涅
槃
経
』
の
文

で
あ
る
。「
涅
槃
を
帰
依
と
名
づ
く
」
の
意
は
理
解
し
が
た
い
が
、「
タ
ノ
ム
ヨ
ル

ト
モ
」
と
い
う
左
訓
を
⑤
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
仏
の
正
覚
の
内
容
た
る
涅
槃

が
、
衆
生
に
帰
依
を
な
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う

か
。⑦

〜
⑪
は
、
こ
れ
よ
り
後
の
化
身
土
巻
末
の
引
用
文
中
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の

で
、
⑦
・
⑧
・
⑨
は
「
日
蔵
分
」
に
お
い
て
魔
波
旬
の
娘
た
る
魔
女
・
離
暗
が
仏

に
帰
依
す
る
こ
と
を
述
べ
る
一
連
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
⑨
に
お
い
て
、

帰
依
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
世
の
導
師
た
る
仏
を
「
供
養
し
恭
敬
し
尊
重
す

る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

⑩
で
は
、
仏
に
帰
依
す
る
も
の
は
吉
凶
を
遠
離
し
外
道
に
帰
依
し
な
い
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
。
⑪
は
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
者
は
天
神
に
帰
依
せ
ず
、
外
道

に
帰
依
し
な
い
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
説
示
を
引
く
『
法
界
次
第
』
の
文
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
こ
の
項
に
引
用
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
内
容
を
再
説
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

⑫
は『
観
経
疏
』玄
義
分
の
引
文
で
あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く「
帰
三
宝
偈
」

の
一
節
で
あ
り
、「
歸
依
合
掌
禮
」
の
後
を
略
し
て
直
ち
に
「
相
應
一
念
後

果

得
涅
槃
者
」
に
つ
な
げ
て
引
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

用
例
を
総
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
結
論
と
し
て
、
親
鸞
の
用
例
に
挙
げ
ら
れ
る
帰

依
は
、
単
な
る
入
門
と
し
て
の
帰
依
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
お
よ
び
法
に
対
す
る

究
極
的
な
信
順
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
考
察
を
徹
底
す
る
に
は
、
初
期
仏
教
に
お
け
る
三
帰
依
の
位
置
づ
け

と
、
大
乗
仏
教
、
特
に
浄
土
教
に
お
け
る
帰
依
の
意
味
と
を
対
比
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。（
小
山
）

（
二
）
終
不
更

①
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

法
界
次
第
」（
浄
二
・
二
五
二
、
真
二
・

二
〇
〇
、
定
一
・
三
七
七
、
翻
・
六
六
一
、
大
正
（№

1925

）
四
六
・
六
七
〇
中
）

天
台
ノ

『
法
界
次
第
ニ』
云
、「
一
ニ
ハ

歸
二

依
ス

佛
。ニ一

『
經
ニ』
云
、ク

歸
二

依
セ
ム

ノ

於
佛
一

者
終イ
ニ

不レ
ト三

マ
タ

カ
ヘ更
テ

歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
ノ

外
天
神
ニ一

也
。 二

四



〔
コ
メ
ン
ト
〕

親
鸞
用
語
例
の「
帰
依
」の
項
目
で
先
に
言
及
し
た『
地
蔵
十
輪
経
』引
文（
⑩
）

中
の「
終
不
歸
依
」と
い
う
表
現
や
、
こ
こ
で
一
部
省
略
し
て
再
び
引
用
し
た『
法

界
次
第
』
引
文
（
⑪
）
中
の
「
不
復
更
歸
依
」
と
い
う
表
現
も
同
様
で
あ
る
が
、

親
鸞
が
こ
こ
で
否
定
辞
「
不
」
を
禁
止
の
意
味
で
「
ざ
れ
」
と
敢
え
て
読
ん
で
い

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

「
終
不
更
」
と
い
う
表
現
中
の
「
更
」
は
、
親
鸞
が
「
マ
タ
」
と
左
訓
を
ふ
っ

て
い
る
通
り
、「
又
」「
亦
」「
復
」な
ど
と
同
義
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
不

更
」
と
い
う
よ
う
に
否
定
プ
ラ
ス
副
詞
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
部
分
否
定
で
理
解

さ
れ
、「
こ
れ
以
上
〜
（
す
る
こ
と
が
）
な
い
」「
も
は
や
〜
（
す
る
こ
と
が
）
な

い
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
。
も
し
も
「
更
不
」
と
い
う
よ
う
に
副
詞
プ
ラ

ス
否
定
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
全
部
否
定
と
し
て
「（
前
に
も
し
な
か
っ
た

が
）
こ
ん
ど
も
や
は
り
〜
な
い
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
。

「
終
不
」
と
い
う
の
は
、
否
定
の
強
調
表
現
で
あ
り
、「
断
じ
て
〜
な
い
」「
決

し
て
〜
な
い
」と
い
う
意
味
で
こ
こ
で
は
理
解
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。し
た
が
っ

て
、
当
該
の
『
涅
槃
経
』
引
文
は
、「
仏
に
帰
依
し
た
な
ら
ば
、
も
は
や
他
の
諸

神
に
帰
依
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
理
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
親
鸞
が
意
図
的
に
否
定
辞
「
不
」
を
「
ざ
れ
」
と
読
み
、「
こ
れ

以
上
、
他
の
諸
神
に
決
し
て
帰
依
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
親
鸞
の
特
別
な
意
図
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。（
小
林
）

（
三
）
天
神

①
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

四
教
集
解
」（
浄
二
・
二
五
二
、
真
二
・

二
〇
一
、
定
一
・
三
七
九
、
翻
六
六
二
〜
六
六
三
、
新
纂
続
蔵
（№

976

）
五
七
・

五
六
一
上
）

又
天
神
ヲ

云
レ

鬼
、ト

地
神
ヲ

曰
フレ

マ
コ
ト
祇
ト

也
。

②
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
六
、
真
二
・
一

七
九
、
定
一
・
三
三
四
〜
三
三
五
、
翻
五
八
八
〜
五
八
九
、
大
正
（№

397

）
十

三
・
三
三
四
下
）

エ

ラ

諸
ノ

仁
―

者
、
於
テ下

彼
ノ

遠
二

離
ス
ル

邪
見
ヲ一

因
緣
、ニ上

獲
ム二

十
種
ノ

功
德
。ヲ一

何
等
オ
カ

ス
ル

ズ

爲
レ

十
。ト

…
…
三
者
歸
二

敬
シ
テ

三
寶
ヲ一

不
レ

信
ゼ二

天
神
。ヲ一

③
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
六
、
真
二
・
一

七
九
、
定
一
・
三
三
五
、
翻
五
九
〇
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三
二
八
中
）

エ

シ
テ

得
二

菩
提
ヲ一

已
、テ

於
二

彼
ノ

佛
土
、ニ一

功
德
・
智
慧
・
一
切
善
根
、
莊
二

嚴
セ
ム

衆

ズ

シ
テ

生
。ヲ一

來
二

生
シ
テ

其
ノ

國
ニ一

不
レ

信
ゼ二

天
神
、ヲ一

離
テ二

惡
道
ノ

畏
、ヲ一

於
レ

彼
コ
ニ

命
終
シ
テ

還
テ

生
ゼ
ム
ト

二

善
道
。ニ一

④
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

法
界
次
第
」（
浄
二
・
二
五
二
、
真
二
・

二
〇
〇
、
定
一
・
三
七
七
〜
三
七
八
、
翻
・
六
六
一
、
大
正
（№

1925

）
四
六
・

六
七
〇
中
〜
六
七
〇
下
）

天
台
ノ

『
法
界
次
第
ニ』
云
、「
一
ニ
ハ

歸
二

依
ス

佛
。ニ一

『
經
ニ』
云
、ク

歸
二

依
セ
ム

ノ

於
佛
一

者
終イ
ニ

不レ
ト三

マ
タ

カ
ヘ更
テ

歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
ノ

外
天
神
ニ一

也
。
又
云
謂
、ク

歸
二

ノ

ズ

依
セ
ム

佛
ニ一

者
終
ニ

不
トレ

オ
ツ墮
二

惡
趣
ニ一

云
。ヘ
リ

二
ニ

歸
二

依
ス

法
。ニ一

謂
ク

大
聖
ノ

所

二
五



說
、
若
ハ

敎
若
ハ

理
、
歸
依
シ

修
ナ
ラ
フ習セ

ヨ
ト

也
。
三
ニ

歸
二

依
ス

僧
。ニ一

謂
ク

歸
ス
ル
ガ

二

マ
タ
カ
ヘ

心
出
デ
タ
ル

レ

家
ヲ

三
乘
正
行
之
伴
ニ一

故
。ニ

『
經
ニ』
云
、ク

永
不
ル
ナ
リ
ト

三

復
更
テ

歸
二

依
セ

其
ノ

餘
ノ

諸
ノ

外
道
。ニ一

」

⑤
「
正
像
末
和
讃
・
悲
歎
述
懐
讃
」（
浄
二
・
五
二
一
、
真
二
・
五
二
八
、
定
二

和
・
二
一
一
）

だ
う
ぞ
く

か
な
し
き
か
な
や
道
俗
の

り
や
う
じ

き
ち
に
ち

良
時
・
吉
日
え
ら
ば
し
め

て
ん
じ
ん

ぢ

ぎ

天
神
・
地
祇
を
あ
が
め
つ
ゝ

ぼ
く
せ
ん

し

卜
占

ハ
ラ
ヘ
マ
ツ
リ

さ
い祭
祀
つ
と
め
と
す

⑥
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
一
、
真
二
・
一

八
三
、
定
一
・
三
四
二
、
翻
・
六
〇
三
、
大
正
（№

397
）
十
二
・
三
四
二
下
）

天
神
等
差
別
シ
テ

願
ジ
テ

佛
シ
メ
タ
マ
ヘ
リ

令
二

分
布
セ一

憐
二

愍
セ
ム
ガ

衆
生
ヲ一

故
ニ

熾
シ二

然
ナ
ラ
シ
ム

正
法
ノ

燈
ヲ一

⑦
「
浄
土
和
讃
・
現
世
利
益
讃
」（
浄
二
・
三
九
二
、
真
二
・
四
九
八
、
定
二
和
・

六
四
）て

ん
じ
ん

ぢ

ぎ

天
神
・
地
祇
は
こ
と
ご
と
く

ぜ
ん
く
ゐ
じ
ん

善
鬼
神
と
な
づ
け
た
り

ぜ
ん
じ
ん

こ
れ
ら
の
善
神
み
な
と
も
に

ね
む
ぶ
ち

念
佛
の
ひ
と
を
ま
も
る
な
り

⑧
「
歎
異
抄
第
七
条
」（
浄
二
・
一
〇
五
七
、
真
二
・
七
七
七
、
定
四
（
一
）・
一

〇
）

信
心
の
行
者
に
は
、
天
神
・
地
祇
も
敬
伏
し
、
魔
界
・
外
道
も
障

す

る
こ
と
な
し
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

宮
崎
﹇
一
九
五
二
﹈
は
「『
化
身
土
巻
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
諸
天
や
鬼
神
は
、

教
論
釈
や
外
典
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
印
度
・
中
国

の
神
々
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
日
本
の
神
々
は
「
化
巻
」
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ

て
い
な
い
と
す
る
。
一
方
で『
悲
嘆
述
懐
和
讃
』や
書
簡
類
に
み
ら
れ
る
神
祇
は
、

古
来
日
本
で
「
謂
二

天
神
一

者
、
伊
勢
・
山
城
鴨
・
住
吉
・
出
雲
国
造
神
斎
等
類
是

也
、
地
祇
者
、
大
神
・
大
倭
・
葛
木
鴨
・
出
雲
大
汝
神
等
類
是
也
」（『
令
集
解
』

／
『
国
史
大
系
』
巻
二
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
頁
）
と
示
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

「
天
津
神
・
国
津
神
」
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
親
鸞
に
は
「
わ
が
国
の
神
祇
を

善
鬼
神
と
な
し
、
念
仏
者
を
擁
護
す
る
と
考
え
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
の
見
解
を

表
明
し
て
い
る
。
柏
原
﹇
一
九
六
一
﹈、
藤
村
﹇
一
九
九
一
﹈
ら
は
基
本
的
に
そ

れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。（
藤
村
は
、
親
鸞
に
「
悪
鬼
神
」
や
「
冥
道
」
と
い
っ
た

用
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
親
鸞
が
日
本
の
神
祇
の
全
て
を
善
鬼
神
と
し
て
捉
え
て

い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
」
と
し
て
い
る
）
確
か
に
「
化
巻
」
の
文
脈
上
、
天
神
地

祇
は
イ
ン
ド
・
中
国
の
神
々
の
こ
と
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
親
鸞

が
他
の
著
作
で
日
本
の
神
祇
信
仰
へ
の
対
応
と
し
て
示
し
た
神
祇
観
の
構
造
の
根

幹
を
な
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
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①
は
神
智
法
師
（
従
義
）
の
『
天
台
四
教
義
集
解
』
に
あ
る
「
餓
鬼
道
」
の
語

義
解
釈
部
分
を
引
用
し
た
も
の
で
、「
鬼
」
は
「
死
人＝

帰
人
」
に
通
じ
る
と
し

た
上
で
こ
の
箇
所
の
記
述
と
な
る
。
そ
し
て
「
乃
至
」
の
あ
と
「
形
あ
る
ひ
は
人

に
似
た
り
、
あ
る
ひ
は
獣
等
の
ご
と
し
。
心
正
直
な
ら
ざ
れ
ば
、
名
づ
け
て
諂
誑

と
す
」
と
引
用
が
続
く
。

②
お
よ
び
③
は
、『
大
集
経
』「
月
蔵
分
」
中
の
「
諸
悪
鬼
神
得
敬
信
品
」
か
ら

の
引
文
で
あ
る
。
②
は
、
邪
見
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
身
に
具
わ
る
十
種

類
の
功
徳
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
三
宝
に
帰
依
し
て
天
神
を
信
仰
し
な
く
な
る
と

い
う
も
の
。
③
は
、
邪
見
か
ら
離
れ
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
が
衆
生
を
浄
土
へ
導

き
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
天
神
信
仰
か
ら
生
涯
離
れ
去
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

④
は
、
用
語
例
（
一
）「
帰
依
」
⑪
と
同
じ
で
あ
る
。

⑤
は
仏
教
の
本
来
的
立
場
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
へ
の
「
悲
歎
」
を
う
た
っ
た

「
悲
歎
述
懐
讃
」
の
一
首
で
、
当
時
の
仏
教
者
の
天
神
地
祇
を
崇
拝
し
卜
占
祭
祀

を
つ
と
め
る
な
ど
の
宗
教
的
態
度
に
対
す
る
痛
切
な
批
判
の
心
情
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥
は
『
大
集
経
』「
月
蔵
分
」
の
「
諸
天
王
護
持
品
」
引
文
で
あ
る
。
娑
婆
世

界
を
司
る
梵
天
が
衆
生
を
憐
れ
み
仏
法
を
盛
ん
な
ら
し
め
る
た
め
、
釈
迦
に
対
し

て
、
東
西
南
北
の
四
天
下
を
守
護
す
る
四
天
王
以
下
の
諸
の
天
神
の
配
置
を
願
い

出
た
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
は
念
仏
者
が
諸
天
諸
仏
諸
菩
薩
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
『
浄
土

和
讃
』「
現
世
利
益
和
讃
」
の
う
ち
の
一
首
で
、
天
神
は
地
祇
と
と
も
に
念
仏
者

の
信
仰
態
度
を
守
る
「
善
鬼
神
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
現
世
利

益
和
讃
」
で
は
他
に
「
南
无
阿
彌
陀
佛
を
と
な
ふ
れ
ば
／
四
天
大
王
も
ろ
と
も
に

／
よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
り
つ
ゝ
／
よ
ろ
づ
の
悪
鬼
を
ち
か
づ
け
ず
」
と
あ
り
、

「
護
持
」
と
は
「
悪
鬼
」
へ
の
畏
怖
か
ら
解
放
さ
れ
た
境
地
の
堅
持
を
意
味
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑧
は
親
鸞
の
言
辞
を
門
弟
の
唯
円
が
収
録
し
た『
歎
異
抄
』第
七
条
の
一
部
で
、

念
仏
（
者
）
は
「
無
碍
の
一
道
」
で
あ
る
所
以
を
説
く
な
か
で
、
念
仏
者
に
対
し

て
天
神
は
ひ
れ
伏
す
の
だ
と
い
う
。

天
神
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
用
語
例
を
概
括
す
る
と
、
天
神
は
人
を
誑
か
す
正
直

な
ら
ざ
る
存
在
で
あ
り
（
①
）
仏
教
に
帰
依
す
る
も
の
は
信
仰
す
べ
か
ら
ざ
る
対

象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
②
、
③
、
④
、
⑤
）。
し
か
し
ま
た
天
神
と
は
念

仏
者
が
仏
法
に
正
し
く
帰
依
す
る
態
度
を
敬
い
、
ひ
れ
伏
し
、
護
持
す
る
も
の
と

し
て
も
み
ら
れ
て
い
る
（
⑥
、
⑦
、
⑧
）。（
金
見
）

【
講
録
】

智
暹
、
僧
鎔
、
道
隠
、
鳳
嶺
、
宣
明
、
興
隆
、
僧
叡
、
善
譲
ら
宗
学
者
た
ち
の

理
解
は
、
基
本
的
に
存
覚
の
『
六
要
鈔
』
に
則
る
。
存
覚
は
「
我
朝
是
神
国
」
と

し
た
上
で
本
地
垂
迹
を
説
き
、「
権
社
」
の
神
々
に
つ
い
て
、
如
来
の
垂
迹
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、「
異
域
の
邪
神
」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
「
忽
諸
」
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
例
え
ば
鳳
嶺
は
、「
権
社
の
神

は
佛
菩
薩
の
変
化
故
、
之
に
つ
か
へ
て
苦
し
か
ら
ず
。（
中
略
）
我
日
本
は
神
国

な
り
。
八
百
萬
神
の
垂
迹
は
其
本
地
往
古
の
如
来
深
信
の
薩
睡
な
り
。
た
と
ひ
念

仏
す
る
も
の
た
り
と
も
佛
菩
薩
の
変
化
な
ら
ば
麁
略
に
心
得
ら
れ
ぬ
こ
と
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
。（
栗
山
）

二
七



『
般
舟
三
昧
経
』

【
本
文
】

ナ

ハ

般
舟
三
昧
經
ニ

言
ハ
ク

優
婆
夷
聞
テ二

是
ノ

三
昧
ヲ一

欲
二

學
ハ
ム
ト

一

者
乃至
自
歸
二

エ

命
シ

佛
ニ一

歸
二

命
シ

法
一

歸
二

命
セ
ヨ

比
丘
僧
ニ一

不
レ四

得
三
ツ
カ
フ
ル
コ
ト
ヲ

事
二

餘
道
ニ一

不
レ五

エ

ヲ

エ

エ

得
四

拜
コ
ト
ヲ

三

於
二

天
一

不
レ四

得
三

祠
コ
ト
ヲ

二

鬼
神
ヲ一

不
レ
ト

四

得
三

視
コ
ト
ヲ

二

吉
良
日
ヲ一
已上

エ

シ

又
言
ハ
ク

優
婆
夷
欲
ハ三

學
ト二

三
昧
ヲ一
乃至
不
レ
ト

下

得
中

拜
シ二

天
ヲ一

祠
シ
ス
ル
コ
ト
ヲ

祀
中

神
ヲ上
略出

【
訓
読
】

は
ん
じ
ゅ
ざ
ん
ま
い
き
ょ
う

の
た
ま

う

ば

い

さ
ん
ま
い

き

ま
な

ほ
つ

『
般
舟
三
昧
経
』
に
言
は
く
、「
優
婆
夷
、
こ
の
三
昧
を
聞
き
て
学
ば
む
と
欲
せ

も
の

み
ず
か

ぶ
つ

き
み
ょ
う

ほ
う

き
み
ょ
う

び

く
そ
う

き
み
ょ
う

む
者
は
、（
乃
至
）
自
ら
仏
に
帰
命
し
、
法
に
帰
命
し
、
比
丘
僧
に
帰
命
せ
よ
。

よ
ど
う

つ
か

え

て
ん

は
い

え

き
じ
ん

ま
つ

余
道
に
事
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
天
を
拝
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
鬼
神
を
祠
る
こ

え

き
ち
り
ょ
う
に
ち

み

え

と
を
得
ざ
れ
、
吉
良
日
を
視
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
。

ま
た
の
た
ま

う

ば

い

さ
ん
ま
い

ま
な

ほ
つ

て
ん

は
い

じ
ん

又
言
は
く
、「
優
婆
夷
、
三
昧
を
学
ば
む
と
欲
せ
ば
、（
乃
至
）
天
を
拝
し
神
を

し

し

え

祠
祀
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
。

【
出
典
】

○
『
般
舟
三
昧
経
』
解
題

本
経
漢
訳
に
は
、
以
下
の
四
種
が
あ
る
。

（
1
）
闍
那
崛
多
訳
『
大
方
等
大
集
経
』「
賢
護
分
」
五
巻
（
大
正
（№

416

）

十
三
）

（
2
）
支
婁
迦
讖
訳
『
仏
説
般
舟
三
昧
経
』
一
巻
（
大
正
（№

417

）
十
三
）

（
3
）
支
婁
迦
讖
訳
『
般
舟
三
昧
経
』
三
巻
（
大
正
（№

418

）
十
三
）

（
4
）
失
訳
『
抜
陂
菩
薩
経
』
一
巻
（
大
正
（№

419

）
十
三
）

こ
れ
ら
の
漢
訳
の
う
ち
、
当
該
引
文
箇
所
を
含
む
も
の
は
、（
2
）
お
よ
び
（
3
）

で
あ
り
、（
2
）の
一
巻
本
が
完
全
一
致
す
る
。
ハ
リ
ソ
ン（H

arrison
[1990]

）、

末
木
﹇
一
九
八
九
﹈
ら
に
よ
れ
ば
、（
3
）
が
最
も
古
く
、（
2
）
の
一
巻
本
は
後

代
の
中
国
で
作
ら
れ
た
要
約
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
般
舟
三
昧
経
』
の
原
典
梵
文
に
つ
い
て
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ダ
リ
ク
で
回

収
さ
れ
た
写
本
断
簡
が
あ
り
、
既
に
解
読
・
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（H

oernle
[1916:

88-93]

、H
arrison

[1990:A
ppendix

B]

）。
た
だ
し
、
こ
の
写
本
断
簡
は
、
右

記
の
（
3
）
三
巻
本
『
般
舟
三
昧
経
』
の
巻
中
・
擁
護
品
第
八
の
後
半
に
相
当
し
、

本
引
文
箇
所
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

本
経
に
は
、
梵
本
か
ら
の
蔵
訳
が
あ
る
。
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ハ
リ
ソ
ン
は
こ
の
蔵
訳
を
校
訂
・
出
版
し
（H

arrison
[1978]

）、
後
に
英
訳

´

し
て
い
る
（H

arrison
[1990]

）。
こ
の
蔵
訳
は
、
シ
ャ
ー
キ
ャ
プ
ラ
バ
（Sāk-

yaprabha

）
と
ラ
ト
ナ
ラ
ク
シ
タ
（Ratnaraks

� ita

）
の
共
訳
で
あ
り
、
ハ
リ
ソ

ン
に
よ
れ
ば
八
〇
〇
年
ご
ろ
の
翻
訳
で
あ
る
。
な
お
、
梶
山
﹇
一
九
九
二：

二
六

四
〜
二
八
九
﹈
は
主
に
三
巻
本
の
「
行
品
」
に
該
当
す
る
蔵
訳
を
中
心
に
部
分
和

訳
を
、
林
（
純
）﹇
一
九
九
四
﹈
は
蔵
訳
の
全
テ
キ
ス
ト
を
和
訳
し
て
い
る
。
こ

の
蔵
訳
の
元
と
な
っ
た
梵
文
は
、
漢
訳
（
3
）
の
原
典
梵
文
よ
り
も
増
広
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
同
一
の
梵
文
を
翻
訳
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

二
八



な
、
梵
・
蔵
・
漢
の
テ
キ
ス
ト
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
梶
山
﹇
一
九
九
二
﹈、

林
（
純
）﹇
一
九
九
四：

二
六
七
〜
二
七
四
﹈
を
参
照
さ
れ
た
い
。（
宇
野
）

（
一
）
漢
訳

①
『
般
舟
三
昧
經
』
支
婁
迦
讖
譯
・
巻
中
・
四
輩
品
第
六
（
大
正
（№

418

）
一

三
・
九
一
〇
下
）

陀
和
菩
薩
白
佛
。
若
有
優
婆
夷
。
求
摩
訶
衍
三
拔
致
。
聞
是
三
昧
已

欲
學
守
者
。
當
行
何
等
法
學
守
是
三
昧
。
佛
告

陀
和
。
若
優
婆
夷
。

求
摩
訶
衍
三
拔
致
。
聞
是
三
昧
已
欲
學
守
者
。
當
持
五
戒
自
歸
於
三
。

何
等
爲
三
自
歸
於
佛
歸
命
於
法
。
歸
命
於
比
丘
僧
。
不
得
事
餘
道
。
不

得
拜
於
天
。
不
得
示
吉
良
日
。
不
得
調
戲
。
不
得
慢
恣
。
不
得
有
貪
心
。

優
婆
夷
常
當
念
布
施
。
歡
樂
欲
聞
經
。
力
多
學
問
優
婆
夷
常
當
敬
重
於

善
師
。
心
常
不
倦
不
懈
。
若
比
丘
比
丘
尼
過
者
。
常
以
坐
席
賓
主
飮
食

待
之
。
佛
爾
時
頌
偈
言

若
有
優
婆
夷

誦
是
三
昧
者

當
從
佛
法
教

奉
五
戒
完
具

守
是
三
昧
時

當
尊
敬
於
佛

及
法
比
丘
衆

恭
敬
其
善
師

不
得
事
餘
道

勿
祠
祀
於
天

行
是
三
昧
者

見
人
立
迎
逆

除
去
殺
盜
婬

至
誠
不
兩
舌

無
得
向
酒
家

當
行
是
三
昧

心
不
得
懷
貪

常
當
念
施
與

除
去
諛
諂
意

無
得
說
人
短

常
當
恭
敬
事

比
丘
比
丘
尼

聞
法
語
悉
受

學
三
昧
如
是

②
『
佛
説
般
舟
三
昧
經
』
支
婁
迦
讖
譯
・
四
輩
品
第
五
（
大
正
（№

417

）
一
三
・

九
〇
一
中
）

陀
和
白
佛
。
優
婆
夷
聞
是
三
昧
欲
學
者
。
當
云
何
行
。
佛
言
。
優

婆
夷
欲
學
者
。
當
持
五
戒
自
歸
於
三
。
何
等
爲
三
。
自
歸
命
佛
。
歸

命
法
。
歸
命
比
丘
僧
。
不
得
事
餘
道
。
不
得
拜
於
天
。
不
得
祠
鬼
神
。

不
得
視
吉
良
日
。
不
得
調
戲
。
不
得
慢
恣
有
色
想
。
不
得
有
貪
欲
之

心
。
常
當
念
布
施
。
歡
樂
欲
聞
經
。
念
力
學
問
敬
重
善
師
。
心
常
拳
拳

不
得
有
懈
。
若
有
比
丘
比
丘
尼
過
者
。
以
坐
席
賓
食
之
。
佛
爾
時
頌
偈

言

優
婆
夷
欲
學
三
昧

奉
持
五
戒
勿
缺
毀

承
事
善
師
視
如
佛

不
得
拜
天
祠
祀
神

除
去
殺
盜
及
嫉
妬

不
得
兩
舌
鬪
彼
此

不
得
慳
貪
常
念
施

見
惡
覆
藏
唯
歎
善

不
得
諛
諂
有
邪
婬

常
當
卑
謙
勿
自
大

敬
事
比
丘
比
丘
尼

如
是
行
者
得
三
昧

（
二
）
国
訳

①
『
般
舟
三
昧
経
』（
上
記
漢
訳
①
の
国
訳
・
国
一
切
・
大
集
部
四
・
二
八
五
〜

二
九



二
八
六
）陀

和
菩
薩
、
佛
に
白
さ
く
、
若
し
、
優
婆
夷
の
摩
訶
衍
三
拔
致
を
求

む
る
あ
つ
て
、
是
の
三
昧
を
聞
き
已
つ
て
學
守
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
當
さ

に
何
等
の
法
を
行
じ
て
、
是
の
三
昧
を
學
守
す
べ
き
や
。
佛
、

陀
和

に
告
げ
た
ま
は
く
、
若
し
優
婆
夷
の
摩
訶
衍
三
拔
致
を
求
む
る
あ
つ

て
、
是
の
三
昧
を
聞
き
已
つ
て
、
學
守
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
當
さ
に
五
戒

を
持
つ
て
自
ら
三
に
歸
す
べ
し
、
何
等
を
か
三
と
な
す
。
自
ら
佛
に
歸

し
、法
に
歸
命
し
、比
丘
僧
に
歸
命
し
て
、餘
道
に
事
ふ
こ
と
を
得
ず
、

天
を
拜
す
る
こ
と
を
得
ず
、
吉
良
日
を
示
す
こ
と
を
得
ず
、
調
戲
す
る

こ
と
を
得
ず
、
慢
恣
な
る
こ
と
を
得
ず
、
貪
心
あ
る
こ
と
を
得
ず
。
優

婆
夷
、
常
に
當
さ
に
布
施
の
歡
を
念
じ
、
經
を
聞
い
て
力
め
て
多
く
學

問
せ
ん
と
樂
欲
す
べ
し
。
優
婆
夷
常
に
當
さ
に
善
師
を
敬
事
し
、
心
常

よ
ぎ

に
倦
ま
ず
、
懈
ら
ざ
る
べ
し
。
若
し
比
丘
、
比
丘
尼
過
ら
ば
、
常
に
坐

席
を
以
て
賓
主
に
し
、
飮
食
之
れ
を
待
せ
よ
、
佛
、
爾
の
時
に
偈
を
頌

し
て
言
は
く
、

若
し
優
婆
夷
有
つ
て

是
の
三
昧
を
誦
せ
ば
、〔

マ
マ
〕

當
さ
に
佛
の
法
教
に
從
つ
て

五
戒
を
奉
し
て
定
具
す
べ
し
。

是
の
三
昧
を
守
る
時

當
さ
に
佛
及
び
法
、

比
丘
衆
を
尊
敬
し

其
の
善
師
を
恭
敬
す
べ
し
。

ま

つ

餘
道
に
事
ふ
こ
と
を
得
ず

天
を
祠
祀
る
事
勿
れむ

か

是
の
三
昧
を
行
せ
ば
、

人
を
見
て
は
立
つ
て
迎
逆
へ

殺
、
盜
、
婬
を
除
去
し
て

至
誠
に
し
て
兩
舌
せ
ず
、

酒
家
に
向
ふ
こ
と
を
得
る
こ
と
な
し

當
さ
に
是
の
三
昧
を
行
じ
て
、

心
、
貪
を
懷
く
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し

常
に
當
さ
に
施
與
を
念
じ
、

諛
諂
の
意
を
除
去
す
べ
し

人
の
短
を
説
く
こ
と
を
得
る
こ
と
な
く

常
に
當
さ
に
恭
敬
し
て
、

比
丘
、
比
丘
尼
に
事
へ
、

法
語
を
聞
い
て
悉
く
受
く
べ
し

三
昧
を
學
せ
ば
是
の
如
く
す
べ
し
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

◯
『
般
舟
三
昧
経
』
と
浄
土
思
想

本
経
に
説
か
れ
る
「
般
舟
三
昧
」
と
は
、「
現
在
十
方
諸
仏
を
見
る
三
昧
」
の

こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
「
行
品
」
に
限
れ
ば
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
を
対
象
と
し
た
三

昧
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、『
観
経
』に
お
け
る
観
仏
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
り
、

阿
弥
陀
仏
を
憶
念
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
三
昧
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の「
般

舟
三
昧
」
と
阿
弥
陀
仏
の
観
仏
と
の
関
連
性
か
ら
、
本
経
と
浄
土
思
想
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
。『
般
舟
三
昧
経
』
と
浄
土
教
と
の

関
係
、
お
よ
び
般
舟
三
昧
そ
の
も
の
と
親
鸞
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
幡

谷
﹇
一
九
七
九
ａ
﹈﹇
一
九
七
九
ｂ
﹈、
大
田
﹇
一
九
八
三
﹈、
梶
山
﹇
一
九
八
三
﹈

﹇
一
九
九
二
﹈、
色
井
﹇
一
九
六
四
﹈、
末
木
﹇
一
九
八
九
﹈
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
。（
宇
野
・
小
林
）

◯
当
該
引
文
の
意
味
に
つ
い
て

『
般
舟
三
昧
経
』
の
内
容
と
し
て
は
、
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
菩
薩
が
仏
に
三
昧
に
つ

い
て
の
質
問
を
な
し
、
そ
の
問
い
に
対
し
て
仏
が
、
見
仏
、
三
昧
を
得
る
た
め
の

四
つ
の
徳
目
（
四
事
）、
三
昧
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
仏
に
対
す
る
無
執
着
、
三
昧

三
〇



を
受
持
す
る
大
乗
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
心
構
え
、
鬼
神
に
よ
る

三
昧
受
持
者
の
擁
護
、
な
ど
に
つ
い
て
答
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
引
文
箇

所
は
、（
2
）
の
一
巻
本
で
は
「
四
輩
品
」
第
五
、（
3
）
の
三
巻
本
で
は
巻
中
「
四

輩
品
」
第
六
に
あ
た
り
、
三
昧
を
受
持
す
る
優
婆
夷
の
心
構
え
が
説
か
れ
る
部
分

に
相
当
す
る
。

「
四
輩
品
」
で
は
、
四
輩
（
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
般
舟
三
昧
の
教
え
を
聞
き
、
そ
れ
を
学
修
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
仏
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
当
該
引
文
で

は
、
こ
の
四
輩
の
う
ち
、
優
婆
夷
の
み
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
三
者
は
除
外

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
優
婆
夷
以
外
の
除
外
は
、
他
三
者
を
説
く
箇
所
に
は
、「
帰
三
宝
」
と
い

う
要
素
を
欠
い
て
い
る
こ
と
、「
持
戒
」
の
要
素
が
色
濃
い
こ
と
、
な
ど
に
起
因

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
他
三
者
を
説
く
箇
所
に
は
、
三
宝
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
そ
れ
ら
に
対
す
る
帰
依
は
一
切
説
か
れ
て
い
な
い
。
既
に
『
涅
槃
経
』

に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
真
実
義
を
知
ら
な
い
者
が
仏
以
外
へ
の
帰
依

へ
向
か
う
こ
と
、
ま
た
親
鸞
が
仏
以
外
に
帰
依
す
る
者
を「
仮
」も
し
く
は「
偽
」

と
見
な
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
は
『
涅
槃
経
』
の
意
を

承
け
て
、
帰
三
宝
を
説
く
優
婆
夷
の
箇
所
の
み
に
着
目
、
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
持
戒
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
が
巧
妙
に
こ
の
要
素
を
除
外
し
て
い
る
こ
と

が
看
取
で
き
る
。
事
実
、
優
婆
夷
以
外
の
箇
所
で
は
、
そ
の
記
述
は
持
戒
・
善
行

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
巻
本
の
優
婆
塞
（
居
士
）
に
つ
い
て
の
記
述
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

『
般
舟
三
昧
経
』
四
輩
品
第
六
（
大
正
（№

417

）
十
三
・
九
〇
一
中
）

佛
言
。
居
士
欲
學
是
三
昧
者
。
當
持
五
戒
令
堅
。
不
得
飮
酒
。
亦
不
得
飮
他
人
。

不
得
與
女
親
熟
。
不
得
教
他
人
。
不
得
有
恩
愛
於
妻
子
男
女
不
得
貪
財
産
。
常

念
欲
棄
家
作
沙
門
。
常
持
八
關
齋
。
當
於
佛
寺
中
。
常
當
念
布
施
。
布
施
已
不

念
我
自
當
得
其
福
。
用
爲
一
切
施
。
常
當
大
慈
敬
於
善
師
。
見
持
戒
比
丘
。
不

得
輕
易
説
其
惡
。
作
是
行
已
。
當
學
守
是
三
昧
。
佛
爾
時
頌
偈
言

居
士
欲
學
是
三
昧

當
持
五
戒
勿
毀
缺

常
當
思
欲
作
沙
門

不
貪
妻
子
及
財
色

常
八
關
齋
於
佛
寺

不
得
貢
高
輕
蔑
人

心
無
榮
冀
思
所
欲

奉
行
經
法
心
無
諂

棄
捨
慳
貪
常
惠
施

常
當
奉
敬
比
丘
僧

常
志
一
行
勿
懈
怠

學
是
三
昧
當
如
是

こ
の
優
婆
塞
の
記
述
に
お
い
て
も
、
散
文
に
お
い
て
仏
の
答
え
が
述
べ
ら
れ
、
韻

文
に
よ
り
纏
め
ら
れ
て
い
る
構
造
は
、
当
該
の
優
婆
夷
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
。

韻
文
の
冒
頭
は
、「
居
士
こ
の
三
昧
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
五
戒
を
持
ち

毀
缺
す
る
こ
と
な
か
れ
。
常
に
ま
さ
に
沙
門
と
な
る
こ
と
を
思
欲
し
、
妻
子
お
よ

び
財
色
を
貪
ら
ざ
る
べ
し
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
優
婆
塞

に
つ
い
て
の
箇
所
で
は
、「
戒
律
を
堅
固
に
保
ち
、
行
い
を
正
し
て
、
出
家
を
目

指
す
」
と
い
う
姿
勢
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

当
該
引
文
の
韻
文
冒
頭
も
次
の
よ
う
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。

優
婆
夷
欲
學
三
昧

奉
持
五
戒
勿
毀
缺

承
事
善
師
視
如
佛

不
得
拜
天
祠
祀
神

（
優
婆
夷
、
三
昧
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
五
戒
を
奉
持
し
て
毀
缺
す
る

三
一



こ
と
な
か
れ
。
善
師
に
承
事
し
て
仏
の
如
く
視
、
天
を
拝
し
神
を
祠
祀

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
）

こ
こ
に
も
「
五
戒
奉
持
」「
善
師
承
事
」
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
生
活
規
範
と
し

て
の
戒
律
的
要
素
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
般
舟
三

昧
経
』の
原
意
と
し
て
は
、「
四
輩
が
般
舟
三
昧
を
学
修
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

戒
律
に
基
づ
い
て
正
し
き
行
い
を
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。
親
鸞
は
、
こ
の
原
意
か
ら
「
余
道
に
事
え
な
い
」「
天
を
拝
し

な
い
」「
鬼
神
を
祀
ら
な
い
」「
吉
良
日
を
視
な
い
」
と
い
う
四
つ
の
み
を
抜
き
出

し
、
戒
律
的
要
素
を
巧
み
に
除
外
し
た
の
で
あ
る
。（
宇
野
）

（
三
）
蔵
訳
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こ
の
よ
う
に
﹇
世
尊
が
﹈
お
説
き
に
な
っ
た
時
、
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
菩
薩
摩
訶

薩
は
世
尊
に
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
。

「
大
徳
世
尊
よ
、
大
乗
に
正
し
く
入
っ
た
優
婆
夷
が
、
こ
の
三
昧
（ting

nge

’dzin/*sam
ādhi

）
を
聞
い
た
後
に
﹇
そ
れ
を
﹈
学
び
た
い
、
も
し
く
は
、
修

習
し
た
い
と
思
う
場
合
、大
徳
世
尊
よ
、彼
女
は
、い
か
な
る
法
に
依
拠
し
て
、

こ
の
三
昧
を
学
び
、
修
習
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

こ
の
よ
う
に
﹇
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
が
﹈
尋
ね
た
時
、
世
尊
は
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
菩

薩
摩
訶
薩
に
次
の
よ
う
に
お
説
き
に
な
っ
た
。

「
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、
そ
れ
故
、
大
乗
に
正
し
く
入
っ
た
優
婆
夷
が
、
こ
の
三

昧
を
聞
い
た
後
に
﹇
そ
れ
を
﹈
学
び
た
い
、
も
し
く
は
、
修
習
し
た
い
と
思
う

な
ら
ば
、
彼
女
は
、（
1
）五
戒
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
。
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、

優
婆
夷
は
、（
2
）
三
﹇
宝
﹈
に
帰
依
し
、
他
の
神
を
持
た
な
い
よ
う
に
（lha

gzhan
m
ed
par/*ananyadeva

）
す
べ
き
で
あ
る
。
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、
優

婆
夷
は
、（
3
）吉
兆
と
吉
祥（dge
m
tshan

dang
ltas/*kautukam

an
�gala

）

を
排
除
し
、
幻
術
を
用
い
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、

優
婆
夷
は
、（
4
）
立
ち
居
振
る
舞
い
（spyod

lam
/*īryāpatha

）
が
不
自

然
で
な
く
、
私
欲
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、

優
婆
夷
は
、（
5
）
布
施
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
て
喜
び
、
法
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、
優
婆
夷
は
、（
6
）
教
え
を
乞
い
求
め
問
い
を

本
質
と
し
、
献
身
的
で
あ
り
、
尊
敬
の
念
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
比
丘
・
比
丘

尼
た
ち
を
見
れ
ば
、
席
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

バ
ド
ラ
パ
ー
ラ
よ
、
そ
れ
故
、
大
乗
に
正
し
く
入
っ
た
優
婆
夷
が
、
こ
の
三

昧
を
聞
い
た
後
に
﹇
そ
れ
を
﹈
学
び
た
い
、
も
し
く
は
、
修
習
し
た
い
と
思
う

な
ら
ば
、
そ
の
優
婆
夷
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
々
の
法
に
依
拠
し
て
、
こ
の
三

昧
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
修
習
す
べ
き
で
あ
る
。」・
・
・﹇
中
略
﹈・
・
・

（
2’
）﹇
優
婆
夷
は
﹈
仏
と
法
、
さ
ら
に
は
僧
と
は
別
の
神
を
持
た
ず
（lha

gzhan
m
ed/*ananyadeva

）、
恭
敬
を
具
え
、
あ
ら
ゆ
る
悪
道（log

pa’ilam

/*vim
ārga

）
を
断
じ
て
、
こ
の
三
昧
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
・
・
・﹇
以
下

略
﹈・
・
・

〔
コ
メ
ン
ト
〕

上
記
の
蔵
訳
中
で
は
、
三
昧
を
学
び
た
い
、
修
習
し
た
い
と
思
う
優
婆
夷
が
依

拠
す
べ
き
法
と
し
て
、
六
つ
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
便
宜
の
た
め
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
下
線
を
付
し
た
部
分
は
親
鸞
の
引
用
箇
所

に
対
応
す
る
蔵
訳
と
そ
の
和
訳
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
明
ら
か
な
通
り
、
親
鸞

は『
般
舟
三
昧
経
』に
説
か
れ
る
優
婆
夷
が
依
拠
す
べ
き
法
の
う
ち
、
特
に（
2
）

お
よ
び
（
2’
）
と
（
3
）
に
注
目
し
て
い
る
。

（
2
）
は
先
に
検
討
し
た
『
涅
槃
経
』
か
ら
の
引
用
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ

し
、『
涅
槃
経
』
で
は
三
宝
が
、「
仏
」
と
「
天
神
」、「
法
」
と
「
不
善
法
」、「
僧
」

と
「
異
教
徒
」
と
い
う
対
比
の
上
で
語
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
般
舟
三
昧

経
』
で
は
、
細
か
な
対
比
を
考
え
ず
、「
仏
・
法
・
僧
」
の
三
宝
す
べ
て
が
「
天

神
」
と
対
比
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、『
般
舟
三
昧
経
』
で
は
、『
涅
槃
経
』
と
は
違
い
、
三
宝
に
帰

依
し
、
そ
れ
以
外
の
天
神
な
ど
に
帰
依
し
な
い
こ
と
な
ど
が
、
よ
り
強
い
ニ
ュ
ア

ン
ス
で
命
令
・
禁
止
表
現
を
用
い
て
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
蔵
訳
中

に
頻
出
す
る“bya”

と
い
う
表
現
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。つ
ま
り
、『
般
舟
三
昧
経
』

三
三



の
蔵
訳
は
、
親
鸞
の
「
〜
せ
ざ
れ
」
と
い
う
訓
読
と
同
じ
解
釈
を
提
示
し
て
い
る

と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）に
出
て
く
る「
吉
兆
と
吉
祥
」（dge

m
tshan

dang
ltas/*kautukam

an

�-

gala
）
と
い
う
言
葉
は
、
イ
ン
ド
の
様
々
な
分
野
の
文
献
で
多
義
的
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
特
に
仏
教
文
献
で
は
、「
三
帰
依
」
や
「
正
見
」
を
論
じ
る
文
脈
で
、

そ
れ
ら
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
楠
本﹇
二

〇
一
四
﹈（http://id.nii.ac.jp/1219/00000447/

）
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。（
楠
本
・
小
林
）

【
親
鸞
用
語
例
】

（
一
）
天

①
「
教
巻
・
出
世
本
懐

大
経
」（
浄
二
・
一
〇
、
真
二
・
三
、
定
一
・
十
一
、

翻
・
欠
落
、
大
正
（№

360

）
十
二
・
二
六
六
下
）

ニ

コ
ヽ

ノ
タ
マ
ハ
ク

ヤ

於
レ

是
世
尊
告
テ二

阿
難
ニ一

曰
、

諸
天
ノ

敎
テレ

汝
ヲ

來シ
テ

問
ハ
シ
ム
ル

レ

佛ニ

邪
、

ミ
ヅ
カ
ラ

カ
ヲ
バ
セ

自
以
テ二

慧
見
ヲ一

問
ル二

威
顏
ヲ一

乎ヤ
ト。

②
「
教
巻
・
出
世
本
懐

如
来
会
」（
浄
二
・
一
一
、
真
二
・
三
、
定
一
・
十
三
、

翻
・
一
一
、
大
正
（№

310

）
十
一
・
九
二
中
）

ヨ
ル

世
尊
、
我
レ

見
マ
ツ
ル
ガ

二

如
來
ノ

光
瑞
希
有
ナ
ル
ヲ

一

故
ニ

發
セ
リ

二

斯
ノ

念
。ヲ一

非
ズ
ト

レ

因
ニ二

天

等
。ニ一

③
「
信
巻
・
明
所
被
機

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
一
二
、
真
二
・
八
六
、
定
一
・

一
六
四
、
翻
・
二
七
〇
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
八
〇
中
、
大
正
（№

375

）

十
二
・
七
二
三
中
）

ズ

シ
テ

天
ニ

為セ
ム二

是
レ

誰
、レ
ト
カ

一

不
レ

現
ゼ二

色
像
ヲ一

而
但
有
ル
コ
ト
ハ

レ

聲
。ノ
ミ

④
「
信
巻
・
明
所
被
機

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
一
三
、
真
二
・
八
八
、
定
一
・

一
六
六
、
翻
・
二
七
四
〜
二
七
五
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
八
一
上
、
大
正

（№
375

）
十
二
・
七
二
四
上
）

ネ
ン

彼
レ
ハ

天
中
天
。ナ
リ

以
テ二

何
ノ

因
緣
ヲ一

放
タ
マ
フ
ゾ
ヤ
ト

二

斯
ノ

光
明
。ヲ一

⑤
「
信
巻
・
明
所
被
機

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
二
一
、
真
二
・
九
五
、
定
一
・

一
七
九
、
翻
・
二
九
七
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
五
六
五
中
、
大
正
（№

375

）

十
二
・
八
一
一
下
〜
八
一
二
上
）

シ
タ
ガ
フ

テ

時
ニ

提
婆
逹
多
、
卽
便
法
ト
シ
テ

至
テ二

三
十
三
天
、ニ一

從
二

彼
ノ

天
人ニ一

而
求
二

ツ
ル
ガ

ス
ベ
テ

ノ

索
ス
ル
ニ

之ヲ
、一
其
ノ

福
盡
故
ニ

都
无
シ二

與タ
フ
ル

者
一。

⑥
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
〇
、
真
二
・
一

八
三
、
定
一
・
三
四
一
〜
三
四
二
、
翻
・
六
〇
二
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三

四
二
下
）

如
レ

是
天
師
梵

諸
天
王
ヲ

爲
シ
テ

レ

首
ト

兜
率
・
他
化
天

化
樂
・
須
夜

摩
能
ク

護
二

持
シ

養
三

育
セ
シ
ム

如
キレ

此
ノ

四
天
下
ヲ一

⑦
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
五
〇
、
真
二
・
一

九
九
、
定
一
・
三
七
四
〜
三
七
五
、
翻
・
六
五
五
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五

三
六
中
）

三
四



イ
ム
ニ

ト

ナ
ラ
ス

ロ
ウ

ツ
ヾ
ミ
ヲ

『
諸
天
内
音
』云
、
天
與
二

諸
仙
一

鳴
二

イ
ヱ樓
都
之
鼓
一。

⑧
「
行
巻
・
大
行
釈
・
引
文

十
住
論
」（
浄
二
・
二
〇
、
真
二
・
九
、
定
一
・

二
五
、
翻
・
三
三
〜
三
四
、
大
正
（№

1521

）
二
六
・
二
六
上
）

エ得
二

初
地
ヲ一

已
ル
ヲ

名
クレ

生
ト二

如
來
ノ

家
。ニ一

一
切
天
・
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
、

乃至
聲
聞
・
辟
支
等
、
所
ナ
リ

二

共
ニ

供
養
シ

恭
敬
。ス
ル

一

⑨「
信
巻
・
大
信
釈
・
引
文

如
来
会
」（
浄
二
・
六
八
、
真
二
・
四
九
、
定
一
・

九
八
、
翻
・
一
五
六
、
大
正
（№

310
）
十
一
・
一
〇
一
中
）

ミ

シ
ロ
シ
メ
セ
リ

如
來
ノ

功
德
ハ

佛
ノ
ミ

自
知
。

唯
マ
シ
マ
シ
テ

有
二

世
尊
一

能
ク

開
示
。シ
タ
マ
フ

天
・
龍
・
夜
叉
所
ナ
リ

レ

不
ルレ

及
。バ

⑩「
信
巻
・
大
信
釈
・
引
文

散
善
義
」（
浄
二
・
七
二
、
真
二
・
五
三
、
定
一
・

一
〇
四
、
翻
・
一
六
七
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
七
一
中
）

若
シ

佛
ノ

所
有
ノ

言
說
、ハ

卽
是
レ

正
敎
・
正
義
・
正
行
・
正
解
・
正
業
・
正

ス
ベ
テ
ズ

智
。ナ
リ

若
シ
ハ

多
若
ハ

少
、衆
不
レ

問
ハ二

菩
薩
・
人
・
天
等
、ヲ一

定
メ
ム

二

其
ノ

是
非
ヲ一

ヤ也
。

⑪
「
信
巻
・
三
一
問
答
・
法
義
釈
・
欲
生
釈
」（
浄
二
・
八
九
、
真
二
・
六
七
、

定
一
・
一
三
〇
、
翻
・
二
一
二
〜
二
一
三
）

ハ
白
者
卽
是
選
擇
攝
取
之
白
業
、
往
相
回
向
之
淨
業
也
。
黑
者
卽
是
无
明

煩
惱
之
黑
業
、
二
乘
・
人
・
天
之
雜
善
也
。

⑫
「
証
巻
・
真
実
證
釈
・
引
文

大
経
」（
浄
二
・
一
三
四
、
真
二
・
一
〇
四
、

定
一
・
一
七
九
、
翻
・
三
三
三
〜
三
三
四
、
大
正
（№

360

）
十
二
・
二
七
一
下
）

其
レ

諸
ノ

聲
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
、
智
慧
高
明
ニ
シ
テ

神
通

ホ
ガ
ラ
カ
ナ
リ

ア
キ
ラ
カ
ナ
リ

洞

サ
ト
ル

コ
ト

カ
タ
チ

逹
。セ
リ

咸
ゴ
ト
ク

同
ジ
ク

一
類
、ニ
シ
テ

形チ

无
シ二

異
狀
一。

但
因
二―

順
ス
ル
ガ

餘
方
ニ一

カ
ヲ
バ
セ

カ
ヲ
バ
セ

ナ
ヲ
シ

タ
ヾ
シ

マ
レ
ナ
リ

カ
ヲ
バ
セ

故
、ニ

有
リ二

人
天
之
名
一。
顏

貌

端

政
ニ
シ
テ

超
テレ

世
ニ

希
有ナ

リ。
容
色

コ
マ
カ
ナ
リ

微
妙
、ニ
シ
テ

非
レ

天
ニ

非
ズレ

人
。

⑬
「
真
仏
土
巻
・
真
仏
土
釈
・
引
文

如
来
会
」（
浄
二
・
一
五
六
〜
一
五
七
、

真
二
・
一
二
一
、
定
一
・
二
二
九
〜
二
三
〇
、
翻
・
三
九
五
、
大
正
（№

310

）

十
一
・
九
五
下
）

ア
マ
ネ
ク

エ
チ

彼
之
光
明
淸
淨
廣
大
、ニ
シ
テ

普
令
ム二

衆
生
ヲ
シ
テ

身
心

ヨ
ロ
コ
ブ

悅

樂
。セ一

復
令
ム
ト

三

ク
ニ

エ

ク
ワ
ン
エ
チ
ヲ

一
切
餘ノ

佛
刹ノ

中
ノ

天
・
龍
・
夜
叉
・
阿
修
羅
等
皆
得
二

歡
悅
一。

⑭
「
真
仏
土
巻
・
真
仏
土
釈
・
引
文

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
六
七
、
真
二
・
一

三
〇
、
定
一
・
二
四
五
、
翻
・
四
二
四
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
五
六
四
上
、

大
正
（№

375

）
十
二
・
八
一
〇
下
）

マ
タ

佛
ヲ

亦
名
ク二

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
、ト一

亦
名
ク二

過
去
・
現
在
・

未
來ト一。

⑮
「
化
身
土
巻
本
・
自
釈
・
観
経
隠
顕
」（
浄
二
・
一
九
七
、
真
二
・
一
五
五
、

定
一
・
二
九
〇
、
翻
・
五
〇
七
）

對シ
テ二

五
正
行
ニ一

有
リ二

五
種
ノ

雜
行
一。
雜
ノ

言
ハ、
人
・
天
・
菩
薩
等
ノ

解
行
、

三
五



ヨ
リ

雜
セ
ル
ガ

故
ニ

曰
ヘ
リ

レ

雜
ト。
自
レ

本
ト

非
ズ二

往
生
ノ

因
種
、ニ一

廻
心
回
向
之
善
。ナ
リ

⑯
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

日
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
三
、
真
二
・
一

七
六
〜
一
七
七
、
定
一
・
三
三
〇
、
翻
・
五
八
二
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
二

八
二
中
）

ナ
ス

爾
ノ

時
ニ

佉
盧
蝨

仙
人
、
爲
下

於
テ二

諸
天
・
龍
・
夜
叉
・
阿
修
羅
・
緊
那

カ
ナ

羅
・
摩

羅
伽
・
人
・
非
人
等
一
切
大
衆
、ニ一

皆
稱
シ
テ

善
哉
歡
喜
無

量
。ナ
ル
コ
ト
ヲ

上

是
ノ

時
ニ

天
・
龍
・
夜
叉
・
阿
修
羅
等
、
日
夜
ニ

供
二

養
ス

佉
盧
蝨

。ヲ一

⑰
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
二
、
真
二
・
一

八
四
、
定
一
・
三
四
四
〜
三
四
五
、
翻
・
六
〇
七
、
大
正
（№
397

）
十
三
・
三

四
三
上
）ヒ

ト
ナ
リ

シ
ヤ
ウ

受テ二

提
謂

ヒ
ト
ナ
リ

波
利
ノ

諸
ノ

商
人
ノ

食
ヲ一

爲
ノ二

彼レ

等
ガ一

故
ニ

以
テ二

此
閻
浮
提
ヲ一

分
二

布
セ
シ
ム

天
・
龍
・
乾
闥
婆
・
鳩
槃
荼
・
夜
叉
等
。ニ一

護
持
養
育
ノ

故
ニ。

⑱
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
六
、
真
二
・
一

八
七
、
定
一
・
三
五
〇
、
翻
・
六
一
六
〜
六
一
七
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三

四
三
下
〜
三
四
四
上
）

爾
ノ

時
ニ

復
有
テ二

一
切
菩
薩
摩
訶
薩
、
一
切
諸
大
聲
聞
、
一
切
天
・
龍
、

ダ
チ

乃
至
一
切
人
・
非
人
等
一、
讚
テ

言
、サ
ク

善
哉
善
哉
、
大
雄
猛
士
、
汝
等
如
キレ

エ

シ
メ
ム
ト

エ

是
法
得
二

久
シ
ク

住
、コ
ト
ヲ

一

令
下

諸
ノ

衆
生
ヲ
シ
テ

得
レ

離
コ
ト
ヲ

二

惡
道
、ヲ一

速
ニ

趣
ム
カ

中

善

道
。ニ上

⑲
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
九
、
真
二
・
一

九
〇
、
定
一
・
三
五
五
〜
三
五
六
、
翻
・
六
二
五
〜
六
二
六
、
大
正
（№

397

）

十
三
・
三
五
五
中
〜
三
五
五
下
）

タ
ン
ナ

爾
時
ニ

復
有
テ二

一
切
天
・
龍
乃
至
一
切
迦

富
單
那
・
人
・
非
人
等
一、
皆

イ
テ

悉
ク

合
掌
シ
テ

作
サ
ク

二

如
ノレ

是
言
、ヲ一

我
等
於
下

佛
一
切
聲
聞
弟
子
、乃
至
若
シ

復
タ

キ
ム

ソ
ル

ヒ
ゲ

キ
ム

カ
タ
ニ

不
レ
ド
モ

レ

持
タ二

禁
戒
、ヲ一

剃
二

除
シ

鬚
髮
ヲ一

著
二

袈
裟ヲ

片
一

者
、ノ
ニ

上

作
サ
ム

二

師
長
ノ

想
。ヲ一

ア
タ
ヘ
テ

モ
チ
ヰ
ル

ホ
フ

護
持
養
育
シ
テ

與
二

諸ノ

所
須
ヲ一

令
メ
ム

レ

無カ
ラ二

乏
少
一。
若
シ

餘
ノ

天
・
龍
乃
至

ミ
バ

迦

富
單
那
等
、
作
シ二

其
惱
亂
、ヲ一

乃
至
惡
心
ヲ
シ
テ

以
テレ

眼
ヲ

視
レ

之
ヲ、
我
等

シ
メ
ム

ク
エ
チ

シ
ユ

ル
ナ
ラ

悉
ク

共
ニ

令
二

彼
ノ

天
・
龍
・
富
單
那
等
、
所
有
ノ

諸
相

カ
ケ
オ
ト
ル

缺
減
シ

ミ
ニ
ク
シ

醜

ミ
ニ
ク
シ

陋
一。

シ
メ
ム

マ
タ
エ

ジ

エ

令
三

彼
ヲ
シ
テ

不
ラ二

復
得
一レ

ア
タ
フ
ル
コ
ト
ヲ

與
二

我
等
共
ニ

住
シ

共
ニ

食
。ヲ一

亦
―

復
不
レ

得
二

ゲ

セ
ウ
ヲ

ヒ
ン

バ
チ

同
處
ニ
シ
テ

タ
ワ
ブ
レ

戲
ワ
ラ
フ
笑
一。
如
クレ

是
ノ

オ
イ
ヽ
ダ
ス

擯

ウ
ツ罰
。セ
ム
ト

⑳
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

盂
蘭
盆
經
疏
新
記
巻
上
」（
浄
二
・
二
五

三
、
真
二
・
二
〇
一
、
定
一
・
三
七
九
、
翻
・
六
六
三
、
新
纂
続
蔵
（№

372

）

二
一
・
四
五
六
下
）ク

ス
ベ
テ
オ
サ
ム
ト

ニ

大
智
律
師
ノ

云
、「
神
ハ

謂
ク

鬼
神
。ナ
リ

總
收
二

四
趣
、
天
・
修
・
鬼
・
獄
一。」

㉑
「
行
巻
・
正
信
偈
」（
浄
二
・
六
一
、
真
二
・
四
四
、
定
一
・
八
七
、
翻
・
一

三
九
）

キ
リ

貪
愛
・
瞋
憎
之
雲
霧
、
常
ニ

覆
ヘ
リ

二

眞
實
信
心
ノ

天
ニ一

㉒
「
証
巻
・
還
相
回
向
釈
・
引
文

論
註
」（
浄
二
・
一
四
二
、真
二
・
一
一
一
、

定
一
・
二
〇
八
〜
二
〇
九
、
翻
・
三
五
五
、
大
正（№

1819

）四
〇
・
八
四
一
上
）

三
六



偈
ニ

言
ヘ
リ
ト

下

雨
リ
テ

二

天
ノ

樂
・
華
・
衣
・
妙
香
等
、ヲ一

供
二

養
シ

讚
ニ三

諸
佛
功
德
一、

无
ガレ

有
二

分
別ノ

心
一

故
。ト上

㉓
「
化
身
土
巻
本
・
真
門
釈
・
引
文

華
厳
経
」（
浄
二
・
二
〇
八
、
真
二
・
一

六
四
、
定
一
・
三
〇
六
、
翻
・
五
三
七
〜
五
三
八
、
大
正
（№

279

）
十
・
四
二

五
下
、
大
正
（№

293
）
十
・
八
二
一
上
）

シ
ナ
フ

汝
念
ズ
ル
ニ

二

善
知
識
、ヲ一

生
ルレ

我
ヲ

如
シ二

父
母
。ノ一

養
レ

我
ヲ

如
シ二

乳
母
。ノ一

增
二

長
ス

菩

シ
チ
ヲ

ソ
ヽ
グ
ガ

提
分
、ヲ一

如
シ三

醫
二

療
ス
ル
ガ

衆
ヤ
マ
ヒ
疾
一。
如
シ三

天
ノ

シ
ャ
反
灑
二

甘
露
。ヲ一

㉔
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
四
八
、
真
二
・
一

九
七
、
定
一
・
三
七
〇
、
翻
・
六
四
九
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五
三
〇
上
）

セ
ン

チ
ョ
ウ

『
周
書
異
記
ニ』云
、
昭
王
廿
四
年
四
月
八
日
江
河
泉
水
悉
ク
ウ
カ
ビ
ハ
ン泛

ミ
ナ
ギ
ル

漲
。セ
リ

タ
チ
テ
ジ
ウ

オ
レ

ク
モ
リ

ク
ラ
シ

コ
ウ

穆
王
五
十
二
年
二
月
十
五
日

ア
ラ
キ
暴
風
起
樹
木
折
天
陰
雲
黑
、
有
リ二

白
虹
之

ク
ヱ
イ

ア
ヤ
シ
ミ

怪
一

也
。

㉕
「
信
巻
・
明
所
被
機

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
〇
九
、
真
二
・
八
四
、
定
一
・

一
六
〇
、
翻
・
二
六
三
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
七
六
上
、
大
正
（№

375
）

十
二
・
七
一
九
上
）

ハ

ハ

又
復
地
者
名
クレ

人
ニ、
獄
者
名
クレ

天
ニ。

㉖
「
信
巻
・
明
所
被
機

涅
槃
経
」（
浄
二
・
一
一
一
、
真
二
・
八
五
〜
八
六
、

定
一
・
一
六
二
、
翻
・
二
六
七
、
大
正
（№

374

）
十
二
・
四
七
七
中
、
大
正
（№

375

）
十
二
・
七
二
〇
中
）

ハ
ハ
ヅ

ハ
ハ
ヅ

慚
者
羞
レ

人
ニ、
愧
者
羞
レ

天
ニ。
是
ヲ

名
ク二

慚
愧
。ト一

㉗
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
四
五
、
真
二
・
一

九
四
、
定
一
・
三
六
四
〜
三
六
五
、
翻
・
六
四
一
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五

二
六
上
）

レ
イ
ケ
イ

ク
ワ
イ
リ
ニ

ニ

シ
ン
イ
チ

テ
ウ

セ
メ

老
子
ハ

生
テ二

於
賴
郷
、ニ一

サ
ウ
ハ
ブ
ラ
ル

葬
二

於
槐
里
一。

ツ
マ
ビ
ラ
カ
ン
ス

詳
レ

乎
二

秦
佚
之
ト
ブ
ラ
フ

弔
一。
責
在
リ一

ト
ン

ケ
イ
ニ

ノ
ガ
ル
遁
天
之
形
一。

㉘
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

弁
正
論
」（
浄
二
・
二
四
五
、
真
二
・
一

九
五
、
定
一
・
三
六
五
、
翻
・
六
四
一
〜
六
四
二
、
大
正
（№

2110

）
五
二
・
五

二
六
上
）

ト
ン

ケ
イ
ト

メ
ハ
オ
モ
ヘ
ラ
ク

イ
ニ
シ
ヘ

古

者
謂
二

之
ヲ

ノ
ガ
ル
遁
天
之
カ
タ
チ
形
一。

始
以
爲
其
ノ

人
也
、
而
ニ

今
非
也
。

ハ

ベ
ン
バ
ク

遁
者
隱
也
、
天
者

マ
ヌ
カ
ル

免
縛
也
、
形
者
身
也
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

親
鸞
の
引
用
す
る
経
論
に
あ
ら
わ
れ
る
「
天
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
意
味
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
四
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
一
般
的
な
神
（deva

）
と
い
う
意
味
を
総
称
と
し

て
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
、
①
・
②
・
③
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑦
な

ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
④
の
「
天
中
天
」
も
、
仏
の
こ
と
を
「
神
々
の
中
で
最
も

優
れ
た
神
」
と
言
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
は
そ
の
神
々
の
世
界

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
三
十
三
天
に
住
す
る
神
を
「
彼
の
天
人
」
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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第
二
に
、
最
も
多
い
の
は
、
仏
教
的
宇
宙
論
に
基
づ
く
世
界
観
を
背
景
に
し
た

衆
生
の
分
類
を
示
す
用
例
で
あ
る
。
⑧
「
一
切
天
・
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
、
乃
至

聲
聞
・
辟
支
等
」、
⑨
「
天
・
龍
・
夜
叉
」、
⑩
「
菩
薩
・
人
・
天
等
」、
⑪
「
二

乗
・
人
・
天
」、
⑫
「
聲
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
」、
⑬
「
天
・
龍
・
夜
叉
・
阿
修
羅

等
」、
⑭
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
」、
⑮
「
人
・
天
・
菩
薩
等
」、
⑯
「
諸

天
・
龍
・
夜
叉
・
阿
修
羅
・
緊
那
羅
・
摩

羅
伽
・
人
・
非
人
等
」、「
天
・
龍
・

夜
叉
・
阿
修
羅
等
」、
⑰
「
天
・
龍
・
乾
闥
婆
・
鳩
槃
荼
・
夜
叉
等
」、
⑱
「
一
切

天
・
龍
、
乃
至
一
切
人
・
非
人
等
」、
⑲「
一
切
天
・
龍
乃
至
伽

富
單
那
・
人
・

非
人
等
」、「
天
・
龍
乃
至
伽

富
單
那
等
」、「
天
・
龍
・
富
單
那
等
」、
⑳「
天
・

修
・
鬼
・
獄
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

第
三
は
「
地
」
に
対
し
て
「
天
」
と
言
っ
た
も
の
で
、
そ
の
意
は
空
（
そ
ら
）

と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
㉑
・
㉒
・
㉓
・
㉔
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

第
四
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
例
と
し
て
、
㉕
・
㉖
・
㉗
・
㉘
を

あ
げ
て
お
く
。
㉕
は
「
地
獄
」
の
語
義
に
つ
い
て
、「
地
」＝
人
、「
獄
」＝

天
の

意
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
地
獄
」
の
原
語naraka

を
nara

と
ka

に
分
割
し
、nara

は
人
、ka

は
空
の
意
で
あ
る
と
し
た
一
種
の
言
葉
遊
び
に
過

ぎ
な
い
。
㉖
は
「
慚
愧
」
の
語
義
と
し
て
、「
慚
」
は
人
に
羞
じ
、「
愧
」
は
天
に

羞
じ
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

諸
橋
（
四
、
一
一
五
七
）
に
は
「
慙
者
自
不
作
罪
、
愧
者
羞
天
、
是
名
慙
愧
」（
涅

槃
経
十
九
）
と
あ
る
。
ま
た
、
㉗
・
㉘
は
老
子
の
道
教
と
釈
尊
の
説
い
た
仏
教
と

の
優
劣
を
論
じ
た
『
弁
正
論
』
の
引
文
で
、
老
子
の
死
に
際
し
て
多
く
の
人
が
泣

き
叫
ん
だ
と
い
う
伝
承
に
よ
り
、
老
子
が
天
の
束
縛
を
離
れ
た
真
の
仙
人
と
は
言

え
な
い
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。（
そ
の
詳
細
は
、
後
の
『
弁
正
論
』
の
項
を
参

照
）仏

教
成
立
以
前
か
ら
広
く
イ
ン
ド
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
々
（deva

）
は
仏

教
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
漢
訳
経
典
で
は
一
般
に
「
天
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
釈
尊
は
兜
率
天
か
ら
下
生
し
て
入
胎
し
た
と
さ

れ
、
成
道
後
に
は
梵
天
の
勧
請
に
よ
っ
て
説
法
を
決
意
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
な

ど
、
天
に
関
す
る
記
述
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
天
は

須
弥
山
を
中
心
と
す
る
仏
教
的
宇
宙
論
の
展
開
と
と
も
に
複
雑
に
体
系
化
さ
れ
、

三
界
、
六
道
（
五
趣
）
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
天
に

従
う
眷
属
等
と
し
て
、
龍
（nāga

）、
夜
叉
（yaks

� a

）、
緊
那
羅
（kim

� nara

）、

摩

羅
伽（m

ahoraga

）、
乾
闥
婆（gandharva

）、
鳩
槃
荼（kum

bhān

� d

� a

）、

伽

富
單
那（kat

� apūtana

）等
の
神
的
・
霊
的
存
在
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
『
経
律
異
相
』（
大
正№

2121

）
は
「
天
地
部
」
の
「
天
部
」
中
に
三
界

諸
天
を
挙
げ
、「
鬼
神
部
」
の
中
に
阿
修
羅
、
乾
闥
婆
、
緊
那
羅
を
挙
げ
、
さ
ら

に
雑
鬼
神
の
項
目
中
に
餓
鬼
を
含
め
な
が
ら
、
龍
は
「
畜
生
部
」
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
法
苑
珠
林
』（
大
正№

2122

）
は
、（
二
）
三
界
篇
に
諸

天
を
挙
げ
、（
四
）
六
道
篇
と
し
て
1
諸
天
部
、
2
人
道
部
、
3
修
羅
部
、
4
鬼

神
部
、
5
畜
生
部
、
6
地
獄
部
の
項
目
を
立
て
て
お
り
、
天
の
扱
い
は
必
ず
し
も

統
一
し
て
い
な
い
。
右
の
用
例
の
第
二
に
分
類
し
た
も
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を

反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
国
で
は
、
仏
教
伝
来
以
前
の
儒

教
や
道
教
に
基
づ
く
神
的
存
在
が
信
仰
さ
れ
る
と
い
う
状
況
の
下
で
、
漢
訳
経
典

は
様
々
な
解
釈
が
混
在
す
る
形
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
日
本
で

は
神
道
的
世
界
観
に
基
づ
く
神
々
と
の
習
合
に
よ
り
、
神
的
存
在
に
関
す
る
概
念

は
一
層
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
親
鸞
が
現
実
世
界
を
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ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
天
を
拝
す
る
偽
な
る
世
界
か
ら
仏
に
帰
依
す
る
真
な
る
世

界
へ
導
こ
う
と
し
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

次
の
引
用
経
典
で
あ
る
「
日
蔵
分
」、「
月
蔵
分
」
の
検
討
に
お
い
て
、
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
⑳
の
用
例
に
注
意
し
て
お
く
に
と

ど
め
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
「
天
・
修
・
鬼
・
獄
」
は
、
輪
廻
す
る
衆
生
が
趣
く

境
界
と
し
て
の
「
天
・
阿
修
羅
・
餓
鬼
・
地
獄
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
の
四
趣
を
包
摂
す
る
語
と
し
て
「
鬼
」＝

「
鬼
神
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
た
い
。（
小
山
）

（
二
）
鬼
神

①
「
化
身
土
巻
本
・
三
願
転
入
・
結
説
総
勧

玄
義
分
」（
浄
二
・
二
一
〇
・
真

二
・
一
六
六
、
定
一
・
三
一
〇
、
翻
・
五
四
三
、
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
四

七
上
）

ヨ
リ

バ

是
ヲ

以
テ

據
テ二

經
家
ニ一

ヒ
ラ
キ
披
タ
ル
ニ

二

師
釋
、ヲ一

「
ワ
キ
マ
ウ

辯
ゼ二

說
人
ノ

差
別
ヲ一

者
、
凡
ソ

諸
經
ノ

ズ

ハ

起
說
不
レ

過
ギ二

五
種
。ニ一

一
者
佛
說
、
二
者
聖
弟
子
說
、
三
者
天
仙
說
、
四

者
鬼
神
說
、
五
者
變
化
說
。ナ
リ

」

②
「
消
息
」（
浄
二
・
七
八
九
、
真
二
・
六
六
八
、
定
三
書
・
八
〇
）

き
ゃ
う

ご
し
ゅ

ぶ
ち

よ
ろ
づ
の
經
を
と
か
れ
候
に
、
五
種
に
は
す
ぎ
ず
候
な
り
。
一
に
は
佛

せ
ち

し
や
う
で

し

せ
ち

て
ん
せ
ん

せ
ち

く
ゐ
じ
ん

せ
ち

說
、
二
に
は
聖
弟
子
の
說
、
三
に
は
天
仙
の
說
、
四
に
は
鬼
神
の
說
、

へ
ん
ぐ
ゑ

せ
ち

五
に
は
變
化
の
說
と
い
へ
り
。

③
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

日
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
三
、
真
二
・
一

七
六
、
定
一
・
三
三
〇
、
翻
・
五
八
一
〜
五
八
二
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
二

八
二
中
）

ス
シ
ヨ

ヲ
ウ

テ

四
方
四
維
皆
ナ

悉
ク

擁
二

護
ス

一
切
洲
渚
及
ビ

諸
ノ

城
邑
。ヲ一

亦
置
二

鬼
神
ヲ一

而

守
二

護
セ
シ
ム

之
。ヲ一

④
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
二
七
、
真
二
・
一

八
〇
、
定
一
・
三
三
六
、
翻
・
五
九
一
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三
四
一
上
）

シ
テ

シ
テ

爾
ノ

時
ニ

世
尊
於
二

彼
ノ

諸
ノ

惡
鬼
神
衆
ノ

中
ニ一

說
キ
タ
マ
フ

レ

法
時
ニ、
於
二

彼
ノ

諸
ノ

惡

ム
カ
シ

カ
レ

イ
テ

鬼
神
衆
中
、ニ一

彼
ノ

惡
鬼
神
ハ、
昔
於
テ二

佛
法
ニ一

ナ
セ
リ
シ
カ
ド
モ

作
二

決
定
ノ

信
、ヲ一

彼
於
二

チ
カ

後
ノ

時
ニ一

近
ヅ
キ
テ

二

惡
知
識
ニ一

心
ニ

見
ル二

他
ノ

ト
ガ
ヲ
過
一。
以
テ二

是
ノ

因
緣
ヲ一

生
ル
ト

二

惡
鬼
神
。ニ一

⑤
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
〇
、
真
二
・
一

八
二
、
定
一
・
三
四
一
、
翻
・
六
〇
一
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三
四
二
中
）

是ノ

故ニ

願
ハ

佛
、
於
イ
テ

二

此
ノ

閻
浮
提
ノ

一
切
國
土
、ニ一

彼
ノ

諸
鬼
神
、
分
布
安

置
、シ
テ

爲
メ
ノ

二

護
持
ノ一

故ヘ

爲
レ

護
ガ二

一
切
諸
ノ

衆
生
ヲ一

故
ニ。

⑥
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

月
蔵
分
」（
浄
二
・
二
三
三
、
真
二
・
一

八
五
、
定
一
・
三
四
六
、
翻
・
六
〇
九
、
大
正
（№

397

）
十
三
・
三
四
三
中
）

復
爲
ノレ

護
ガ二

世
間
ヲ一

故
ニ

以
テ二

此
ノ

閻
浮
提
所
集
ノ

鬼
神
ヲ一

分
布
安
置
ス。
護
持
養

育
。ス
ベ
シ
ト

⑦
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

首
楞
厳
経
」（
浄
二
・
二
三
九
、
真
二
・

一
九
〇
、
定
一
・
三
五
六
、
翻
・
六
二
七
、
大
正
（№

945

）
十
九
・
一
三
一
下
）
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ト

彼
等
ノ

諸
魔
、
彼
ノ

諸
鬼
神
、
彼
ラ
ノ等
群
邪
、
亦
有
テ二

徒
衆
一、
各
各
ミ
ヅ
カ
ラ

自

謂
。ハ
ム

成
テ二

无
上
道ヲ一、
我
ガ

滅
度
ノ

後
末
法
之
中
ニ、
多
カ
ラ
ム

二

此
魔
民
一、
多
ラ
ム

二

此
ノ

鬼

神
一、
多
ラ
ム

二

此
ノ

ホ
ロ
ブ

エ
ウ妖
邪
一。

⑧
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

灌
頂
経
」（
浄
二
・
二
四
〇
、
真
二
・
一

九
一
、
定
一
・
三
五
六
、
翻
・
六
二
七
、
大
正
（№

1331

）
二
一
・
五
〇
二
中
）

カ
ク

三
十
六
部
ノ

神
王
、萬
億
恆
沙
ノ

鬼
神
ヲ

爲
シ
テ

二

ク
エ
ン
眷
屬
、ト一

陰
シレ

オ
モ
ヒ
相
ヲ

番
ニ

カ
ハ
リ
テ

代
、

ヒ
ト

護
ル
ト

下

受
ク
ル

二

三
歸
ヲ一

者
。ヲ上

⑨
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

十
輪
経
」（
浄
二
・
二
四
〇
、
真
二
・
一

九
一
、
定
一
・
三
五
七
、
翻
・
六
二
八
、
大
正
（№

411

）
十
三
・
七
三
七
中
〜

七
三
七
下
）

或
ハ

執
シ
テ

二

種
種
ニ

若
ハ

少
若
ハ

多
、
古
凶
之
相
、ヲ一

マ
ツ
リ
祭
テ二

鬼
神
、ヲ一

乃至
而
生
ジ二

極
重

大
罪
惡
業
、ヲ一

近
ヅ
ク

二

无
間
罪
。ニ一

⑩
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

梵
網
経
」（
浄
二
・
二
四
一
、
真
二
・
一

九
一
、
定
一
・
三
五
八
、
翻
・
六
二
九
〜
六
三
〇
、
大
正
（№

1484
）
二
四
・
一

〇
〇
八
下
）

ズ

ズ

出
家
ノ

人
ノ

法
ハ、
不
下

向
テ二

國
王
ニ一

禮
拜
、セ上

不
下

向
テ二

父
母
ニ一

禮
拜
、セ上

六
シ
タ
シ
親
ニ

ズ不
レ

ム
ツ
カ
ヘ

務
、
鬼
神
ヲ
ズ
ト不レ
禮
セ。

⑪
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

起
信
論
」（
浄
二
・
二
四
一
、
真
二
・
一

九
二
、
定
一
・
三
五
九
、
翻
・
六
三
一
、
大
正
（№

1666

）
三
二
・
五
八
二
中
）

ラ
ル

或
有
テ二

衆
生
一、
無
レ
バ

二

善
根
力
一、
則
爲
ニ二

諸
魔
・
外
道
・
鬼
神
ノ一

所
二

誑
惑
。セ一

⑫
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

盂
蘭
盆
経
疏
新
記
」（
浄
二
・
二
五
三
、

真
二
・
二
〇
一
、
定
一
・
三
七
九
、
翻
・
六
六
三
、
新
纂
続
蔵
（№

372

）
二
一
・

四
五
六
下
））

ス
ベ

オ
サ

神
ハ

謂
ク

鬼
神ナ
リ。
總
テ

收
ム
ト

二

四
趣
、
天
・
修
・
鬼
・
獄
。ニ一

⑬
「
化
身
土
巻
末
・
外
教
釈
・
引
文

論
語
」（
浄
二
・
二
五
三
、
真
二
・
二
〇

一
、
定
一
・
三
八
〇
、
翻
・
六
六
五
）

キ

ズ

季
路

ト
ハ
ク

問
、

ツ
カ
ヘ
ム
カ
ト

事
二

鬼
神
。ニ一

子ノ

曰ク

、
不
レ

能
レ

事コ
ト。

人
イ
ヅ
ク
ン
ゾ

焉

能ク

事
ヘ
ム
ヤ
ト

二

鬼

神
。ニ一

⑭
「
浄
土
和
讃

現
世
利
益
讃
」（
浄
二
・
三
九
二
、
真
二
・
四
九
八
、
定
二
和
・

六
四
）て

ん
じ
ん

ぢ

ぎ

天
神
・
地
祇
は
こ
と
ご
と
く

ぜ
ん
く
ゐ
じ
ん

善
鬼
神
と
な
づ
け
た
り

ぜ
ん
じ
ん

こ
れ
ら
の
善
神
み
な
と
も
に

ね
む
ぶ
ち

念
佛
の
ひ
と
を
ま
も
る
な
り

⑮
「
浄
土
和
讃

現
世
利
益
讃
」（
浄
二
・
三
九
二
、
真
二
・
四
九
八
、
定
二
和
・

六
四
）ぐ

わ
ん
り
き
ふ

し

ぎ

し
ん
じ
む

願
力
不
思
議
の
信
心
は

だ
い
ぼ
だ
い
し
む

大
菩
提
心
な
り
け
れ
ば

四
〇



て
ん
ち

あ
く
く
ゐ
じ
ん

天
地
に
み
て
る
惡
鬼
神

み
な
こ
と
ご
と
く
お
そ
る
な
り

⑯
「
正
像
末
和
讃

悲
歎
述
懐
」（
浄
二
・
五
二
二
、
真
二
・
五
二
八
、
定
二
和
・

二
一
二
）

ぐ
ゑ
だ
う

ぼ
む
じ

に
け
ん
し

外
道
・
梵
士
・
尼
乾
志
に

こ
ゝ
ろ
は
か
は
ら
ぬ
も
の
と
し
て

に
ょ
ら
い

ほ
ふ
ゑ

如
來
の
法
衣
を
つ
ね
に
き
て

ゐ
ち
さ
い
く
ゐ
じ
ん

一
切
鬼
神
を
あ
が
む
め
り

⑰
「
正
像
末
和
讃

悲
歎
述
懐
」（
浄
二
・
五
二
二
、
真
二
・
五
二
八
、
定
二
和
・

二
一
三
）

か
な
し
き
か
な
や
こ
の
ご
ろ
の

わ
こ
く

だ
う
ぞ
く

和
國
の
道
俗
み
な
と
も
に

ぶ
ち
け
う

ゐ

ぎ

佛
敎
の
威
儀
を
も
と
ゝ
し
て

て
ん
ち

く
ゐ
じ
ん

そ
ん
き
や
う

天
地
の
鬼
神
を
尊
敬
す

〔
コ
メ
ン
ト
〕

①
・
②
は
経
典
の
説
者
に
五
種
の
区
別
が
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
五
説
」

を
述
べ
た
も
の
で
、
①
に
言
う
「
師
釋
」
と
は
『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
大
正
（№

1753

）
三
七
・
二
四
七
上
）
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
巻
二
（
大
正
（№

1509

）

二
五
・
六
六
中
）に
は「
佛
法
有
五
種
人
説
。
一
者
佛
自
口
説
。
二
者
佛
弟
子
説
。

三
者
仙
人
説
。
四
者
諸
天
説
。
五
者
化
人
説
」
と
あ
り
、「
鬼
神
」
は
挙
げ
ら
れ

て
い
な
い
。

③
以
下
⑬
ま
で
は
す
べ
て
、
こ
れ
よ
り
後
の
化
身
土
巻
末
の
引
用
文
中
に
見
え

る
用
例
で
あ
り
、
そ
の
中
の
③
〜
⑥
は
『
大
集
経
』
の
引
文
で
あ
る
。

③
は
四
天
王
が
須
弥
山
の
四
方
を
分
担
し
て
護
持
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
四
洲
に
鬼
神
を
配
置
し
て
守
護
せ
し
め
る
と
述
べ
た
も
の
。
⑤
・
⑥
も
ほ
ぼ
同

じ
文
脈
で
、
色
界
の
諸
天
、
欲
界
の
四
天
王
の
も
と
に
配
さ
れ
る
位
の
低
い
神
格

を
指
し
て
鬼
神
と
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
④
は
、
悪
鬼
神
と
言
わ
れ
る
も

の
は
、
も
と
も
と
仏
を
信
じ
て
い
た
も
の
が
悪
知
識
に
よ
っ
て
悪
鬼
神
に
な
っ
た

も
の
だ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
悪
鬼
神
に
対
す
る
も
の
と
し
て
善
鬼
神
を
意
味
づ

け
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
⑧
も
ま
た
、
神
王
が
鬼
神
を
従
え
て
三
宝

に
帰
依
す
る
人
を
守
護
す
る
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
⑦
は
末
法
の
時
代
に
な
る
と
諸
魔
や
鬼
神
が
多
く
な
る
と
述

べ
、
こ
れ
ら
を
「
邪
」
と
し
て
い
る
。
⑨
は
鬼
神
を
祭
る
こ
と
は
無
間
地
獄
に
堕

ち
る
大
悪
業
で
あ
る
と
誡
め
、
⑩
で
は
そ
れ
故
に
出
家
者
は
鬼
神
を
礼
せ
ず
と
示

し
、
⑪
は
鬼
神
を
諸
魔
・
外
道
と
同
列
に
置
い
て
、
衆
生
を
惑
わ
す
も
の
だ
と
し

て
い
る
。
⑫
は
前
項
に
お
け
る
用
例
⑳
と
同
一
で
あ
る
。
⑬
は
『
論
語
』
の
訓
点

を
付
け
替
え
て
「
人
が
ど
う
し
て
鬼
神
に
つ
か
え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う

意
味
に
読
ん
で
い
る
。
⑭
か
ら
⑰
の
和
讃
は
、
鬼
神
に
は
善
鬼
神
と
悪
鬼
神
と
の

区
別
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
善
鬼
神
は
仏
法
者
を
守
護
し
、
悪
鬼
神
と
い
え
ど
も

仏
法
者
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
、
仏
教
に
帰
依
す
る
も
の
が
鬼
神
を

祭
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
鬼
神
は
天
に
属
す
る
も
の
と
は
別
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
天
あ
る
い
は
天
神
と
、
鬼
神
あ
る
い
は
鬼
と
の
区

四
一



別
は
明
瞭
で
は
な
い
。
ま
た
、
鬼
神
に
は
餓
鬼
に
通
じ
る
面
が
あ
り
、
魔
と
の
関

係
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
よ
り
後
の
『
大
集
経
』
の

項
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。（
小
山
）

【
講
録
】

善
譲
『
敬
信
記
』
は
「
此
般
舟
三
昧
経
ハ
有
リ
難
キ
経
ニ
シ
テ
。
浄
土
門
ノ
行

者
ハ
別
シ
テ
尊
ム
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
と
い
い
、
ま
た
、
鳳
嶺
『
講
義
』
は
「
化
巻

末
一
巻
の
素
意
は
。
此
般
舟
経
の
一
文
に
て
尽
く
る
な
り
」
と
し
て
以
下
の
引
用

文
は
す
べ
て
こ
の
文
に
帰
す
と
述
べ
る
な
ど
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
不
事
余
道
不
祈
鬼
神
」
の
理
由
と
し
て
僧
鎔
『
一
渧
録
』
は
「
凡
そ
三
義
あ

り
」
と
い
い
、
一
に
「
邪
見
」
に
な
る
こ
と
を
「
遠
離
」
す
る
た
め
（
遠
離
邪
見
）、

二
に
仏
法
者
は
「
所
護
」、
諸
天
は
「
能
護
」
で
あ
っ
て
、
仏
法
者
が
諸
天
を
祈

れ
ば
「
能
所
が
顛
倒
」
す
る
た
め
（
為
擁
護
）、
三
に
一
向
専
修
の
立
場
で
あ
る

た
め
（
順
一
向
専
修
宗
意
）
を
挙
げ
、
前
二
者
は
仏
教
全
般
、
最
後
の
も
の
は
専

修
念
仏
特
有
の
性
格
で
あ
る
と
解
説
す
る
。と
く
に
二
番
目
の
理
由
に
関
し
て「
能

護
の
天
神
を
所
護
の
方
よ
り
礼
拝
す
る
な
ど
ゝ
云
ふ
は
却
っ
て
能
所
が
顛
倒
す
、

祈
ら
ず
と
も
擁
護
に
預
か
る
こ
と
な
れ
ば
、
別
に
祈
る
こ
と
を
用
い
ず
」
と
い
う

点
は
、
親
鸞
の
神
祇
観
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。
戸
頃
﹇
一

九
六
七
﹈、
山
折
﹇
一
九
七
三
﹈
な
ど
の
よ
う
に
「
神
祇
不
拝
」
と
「
神
祇
護
念
」

は
矛
盾
・
妥
協
で
あ
る
と
の
見
解
は
、
こ
の
点
を
押
さ
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生

ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。（
金
見
）

【
略
号
】

安
楽
集：

『
安
楽
集
』
大
正
（№

1958

）
四
七
、
道
綽

一
多：

『
一
念
多
念
分
別
事
』
大
正
（№

2677

）
八
三
、
隆
寛

一
滞
録：

『
本
典
一
滞
録
』
真
宗
叢
書
八
、
僧
鎔

盂
蘭
盆
經
疏
新
記：

『
盂
蘭
盆
經
疏
新
記
』
新
纂
続
蔵
（№

372

）
二
一
、
宗
密
疏
・
元

照
記

往
生
要
集：

『
往
生
要
集
』
大
正
（№

2682

）
八
四
、
源
信

月
蔵
分：

『
大
方
等
大
集
経
』「
月
蔵
分
」
大
正
（№

397

）
一
三
・
二
九
八
上
〜
、
那
連

提
耶
舎
訳

観
経：

『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
』
大
正
（№

365

）
一
二
、

良
耶
舎
訳

潅
頂
経：

『
仏
説
潅
頂
七
万
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
』
大
正
（№

1331

）
二
一
、
帛
戸
梨

蜜
多
羅
訳

起
信
論：

『
大
乗
起
信
論
』
大
正
（№

1666

）
三
二
、
馬
鳴
造
・
真
諦
訳

敬
信
記：

『
顕
淨
土
敎
行
證
文
類
敬
信
記
』
真
宗
全
書
三
十
、
三
一
、
善
譲

玄
義
分：

『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』「
観
経
玄
義
分
」
大
正
（№

1753

）
三
七
、
善
導

講
義：

『
教
行
信
証
講
義
』
教
行
信
証
講
義
集
成
、
鳳
嶺

国
一
切：

『
国
訳
一
切
経
』
大
東
出
版
社

国
大
蔵：

『
国
訳
大
蔵
経
』
国
民
文
庫
刊
行
会

散
善
義：

『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』「
観
経
正
宗
分
散
善
義
」
大
正
（№

1753

）
三
七
、
善

導
四
教
集
解：

『
天
台
四
教
集
解
』
新
纂
続
蔵
（№

976

）
五
七
、
従
義

次
第
初
門：
『
法
界
次
第
初
門
』
大
正
（№

1925

）
四
六
、
智
顗

十
輪
経：

『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
大
正
（№

411

）
一
三
、
玄
奘
訳

四
二



樹
心
録：

『
敎
行
信
證
文
類
樹
心
録
』
真
宗
全
書
三
六
、
智
暹

首
楞
厳
経：
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
證
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
大
正
（№

945

）

一
九
、
般
剌
蜜
帝
訳

浄：

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
（
旧
・
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）『
浄
土
真
宗

聖
典
全
書
』

浄
土
論：

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
』
大
正
（№

1519

）
二
六
、
婆
薮
槃
豆
造
・
菩
提
流
支

訳
真：

真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
『
真
宗
聖
教
全
書
』

新
国
訳：

『
新
国
訳
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版

新
纂
続
蔵：

『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』

随
聞
記：

『
敎
行
信
證
文
類
随
聞
記
』
真
宗
全
書
、
二
六
〜
二
九
、
僧
叡

大
経：

『
仏
説
無
量
寿
経
』
大
正
（№

360

）
一
二
、
康
僧
鎧
訳

大
正：

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

定：

親
鸞
聖
人
全
集
刊
行
会
『
定
本

親
鸞
聖
人
全
集
』

日
蔵
分：

『
大
方
等
大
集
経
』「
日
蔵
分
」
大
正
（№

397

）
一
三
・
二
三
三
上
〜
、
那
連

提
耶
舎
訳

涅
槃
経：

『
大
般
涅
槃
経
』
大
正
（№

374

）
一
二
、
曇
無
讖
訳

涅
槃
経：

『
大
般
涅
槃
経
』
大
正
（№

375

）
一
二
、
慧
厳
訳

弁
正
論：

『
弁
正
論
』
大
正
（№

2110

）
五
二
、
法
琳

法
事
讃：

『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
』
大
正
（№

1979

）
四
七
、
善
導

翻：

大
谷
大
学
編
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念

顕
浄
土
真
実
教
行
証

文
類

翻
刻
編
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
二
〇
一
二

梵
網
經：

『
梵
網
経
』「
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
戒
品
」
大
正
（№

1484

）
二
四
、
鳩
摩

羅
什
訳

薬
師
経：

『
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
大
正
（№

450

）
一
四
、
玄
奘
訳

論
語：

井
波
律
子
訳
『
完
訳
論
語
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六

論
註：

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
大
正
（№

1819

）
四
〇
、
曇
鸞

D
:

デ
ル
ゲ
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

M
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P:

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

PSS:
Pratyutpannabuddhasam

� m
ukhāvasthitasam

ādhisūtra.
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【
参
考
文
献
】

安
藤
文
雄
「『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
教
誡
」
の
意
味
」『
親
鸞
教
学
』
第
五
五
号
、

七
〇
〜
八
九
頁
、
一
九
九
〇

一
楽

真
「
無
戒
名
字
の
比
丘
」『
親
鸞
教
学
』
第
五
六
号
、
四
七
〜
六
〇
頁
、
一
九
九

〇
井
上
見
淳
「
親
鸞
に
お
け
る
偽
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
試
論

真
仮
偽
判
へ
の
疑
問

を
通
し
て
」『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
五
集
、
一
九
〜
三
六
頁
、

二
〇
〇
三

横
超
慧
日
「
親
鸞
聖
人
と
涅
槃
経
」『
親
鸞
教
学
』
第
八
号
、
八
四
〜
九
五
頁
、
一
九
六

六
大
江
淳
誠
『
教
行
信
証
講
義
録
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
四

大
田
利
生
「
般
舟
三
昧
と
浄
土
教
」『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四
二
三
号
、
一
三
四
〜
一
五

八
頁
、
一
九
八
三

四
三



岡
亮
二
「
親
鸞
の
念
仏
三
昧
義
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
一
号
、
二
五
七
〜
二
七

〇
頁
、
一
九
七
六

岡
本
法
治
「
勘
決
真
偽

親
鸞
の
宗
教
批
判
」『
龍
谷
教
学
』第
三
二
号
、八
二
〜
九
八
、

一
九
九
七

尾
崎
秀
行
他
「『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
（
末
）」
校
異
」『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所

紀
要
』
第
四
号
、
別
冊
二
、
五
〜
一
二
三
頁
、
一
九
八
八

柏
原
祐
泉
「
親
鸞
に
お
け
る
神
祇
観
の
構
造
」
大
谷
大
学
編
『
親
鸞
聖
人
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真
宗
大
谷

派
宗
務
所
、
一
九
六
一
、
三
二
〇
〜
三
三
一
頁

梶
山
雄
一
「
念
仏
と
空
性
」『
空
の
思
想

仏
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に
お
け
る
言
葉
と
沈
黙
』
人
文
書
院
、

八
四
〜
九
七
頁
、
一
九
八
三

梶
山
雄
一
「
般
舟
三
昧
経
―
阿
弥
陀
仏
信
仰
と
空
の
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想
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浄
土
仏
教
の
思
想
第
二
巻

観
無
量
寿
経

般
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講
談
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一
九
七
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三
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八
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、
一
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九
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楠
本
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�gala

研
究
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筑
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女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化

研
究
所
年
報
』
第
二
五
号
、
三
一
〜
五
九
頁
、
二
〇
一
四

雲
山
龍
珠
「
眞
佛
弟
子
に
就
て
」『
龍
谷
大
学
論
叢
』
第
二
四
九
号
、
一
〇
七
〜
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一
九
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、
一
九
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『
教
行
証
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義
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印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
二
巻
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、
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彦
「
王
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国
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体
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化
に
お
け
る
権
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手
続
に
つ
い
て
」『
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学

研
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広
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史
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研
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四
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、
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〜
二
二
頁
、
一
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下
田
正
弘
『
蔵
文
和
訳
『
大
乗
涅
槃
経
』（
1
）』
イ
ン
ド
学
仏
教
学
叢
書
編
集
委
員
会
、

一
九
九
三

下
田
正
弘
『
涅
槃
経
の
研
究－

大
衆
経
典
の
研
究
方
法
試
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
七

末
木
文
美
士
「『
般
舟
三
昧
経
』
を
め
ぐ
っ
て
」
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン

ド
哲
学
と
仏
教
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
九
、
三
一
三
〜
三
三
二
頁

塚
本
啓
祥
「
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
解
題
」『
新
国
訳
大
蔵
経

大
般
涅
槃
経
（
南
本
）

－

』
大
蔵
出
版
、
一
三
〜
五
〇
頁
、
二
〇
〇
八

土
橋
秀
高
「
親
鸞
聖
人
と
涅
槃
経
」『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
六
五
号
、
三
〇
九
〜
三
二

五
頁
、
一
九
六
〇
ａ

土
橋
秀
高
「
親
鸞
聖
人
の
涅
槃
経
観
」『
真
宗
研
究
』
第
五
集
、
六
三
〜
七
六
頁
、
一
九

六
〇
ｂ

戸
頃
重
基
『
鎌
倉
仏
教
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七

飛
田
謙
是
「
大
般
涅
槃
経
引
用
の
依
本
に
つ
い
て－

日
蓮
・
親
鸞
の
場
合－

」『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
二
〇
巻
第
二
号
、
一
六
二
〜
一
六
三
頁
、
一
九
七
二

幡
谷

明
「
親
鸞
教
学
と
般
舟
三
昧
思
想
（
上
）」『
大
谷
学
報
』
第
五
九
巻
第
一
号
、

一
〜
一
一
頁
、
一
九
七
九
ａ

幡
谷

明
「
親
鸞
教
学
と
般
舟
三
昧
思
想
（
下
）」『
大
谷
学
報
』
第
五
九
巻
第
二
号
、

六
一
〜
七
三
頁
、
一
九
七
九
ｂ

林

智
康
「
親
鸞
の
涅
槃
経
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
一
巻
第
二
号
、
七
二
六

〜
七
二
九
頁
、
一
九
七
三

林

純
教
『
蔵
文
和
訳

般
舟
三
昧
経
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四

平
川

彰
『
佛
教
漢
梵
大
辞
典
』
霊
友
会
、
一
九
九
七

藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
Ⅴ－

化
身
土
巻
（
後
）－

』
明
石
書
店
、

二
〇
一
一

藤
原

智
「「
顕
浄
土
方
便
化
身
土
門
類
六
」
に
展
開
す
る
「
教
誡
」
と
い
う
課
題－

『
大

四
四



無
量
寿
経
』の
対
告
衆
と
し
て
の
弥
勒
菩
薩
の
意
義－

」『
現
代
と
親
鸞
』第
二
七
号
、

二
〜
三
四
頁
、
二
〇
一
三

藤
原

智
「『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
末
に
お
け
る
経
典
引
用
に
つ
い
て－

一
貫
す

る
問
題
意
識
と
し
て
の
邪
見－

」『
現
代
と
親
鸞
』
第
二
九
号
、
二
〜
四
六
頁
、
二
〇

一
四

藤
村
研
之
「
親
鸞
の
神
祇
観
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
仏
教
史
研
究
』
第
二
八
号
、
一
〜
一

五
頁
、
一
九
九
一

宮
崎
円
遵
「
神
仏
交
渉
史
の
一
駒
（
親
鸞
の
神
祇
批
判
）」『
仏
教
史
学
』
第
三
巻
第
二

号
、
一
一
二
〜
一
二
三
頁
、
一
九
五
二

宮
島

磨
「
親
鸞
に
お
け
る
「
真
」
と
「
偽
」－
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
「
外
道
」

批
判
の
意
味－

」『
哲
学
年
報
』
第
六
五
号
、
六
一
〜
九
〇
頁
、
二
〇
〇
六

山
折
哲
雄
「
親
鸞
に
お
け
る
「
内
な
る
天
皇
制
」－

化
身
土
養
の
魔
的
世
界
」
戸
頃
重

基
編
『
天
皇
制
と
日
本
宗
教
』
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
三

山
邊
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
證
講
義
』
法
藏
館
、
一
九
五
一
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（
く
り
や
ま

と
し
ゆ
き：

現
代
社
会
学
科

教
授
）

（
う
じ

か
ず
た
か：

人
間
関
係
専
攻

講
師
）

（
う
の

と
も
ゆ
き：

日
本
語
・
日
本
文
学
科

教
授
）

（
お
や
ま

い
ち
ぎ
ょ
う：
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間
文
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か
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